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序章













　彼女は長いこと、夢を見ていた。

　自分の夢ではない。いまも無数に漂いながら、触れては現れ、離はなれてはまた消えていく夢たちは、顔も、名前も知らない、大勢の人たちのもの。

　自分の夢を彼女は知らない。どれだけ探しても、自分の──あるいは、自分の登場する夢はどこにもない。

　彼女はひとり、人の数だけ波であふれ返る海の中を泳いでいく。

　それらの夢には、無む論ろん、様さま々ざまなものがあった。

　恋を語る男女。

　ドラマチックな殺し合いを演じる男と男。

　些さ細さいなことで傷つけ合い、嘆なげき合う人々。

　そして──この世でないどこか。

　あるいは、この世に限りなく似ていながら、異なる世界たち。

　夢は、ひょっとしたら世界が固形化される前の、いわば泥でい土どの状態をもう一度呼び覚まそうとする人間の本能が見せる幻まぼろしなのかもしれない。そこでなら好きに世界をつくり変えることができるから。自分自身の存在をも含めて。

　彼女は、それらを暇ひまつぶしに眺めることもあったが、大半は素通りしていた。長いこと夢を見てきた彼女だから、大抵の夢には飽きていたのだ。だからそれは、彼女にとって決して珍しいものでもなければ、大して面白おもしろいものでもなかったはずだった。

　が、なぜだろう──宙を搔かく足をふと止めた彼女は、それに近づいた。あたかも窓を開けて家の中を覗のぞきこむかのような仕し草ぐさで、それの内部へと目を凝こらす。

　ひとりの女の子が、泣いていた。




「みーちゃん、待ってよ、みーちゃん……」

　ずっとそう呼びかけているのは、土手の上を歩いている男の子だった。

　それを無視して、ずんずん前を歩いていく女の子。

　どちらも野球のユニフォームを着ていた。川かわ面もをいっぱいに染めた真まっ赤かな色は、それぞれの顔やユニフォームにこびりついた砂や泥を洗うかのように優やさしい。

「ごめん……怒ってる？」

　恐る恐る男の子は訊きいた。もちろん彼女は怒っている。負けたときはいつもこうだ。彼もそれはわかっている。肩をいからせながら歩いていくその後ろ姿にはもう何べんも見覚えがあった。そして記き憶おくは、常に身体からだの痛みと直結していた。「お仕置き」が待っているのだ。

　今日は何だろう。一発脳天を殴られるくらいなら、まだいい。この前、教室のど真ん中で「電気あんま」をやられたときは痛かったし、恥ずかしかった。あれじゃなきゃ何だっていいや。……ああ、でも、野球でミスったときはいつも「万本ノック」だもんなあ。あれ、みーちゃんのほうだって辛つらそうなんだけど……。

「ごめん、怒ってる……よね？」

　もう一度訊いてみた。結論は早いに越したことはない。びくびくする時間が短くて済むからだ──と思っていたら、

「うるさいっ！」

　振り返ったみーちゃんの目から、ぱっと散ったものがあった。それはきらきらと赤く反射した。

「怒ってるさ、怒ってるよ！　でもごめんなんて言うな！　少しも理由なんてわかってないくせにっ！」

　男の子は立ち止まっていた。それは、はじめて見る幼おさな馴染なじみの涙だった。

「何で、最後、あたしのボール、捕れなかったんだよ」

「……だって、みーちゃんのボール、強すぎるから」

「そうじゃない。コースがわかってりゃ捕れたはずだった。最後の最後はストレートに決まってるだろ！」

　サインなんてほとんど決めてないのに、と言おうとしたが、男の子は開きかけた唇を閉ざした。言っても無む駄だだという以上に、なぜかいまは逆らいたくなかった。

「いっつも、肝かん心じんなときに弱気になってさ……あたしを信じないから、そうなるんじゃないか！　あたしは、おまえを信じて投げてんのにさ！」

　いつもと違うその理由は、負けたことなんかじゃなかった。怖いくらいに目を吊つり上げたみーちゃんは、

「もういい！　おまえなんて知るか！」

　最後にぐすっと鼻を鳴らして、それからまた大股で歩きはじめた。

「ま、待ってよ」

　それを追いかけながら、男の子は、もう見たくない、と思っていた。もう二度と。みーちゃんの言っていることが一〇〇パーセント正しいなんて思わないけど、でも。

　でも、泣いているみーちゃんを見ているのは嫌いやだから。

　だから強くなりたい。

　みーちゃんが信じてくれるほどにはぼくも多た分ぶん──弱すぎはしないから。だから追いかけていく。肩を並べて、見上げるその顔の位置が変わらないように。

「待ってよ、みーちゃん。……壬み琴ことちゃん！」




「変化が生じたぞ」

　そうつぶやいたのは、〈玉ぎよく座ざ〉を見守っていた臣しん下かのひとりだった。

「ほう……ついに、自ら動き出したか？」

「まだだ。この程度の動きは以前からもあった。問題は、ご自分の意思で〈玉座〉を離はなれられるかどうか、だな」

「〈女王〉はいつの時代も気まぐれなものでいらっしゃる。もう少し様よう子すを見よう」

　囁ささやき声を交わし合う別の臣下たち。

「例の実じつ験けんはどうなっている？　〈女王〉の目覚めと並行して行わねば、意味がないぞ」

「一応、いまのところは問題なく進行しているようだ。噂うわさくらいは耳にしていよう？」

「破は綻たんするのは目に見えているがな。……まあ、それも踏まえた上での実験だ。奴やつらにはせいぜい、頑張ってもらおう。社会から見てもゴミなら、一族からしても決して必要な連中ではない」

「騒さわぎが大きくなりすぎはしないか？　奴らの目的は〝祠ほこら〟の奪だつ取しゆであろう？」

「仮の犯人ならばいくらでも仕立て上げられるさ──おう」

「来たか」

　……と、〈玉ぎよく座ざ〉の間まに新たな人ひと影かげが現れた。彼は〈玉座〉にいる〈女王〉に目礼したあと、

「──して、いかなるご用件で」

　と切り出した。白い服を着た臣しん下かたちは頷うなずき、

「〈騎き士し〉よ、ひとつ頼まれてくれんか」

「近いうちに、あの実じつ験けん体たいが必要となろう」

「いまは泳がせているが、いざというときのため、様よう子すだけでも探っておきたい。が、泳がせているものをさすがに正面切って呼び寄せるわけにもいかぬ。もうひとつの実験と絡ませる予定があるため、おまえに接触を図ってもらいたいのだ」

「なに、難むすかしいことは言わぬよ。じかに会い、ちょっかいをひとつかけてみるだけでもよい。〈女王〉にもっとも近しいそなたなら、それだけで実験体の出来もわかるであろう。あれはもともと、〈女王〉を成長させるためのテストケースとして誕たん生じようしたものであるのでな」

　口々に言う。と、ひとりがやや眉まゆをひそめた。

「……が、実験体の近くには〈姫〉もおろう。いまだ自らの身に潜ひそむ真実に気づいてはいないだろうが、この時点ではまだ、その力を敵に回すわけにはいかぬ。そちらとはやり合うな」

「詳しいことはのちほど伝えよう」

「わかりました」〈騎士〉は首しゆ肯こうした。「では、これにて」

〈玉座〉の間を出る際、もう一度、〈騎士〉は〈女王〉へと視線を馳はせた。

〈女王〉はひと言も口を利かない。目にどこか痛ましげな光を宿しつつ、〈騎士〉は去っていく。

　それを見送る臣下の中から、ぽつりと洩もれ出た声がある。

「……〈騎士〉め、従順になりおった。ゆえに気がかりだ。目覚めの時を邪じや魔まする気ではあるまいか」

「〈女王〉ある限り、それはなかろう。が──、万ばん難なんは排しておくに越したことはない。安心しろ、新たな〈騎士〉も生まれつつある。それこそ、奴やつをテストケースにした、な」

　そう答えた臣下もまた、〈女王〉を見つめていた。

〈玉座〉はその名前にふさわしくなかったかもしれない。それは、ただの、白いシーツ一枚被かぶせたきりの簡かん素そなベッドでしかなかった。

　定められたその位置で、〈女王〉は眠りつづけている。

　眠りはそして臣下の知る限り、この先も永遠につづくのだ。

　約束の時が来ない限り。










一章「極道の夫だんな!?」













１──

「家うちに……来ない？」

　そう言われて、浅あそ生う一かず馬まは目を剝むいた。目だけでなく鼻の穴までひん剝いた。ついでに毛穴という毛穴が開ききって、どっと身体からだ中じゆうから発はつ汗かんした。

「う、家に、来ないか」

　言い直したのはなぜだろう。一回目は声がかすれていて、おまけに口調も彼女らしくなかったので気になったんだろうか。そんな気の遣つかいようが、これまたいつもの彼女に似つかわしくなく、一馬の驚おどろきと衝しよう撃げきとを倍化させた。

　窓の外は夕暮れ。赤々とした空気を、校庭の木立や、向かいにある別べつ棟むねの建物などの影かげが黒く割っている。

　教室には二人きり。一かず馬まの前に立った群むら雲くも壬み琴ことは、うつむき、そっぽを向いている。顔が真まっ赤かに染められているのは、果たして夕ゆう陽ひのせいだけだろうか。一馬よりもやや高い長身を持て余すかのように首こうべを垂れ、片方の手で別の腕を摑つかんでいた。

「か、勘かん違ちがいするなよな」壬琴は視線を合わそうともせずに言った。「おまえ……学校に住んでるだろ。ずっと、ここにいても退屈だろうし──その、どうせ、あと半月は〝城〟じゃないんだから、ここにいなくちゃならない理由はないし……一回くらい、夕飯、ご馳ち走そうしてやってもいいかなって……そ、それだけなんだからな！」

　ぶっきらぼうな言いようにも、一馬の動どう悸きは激はげしくなるばかり。一見、美少年と見まがうような容よう貌ぼうをした壬琴が、いまばかりは夕陽に溶けそうなほどはかなく、気弱そうで、守ってやらなきゃいけない美少女のようにも見える。

　ああ──と一馬は胸の内で呻うめいた。ひどく苦しい。この気持ちは何だろう。

　これが、これが……そう、青春という奴やつなのか。

「うりゃあああー！」

「死にさらせえええ！」

　そのわずか数時間後。

　一馬は確たしかに壬琴の家に来た。食事もご馳走になった。壬琴の両親にも会った。が、なぜだろう。なぜ彼は机の下に隠れてがたがたと震ふるえているのだろう。

「うおおっ!?　撃うたれ、撃たれたああ！」

「田た島じまの兄あに貴きィィィ！」

「くそっ、ドチンピラどもがぁ！　おれのチャカ、持ってこい！」

　がらがらがっしゃん、と頭上で凄すさまじい音が鳴り響ひびいたかと思うと、きしーん！　と何やら歯の浮きそうな、金属質の物体が激しくぶつかり合う音が一馬の耳を貫き、それから、どしゅっ、と奇妙に潰つぶれたような音とともに噴ふき上がった誰だれかの悲鳴が一馬の心しん臓ぞうをつんざいて──。

「なぜだあああああ！」

　一馬は絶叫した。

　わずか数時間前のあの夕暮れのひと幕は何だったのだ。いま巻き起こっている白しら刃はと硝しよう煙えんの饗きよう宴えんは何だというのだ。彼は混乱の雄お叫たけびを放ちつつも、近くの畳にびしゃりと跳はねた真っ赤な血のりを見て、また頭を抱えて震えはじめた。

　いったい、彼の身に何が起きたのか？……この謎なぞを解き明かすためには、あの教室での一シーンからさらに数時間遡さかのぼる必要がある。




「なるほどねー。〝祠ほこら〟かあ。……ってか、それ、何だっけ？」

「聞いてなかったのかよ」

　お昼休みの生徒会室。浅あそ生う美み亜あがもっともらしく頷うなずくと、壬み琴ことは肩をすくめた。

「だから、盟めい主しゆ家けにある聖堂のことだよ。おまえんとこもそうなんだぞ」

「うーん。灯台下もと暗し」

　わかっているのかいないのか、美亜はひとりで唸うなった。机の上にでんと足を投げ出したとんでもない姿勢で、ブラウスのボタンを二つほど外したまま、下した敷じきでぱたぱたと胸元を扇あおいでいる。何より体面を気にする美亜が、気心の知れた身内だけに見せる姿だ。

「みっともない格好はおよしなさい、美亜さん」

　とさっきから生徒会長の草くさ薙なぎみづきが注意しているのだが、なかなか聞く耳を持たない。そう言うみづき自身はさすがに夏の陽ひ射ざしなどどこ吹く風で、汗ひとつ搔かかずに涼しい表情を維持している。いつもそんな感じなので、気温の変化など実は感じていないんじゃないかと思われるほどだ。
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「〝祠ほこら〟は、〝城〟が何らかの原因で機き能のう停止に陥おちいった場合、その〝城〟が本来担になうべき結界をいくつか分担して、臨りん時じに肩代わりする聖堂のことです」そのみづきが説明する。「盟主家の聖堂一〇八つが、すべてこれに当たります。もともと〝城〟の概がい念ねんがなかった時代は、この聖堂こそがいまの〝城〟に当たるべき場所であり、それぞれの土地から届けられる霊力イイロを統とう括かつしていたのですよ」

「天あま津つ学園が〝城〟じゃなくなったからな。その間、四つか五つほどの〝祠〟で力を統とう括かつするわけだ。つまり、〝城〟ほど効率はよくないってわけ。普通なら城主ひとりで事こと足たりるところ、四、五人の霊力イイロ使いが必要になるって意味だからな」

「本来、盟めい主しゆ家けの聖堂は〝契約〟を交わしたその家の当主にしか使用できませんが、その当主が特別に許可を授けた相手にのみ、仮の〝契約〟において機き能のうを解放します。ただし非常に限定されているので、霊力の統とう括かつしかできないでしょうが」

「──で、兄あに貴きが向かうべきその〝祠ほこら〟ってのが、何と何と壬み琴こと姐ねえの実家ってわけか」改めて説明を受けた美み亜あが言った。「でもさあ、宗そう主しゆさまからのご命令だからって、はい、そーですか、って兄貴が素直に言うこと聞くとも思えないんだよねえ。壬琴姐、クラスメートでしょ。最近、どんな感じなの？」

「どんなって、そりゃいつもどおり……って言いたいけど」壬琴はかぶりを振る。「いつもにも増して、何か、ぼーっとしてるな。夏休みボケっていうんじゃなさそうだし。やっぱ、あの一件が応こたえたかな」

『あの一件』とは、夏休み中に起こった外げ法ほう騒さわぎのことだ。女子生徒二人が一かず馬まに接近を図っていたのだが、これが城主の権けん力りよく欲しさと見せかけて、実際は外法の儀ぎ式しきに彼を利用しようとしていたのである。その彼女たちに外法を教えたのが、やはり時同じくして一馬と知り合った女性教きよう諭ゆであり、彼女たちは〝城〟である学園から、封じられていた鬼を解き放つという陰いん謀ぼうを企たくらんでいた。

　その事件によって〝城〟の中ちゆう枢すうである鬼と、結界を統すべる聖堂の中枢ともいえる霊力──一馬の母──を失った天あま津つ学園は、現在、〝城〟としての能力を失っている。

　二学期がはじまってその旨むねを告げられた生徒たちは、一様に驚おどろき、それから、どこかしらほっとしたような顔つきになって、思わぬ休暇を喜んでいるふうだった。夏休みが学生としての休暇なら、六ろつ賢けん人じんが通達した「学園がふたたび〝城〟となるまでの一ヶ月」は、一族としての骨休めともいえた。〝歪ゆがみ〟の襲しゆう来らいを意味する突然のサイレンに怯おびえる必要もなく、それぞれローテーションを組んでいざというとき〝歪み〟が分散される多々のポイントに詰める必要もなく、生徒たちはめいめい、普通の学生としての生活を楽しんでいるようだった。

　一馬ひとりを除いて。

「いままでだって、大してやる気もなかったろうけど。ともかく、城主って立場には魅み力りよくを感じてたみたいだからな。何せ霊力使いとしては一級の証あかしだし、与えられた結界すべての霊力を統括できるようになれば、その〝城〟にいる一族……つまり、全生徒に命令を下せる権限だって持てるようになる。だから、まあ、一馬には一馬なりのやる気があった、ってわけだ」

「〝祠〟となるとそうもいかないもんね。厄やつ介かいだなあ、兄貴も。アレで結構、いろいろ考えこんじゃう性格してんだから。大体、女の子ならあたしひとりで満足しとけ、っての。こんな美少女戦士が近くにいてくれるってのに、あーの身のほど知らず」

「……家族だったおまえが権力目当てで近づいてんのも、一馬の一族不信に輪わをかけてると思うんだが」

　壬み琴ことが小声でつぶやいた矢先、

「いろいろありましたからね」

　みづきが、書しよ類るいの束をクリップでまとめながら言った。一〇月に行われる後期の生徒総会の準備に忙しいらしく、最近は休み時間もずっと生徒会室にいて仕事に没頭している。それでなくとも二学期は体育祭、文化祭という二大イベントが相次ぐため、生徒会は終始忙しさに追われているのだ。

「一かず馬まさんがいろいろ考えてしまうのはわかります。つい三、四ヶ月前までは何の能力もないというので、一族のことなどほとんど他人ひと事ごとのように捉とらえていたでしょうし。それが、いきなり全校生徒の命を両肩に背負ったも同然の立場。一馬さんが感じていたプレッシャーは並大抵のものではないでしょう」

　みづきはどこかしら静けさを含んだ眼まな差ざしを机の一角に注いでいた。一馬もこのひと月の間は城主としての任を解かれているため、本来なら別に学園に住みこまなくてもいいはずなのだが、だからといってもとの家族である浅あそ生う家けに「ただいまー」と戻ったり、「こんちはー」と本来の家族である八や咫た家に突然お伺いしたりする、というのも気が引けるのか、彼は引きつづきこの学校で夜を明かしている。みづきはそんな彼の、複雑な胸の内に思いを馳はせたのかもしれない。が、

「んー、そんなタマかなあ？」あっさり切り捨てたのは美み亜あだった。「そりゃいまはいろいろ考えちゃうかもしれないけど、もう二、三日もすれば元どおりになるでしょ。いままでだってずっとそうだったんだし」

「──」

　下した敷じきで扇あおいでいるのにも飽きたのか、机から降りた美亜は、生徒会室の備品をいろいろ物ぶつ色しよく中だった。とにかくじっとしていられない性しよう分ぶんなのだ。「あ、これ可愛かわいい」と棚に置いてあったマグカップを手に取って眺めたりしている。

　そんな彼女を、なぜかみづきは遠いものでも眺めるような目つきで眺めたあと、

「しかし、だからといって、一馬さんをこのまま休ませておく、というわけにも参りません。何としてでも今日、明日中には〝祠ほこら〟へ入ってもらわねば」

「適当に騙だまして連れていっちゃえば？　いい女がいっぱいいるよ、うひょひょひょ、とでも言えばついてくるでしょ。そりゃもうあっさりと」

　あっけらかんとした美亜の言いように、あわてたのは壬琴だ。

「いや、騙すのは駄だ目めだろ。あいつ、もっとやる気なくしちまうぞ。家に招くこっちの身にもなってくれよ。土ど壇たん場ばになってヘソ曲げられても……」

「ふうん？」と、美亜が面おも白しろそうに目を細めた。

「な、何だよ」

「じゃあさ、壬み琴こと姐ねえが色っぽく誘っちゃえばいいんじゃない？」

　これまたあっけらかんと言われ、壬琴が「な、な、な」と固まっていると、美み亜あはいきなりくねくねと身体からだを揺らしてしなをつくりながら、

「一かず馬まぁーん。あたしのお家うちに泊まりに来てぇーん。ひと晩といわず、何日でもぉー」

「お、お、お」

「一馬ぁーん、ってこの呼び方大事だから。すっごく大事。さ、練習しよ。時は一刻一秒を争うの。親指嚙かみしめながら、媚こびを含んだ眼まな差ざしで相手を見つめ、それでもまだ全部を許すのは早いわ、でもでも結局はあなた次第なのよん、的なニュアンスを漂わせながら、さん、はい」

「おまえなぁ！」

　壬琴が長テーブルをどん、と叩たたいて立ち上がった。びっくりして跳とび退のきかかった美亜の肘ひじが、そのとき棚にぶつかった。上に載っていた湯飲み茶ちや碗わんがぐらりと揺れて、そのまま落っこちそうになる。「あ」と反射的に伸ばしかけた美亜の手も届かない。と、

　びゅんっ！　と風を巻いて移動してきたひとつの影かげがあった。と同時、落下していた茶碗が床ゆかに届く寸前でぴたりと静止する。

「ひえ」

　と美亜が声を洩もらしたのは、よろめいた両足の間に、光り輝かがやく刀身があったからだ。空中で茶碗を支えているのはその切っ先。凍りついた美亜の背中で、ふわりとした髪の毛の感触が落ちてきた。耳もとで冷えた声がする。

「気をつけなさい、美亜さん。ふざけるとこういうことになるのですよ」

「わっ、わわ、わっかりました。わかりましたから、刀どけて……」

　さしもの美亜も涙目だ。もうちょっと美亜の両りよう腿ももが閉じていたなら、確実に肉を裂いただろうその刀身が、茶碗を引き連れながらゆっくりと後退していく。本物の真剣にも、刀身なき光の剣にもなり得るその迦カ具グ土ヅチが視界から消えると、「ふう」と美亜は深いため息をついた。それからすぐに我を取り戻して、目をぱちくりさせていた壬琴に小声で囁ささやきかける。

「ね、ね。いまのみづき姐、素早かったねー。剣以外は運動苦手で、むしろ鈍にぶいほうだと思ってたのに」

「……鈍くなどありません」

「ひえ」

　聞こえていたらしく、冴さえ冴ざえとした声でみづきが指摘する。またも跳び上がった美亜を尻しり目めに、白いテープが巻いてあるその奇妙な茶碗を棚に返すと、

「ともあれ。一馬さんをどうしても今夜中に〝祠ほこら〟へ連れていかねばなりません。壬琴さん、頼まれてくれますか」

　あっさり話を元に戻した。壬琴はさっきとは別の意味でぎょっとなる。

「み、みづき姐まで、あんなのやれって言うの？」

「あんなのはともかく、騙だますとなると、やはりあとあと一かず馬まさんのメンタル面にも影えい響きようするでしょうし。壬み琴ことさんが家に誘うくらいなら、騙すことにもならず、一馬さんも喜んでくれるのではないでしょうか」

「そんな、小学生が遊びに来るんじゃあるまいし。……おい、美み亜あ！　それでいいのかよ。おまえ、次期宗そう主しゆ候補さまの玉たまの輿こし狙ねらってるんだろうが。他ほかの女に誘いかけろってけしかけるの、おかしくないか？」

「べっつにー。いいんじゃない？　あたしが何か言っても、どうせ兄あに貴きは最初から疑ってかかるだろうし。適任はやっぱり、家に誘う立場の壬琴姐ねえでしょ」

　美亜はへらへらとしている。その目にひそむ真意を読み取って、一いつ瞬しゆん、壬琴の背にぞくりとしたものが走った。どうせまた兄をたぶらかす作戦を考えているに違いない。騙されたと知った一馬を慰なぐさめる算段でもしているのだろう。

「壬琴さん」

「壬琴姐、覚悟決めなよ」

　二人の視線に身動きを封じられた壬琴は、「うう」と小さく唸うなったきり無言になった。嫌いやだ。絶対に嫌だ。あいつは勘かん違ちがいするに決まってる。その瞬間、どんな妄もう想そうを脳内に渦巻かせることやら、容易に想像がつく。あんなことやこんなことになっているはずだ。他ほかならない自分が。

　ぞぞぞっと鳥肌が立った。そして壬琴には、男としての一馬が信用ならないという理由以外にも、知人に家へ来て欲しくないとある事情があったのだ。







２──

　タクシーの中、一馬は落ち着かなさそうに貧乏揺すりをしていた。これから果たして何が起こるのか。皆かい目もく見当もつかないような、いやいや、どれもこれも的中しそうな期待であふれ返っているような。

　そんな鼻息の荒い一馬を無視して、隣となりではわざとらしいくらいに距きよ離りを開けた壬琴が窓の外を見やっている。

「なあなあ、おまえん家ちって、そんなに遠いの？」

「んー……」何を訊きかれてもいまの壬琴は生返事だ。

「おまえがひとり暮らししてんのは知ってたけど。実家って、何やってんだっけ？」

「あー……」

「お父さん、お母さんにはきちんと挨あい拶さつしたほうがいいかな。何か手て土産みやげとか？　いや、しかしそれじゃまるで婚約するみたいだしなあ、はっはっは」

「うー……」

　本当は他ほかに訊きたいことがある一馬である。壬琴の部屋は家の中のいったいどこにあるのか。それはつまり、お客さまであるこのおれに割り当てられる部屋と壬み琴ことの部屋とはどれくらいの距きよ離りがあるのか、とか、中でどんなことが行われていようが家族には声のひとつも聞き取れない場所なのか、とか、まあ、そういうようなことだ。

　しかしさすがに一いつ世せ一いち大だいの晴れ舞ぶ台たいを控えたこの身、いつもと同じくリラックスできているわけもなく、発する言葉も、浮かべた笑顔えがおもどこかぎこちない。ああン、こんなんで、おれは壬琴を上手うまくリードできるのかしら、ってなもんで。

　いや、待てよ。中等部時代からは毎日のように顔を合わせているからまさかとは思うが、ひょっとして壬琴ははじめてじゃなかったりして!?

　もやもやもやー、と一かず馬まの脳裏に浮かび上がるのは、なぜかスーツをかっちり着こんで眼鏡めがねをかけた壬琴さんが、寝そべったこちらを上から見下ろすの図。

（うふふ、固くなってるわね。いいのよ、そんなに緊きん張ちようしなくたって……）

「いや、待てよ」

　今度は声に出してつぶやいて、頭上に雲うん霞かのごとく広がりはじめていたもやもやをいったん「しっ、しっ」と追っ払った。妖よう艶えんな女教師も悪くないが、壬琴のイメージとは若じやつ干かん異なる。やはり、ここは──。

（情けない。それでも男の子か？　しゃきっとしろ！）

　ジャージの上下を着た体育教師！　タンクトップを押し上げる胸元は当人比較で一・五倍増し。いつもは男勝りで、がさつともいえそうなその体育教師・壬琴がふっと覗のぞかせる女としての一面。居残りで授業をさせられていた落ちこぼれの一馬の前で、壬琴先生はアップにまとめていた髪をはらりと下ろすのだ。

（しょうがない子。ほら、保ほ健けん体育の実習をしてあげるから）

（あああっ、壬琴先生。ぼくは、ぼくは……）

（可愛かわいい。じっとしてればいいのよ。おねーさんが、可愛がって……）

「あ・げ・る、ってかー！　ひゃひゃひゃ、参ったな、もう！　どうすりゃいいんだよ、おい、おいってばおい！」

　気味悪く身み悶もだえる一馬からさらに距離を置きながら、「はあああああああ」と壬琴は肺の底から搾しぼり出すほどの深いため息をついた。運転手の目がちらちらとバックミラー越しにこちらを窺うかがっているのはさっきから気づいている。もちろん、一馬の奇天烈きてれつな行動に恐怖しているのだろうが、しかし恐れているのはそれだけではない。いつもにも増して地に足がついていない様よう子すの一馬は気づきもしなかったようだが、そもそも壬琴に行き先を告げられたときから、運転手の顔は凍りついていたのだ。そして、

「お……お客さん、着きましたよ。本当にこちらでよろしいので？」

「ああ。おい、一馬。いつまで悶えてんだ。いくぞ」

　壬琴はぶっきらぼうに応じ、運転手に金を支払ってから、「イくって……ああ、恥ずかしい」と顔を赤くしていた一かず馬まを外へと蹴けり出した。我に返った一馬が、

「ってえーな。あ？　もう着いたのか」

　そう言って立ち上がったときには、タクシーはすでに砂すな埃ぼこりを立てながら勢いよく走り去ったあとだった。それを不ふ審しんに思う間もなく、壬み琴ことが無言でずんずんと歩いていくのにあわててついていく。

「こりゃまた、何ちゅうか、風ふ情ぜいのある場所だな」

　山の中腹辺あたりに位置するここは、駅を挟んで、ちょうど天あま津つ学園と正反対の県境に位置していた。自然豊かで、舗ほ装そうされた道路の左右にはうっそうとした林がつづいている。少し坂を登っていくと、目当ての建物が見えてきた。「オイオイ、まさか……」と一馬がおかしな声を出す。山奥の自然をぽっかりと切り拓ひらいてそびえ立つ、どでかい家。いいや、家というより、あれではまるで御殿だ。正面からでは一部しか見えない風格のある屋根瓦がわらが、延えん々えんとその向こうにまでつづいているような気さえする。

　一馬が呆あつ気けに取られた原因はそればかりではなかった。立派な門構えの前には、二〇名を超える人ひと影かげがずらずらずらっと横に整列している。一様に水色の半はん纏てんを羽は織おっていて、手には横断幕のようなものを広げていた。

『浅あそ生う一馬さま、熱烈大歓迎！』

　幕の中央にいるひとりの中年男が、ちぎれんばかりに手を振っている。やはり水色の半纏を着た、あまり体てい裁さいの上がらなさそうな男だ。それを見た壬琴が思わず頭を抱えそうになる。

「あの馬ば鹿か親父おやじ、何考えてんだ……」

「壬琴くん、そりゃわたしの台詞せりふだ」

　冷めた顔と声とで一馬は突っこんだ。何がどうなっているかなどもちろんわかる由よしもないが、期待していたような色っぽい事情ではないようだ、くらいには想像がつく。何しろ、横断幕の両端にはみづきと美み亜あの姿もあったのだ。

　じとーっと疑惑と不信、そして多少ならずとも傷ついたような眼まな差ざしで見つめられ、さしもの壬琴も「あはは」と愛あい想そ笑わらいを返すしかなかった。

　──くそっ！　何が色っぽくだ。結果は同じじゃないか。

　段々涙目になってきた一馬の膨ふくれっ面つらをなるべく見ないようにしながら、壬琴は内心で毒づいた。何だか知らんが親父も妙なことを考えているようだし、想像より面めん倒どうなことになるのは間違いなさそうだった。




「いやいやいや、はじめまして。壬琴がいつもお世話になっております。わたくし、群むら雲くも貴たか文ふみ。当旅館の主あるじをやっておりましてね」

　にやにや笑い、揉もみ手てをしながら一馬を出迎えた壬琴の父は、強引に握手してきた。馬うま面づらで、長い鼻の下にちょび髭ひげを生やしている。さらにオールバックに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、とくれば、旅館の主というよりは、一生うだつの上がらない平ひらサラリーマン、といったほうがよほどしっくりくる。

「ようこそ、おいでになられました」

　隣となりで頭を下げたのは壬み琴ことの母、群むら雲くも圭けい子こ。ややぽっちゃりしているが人の好よさそうな笑顔えがおと、どことなく品のある風ふ情ぜいの持ち主で、こちらはいかにも旅館の女将おかみにふさわしい。というか、旅館云うん々ぬんよりも、この二人が壬琴の両親と知って一かず馬まはかなり驚おどろいた。

　てっきり、暴走族の総長と、レディース上がりのヤンキー娘ができちゃった結婚をした末に生まれたのが壬琴だと思っていたのだ。あるいはどちらもプロスポーツ選手顔負けの、鍛きたえ上げられた肉体と、卓越した運動神経の持ち主とか。そのほうがイメージにぴったりと合う。

「さささ、どうぞお上がりになって。お風ふ呂ろの準備ができておりますよ。露ろ天てん風呂も風情があってよろしいが、部屋風呂もそれなりに設備が整ってございましてね、はい。それが済んだらお食事にしましょう。浅あそ生うさん、こっちはいける口で？　あははは、未成年でしたね、未成年。何、バレやしませんよ。ビールの一本でもおつけしましょう」

　とまあ、貴たか文ふみパパは一馬が面めん喰くらっている間にべらべらしゃべりながら強引に中へと連れこんだ。「いや、あの、おれは、その」と一馬が抗弁する隙すきも与えず、仲なか居いに部屋まで案内させようとする。一馬の目に宿る不信がさらに色いろ濃こくなった。さすがに警けい戒かいしているようだ。群雲家が一族の盟めい主しゆ家けなのはもちろん知っているだろうから、やはり一族関連で何かあるだろうとは思っているのだろう。こりゃ、いろいろ難むずかしいぞ、と壬琴が考えた、その──。

　一時間後。

「わっはっはっはっは！」

　また大笑いが聞こえてきた。

　一馬と貴文、膝ひざを擦すり合わせる距きよ離りで、何やら話に花を咲かせている。一馬は部屋にあった浴衣ゆかたに着替えていた。美み亜あもいつの間に風呂を戴いただいたのか、同様の姿をしている。浴衣姿に、大広間の和室、さらには黒いテーブルの上に並べられた、いかにも手の混んだ和風料理とくれば、確かに旅館以外の何物でもない。

「どういうつもりだ？」

　ひとり、着替えもせずに広間の片隅で馬ば鹿か親父おやじと一馬の様よう子すを見ていた壬琴が訊きいた。相手は近くを通りかかった半はん纏てん姿すがたの男だ。一七二センチの壬琴よりさらに背が高いその男は、苦笑いを見せつつ、

「どうもこうも、こういうつもりらしいですよ、うちのオヤジは。お嬢じようさんも積極的に協力──はしてくれないだろうから、せめて、口をつぐんでいてくれ、とのことでした」

「ふン」壬琴は鼻を鳴らした。「いいけど？　あたしには関係ないから。だけど、次期宗そう主しゆ候補だろうが城主だろうが、あたしにとってはクラスメートなんだよ。おかしな世界に関かかわり持たせようってときには、知らない顔はできないからね」

「そのへんは、わたしどもには」

　曖あい昧まいな言い方をして、男は壬み琴ことの近くから立ち去っていった。憎にく々にくしげに背中を追いかける壬琴の視線が、「わっはっは！」という馬ば鹿か笑わらいに動きを中断される。改めてそっちを見やると、一かず馬まと父親はグラス片手に笑い合っていた。

　さっきまで警けい戒かいと不信を抱いていたはずの一馬が、いまやすっかり上じよう機き嫌げんな様よう子すなのは、手に持ったグラスへ貴たか文ふみが次々とお酌しやくするビールのせいだろう。一馬は顔を真まっ赤かにしながらもいちいちそれを呷あおっている。

　おや、そういえば、と壬琴はさらに視線をぐるりと回転させた。さっきまで、一馬が酒を口にするたび、これもいちいち、「一馬さん、未成年なのですからお酒はいけませんよ」とみづきがたしなめていたはずだ。すでにあきれ返って注意する気もしないのだろうか、それとも、また何やら実家で忙しそうな様子だったので、挨あい拶さつもなしにもう家から出ていってしまったか──と思っていたら。

　みづきは先ほどと同じ位置で両りよう膝ひざをきちんと揃そろえて座っていた。両手にグラスを捧ささげ持っている。中にはやはりビールが黄こ金がね色いろに波打っていたが、これは「まあまあ、お嬢じようさんも固いことをおっしゃらずに」と貴文が強引に注いだものだ。飲んでいない証拠にほとんど量も変わっていない。しかし何か様子がおかしい。みづきの目はとろんと半はん眼がんになっていて、じっと虚こ空くうの一点を見据えているかのよう。おまけに、まるでマネキンか何かのように身動きひとつ取ろうとしないのだ。

「お、おい」

　と、壬琴はその少し離はなれた場所で美み亜あを捕まえた。「なーに？」と返事する美亜の目元の下あたりもやや赤い。こちらはひとりで料理とお酒をがっつくのに夢中だった。

「みづき姐ねえ、どうしたの。まさか──相当機嫌を悪くしてるんじゃないだろうな」

「さあ？　さっきから、お酒に興きよう味みがあるのか、くんくん匂におい嗅かいでたみたいだけど」

「匂い？」

　壬琴はこっそりみづきの近くへ忍び寄った。後ろからそっとその肩を突つく。びくっ、と背中全体が揺れ動いた。

「みづき姐？」

「何でしょう？」

　ストレートの髪をふわっとなびかせ、振り向いたみづきはいつもの彼女だ。

「寝てた？」

「寝てません」

　心外な、と言わんばかりに即答する。

「酔ってる？」

「酔ってません」

　今度は豊かな胸を張って断言する。が──。その直後、すっとまた瞼まぶたが半はん眼がんにまで落ちてきた。ほんのかすかに頭が揺れ動きはじめる。壬み琴ことは、面おも白しろそうにその様よう子すを眺めていた美み亜あに訊きいた。

「何杯飲んだの、みづき姐ねえ」

「一杯も」美亜はかぶりを振った。「さっき言ったじゃん。匂におい嗅かいでただけだって」

「んな、匂いぐらいで」

　と言いはしたものの、何となく、みづきならそれもあり得る気がしてきた。また肩を揺すって、

「ね、先に部屋にいってる？　眠いんでしょ」

「…………………………眠くなどありません」

「寝てたじゃん。我慢してても身体からだに悪いよ」

「一かず馬まさんが……お酒を飲んで……粗そ相そうをしないよう……見張っておかな……」

　しばし壬琴は待った。もう少し待ってみた。辛しん抱ぼう強づよく待ちつづけた。が、みづきの口から次の言葉が紡つむがれることは永遠になかった。力尽きたらしい。

「かわいー。みづき姐、使命感に燃もえてるんだねえ」

「馬ば鹿か言ってる場合か」

　しょうがない、このまま起こさないようにしながら、部屋まで運んでいってしまおうか──と思った矢先、

「ぎゃっはっはっは！　いや、話がわかりますな、お父さん」

　一馬の大声がした。ああ、もう、と壬琴はふたたび注意を奪われる。「関係ない」と言い放ちながらも、ここが実家である以上、とかく気を回さねばならない立場にある彼女だ。大体、ここは旅館などではない。わざわざそう見せかけているということは、父親が一馬絡みで何か企たくらんでいることになる。無む論ろん、大盛り上がりを見せている一馬はそんなことに気づいちゃいまい。みづき姐だって必死に気を遣つかっているっていうのに、脳天気な奴やつだ、とひとりで気を揉もんでいた壬琴は腹立たしくなった。大体、初対面の二人がどんな話で盛り上がっているというのだろう。

「最近、胸の成長著しい、というので、いろいろクラスの男子どもの話題をかっさらうことの多い娘さんですがね。体育で走るたびに揺れただとか、あれは男ができたに違いない、とか。まったく嘆なげかわしいことです。壬琴さんの魅み力りよくは胸になどあるのではない。ガキどもにはそれがわからんのです。壬琴さんの魅力といえば、あの長く引ひき締しまった足！　そしてその両足を支えつつも大胆に盛り上がっている、あのヒップ！　に、決まっておるでしょうが！」

「わかります、わかります」

　と貴たか文ふみが注いだビールを、またもくッ、と一気に呷あおる一馬。あっという間に空になったグラスの底をテーブルに打ちつけて、

「おれはもうずっと長いこと目をつけていたのです！　体育のとき、水泳のとき、とにかくそこばかりを見つめておりました！　中等部時代に再会してより三年あまり。その素す晴ばらしい成長ぶりは脳内のメモリーに記き録ろく済みであります！　いまや尻しりを見ただけで、あ、あれは壬み琴ことさんではないか、とわかるくらいに。それを何だ、いまさら胸が膨ふくれたくらいで大おお騒さわぎしおって。いやいやいや、それもまた確たしかに魅み力りよく的てきなのは認めざるを得ないところだが、しかししかし、そんな表面的なもので壬琴お嬢じようさんを他た人にんに語ってもらいたくはないのです！　お嬢さまの本当の……げッふう」

　後頭部に壬琴の膝ひざがめりこんできて、一かず馬まは前のめりに倒れた。

「貴き様さまが一番表面的に見てるだろうが！」

　ふうふうと荒い息を吐く壬琴の赤ら顔は鬼のよう。こちらはアルコールなどではない、純粋なる怒りの賜たま物ものだ。「おや、これはいかん」と貴たか文ふみがテーブルに突っ伏したまま動かなくなった一馬の肩を揺すり出した。その父親を指差して壬琴は、

「親父おやじも親父だ！　娘の尻を大声で語られて、何を同調していやがる!?」

　大声を出した。つと貴文は細い眉まゆを上げて、

「いいじゃないか。いい尻なんだから」しれっと言い、娘を硬直させた。「利用できるものは何でも利用するのがうちの流りゆう儀ぎだ。なあ、母さん？」

「そうよ」と言い、片手を振った圭けい子こ。「あなたのお尻が浅あそ生うさんのお気に召したのなら、そのお尻を最大限に活用しなくてどうするの。あなたのお尻こそが群むら雲くも家けを救うかもしれないのに。もっと自分のお尻しりに誇りを持ちなさい」
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「そうだぞ。母さんもなかなかの尻自慢だったなあ。いやいや、いまだってもちろん衰えちゃいないが」

「やだわ、父さん。壬み琴ことのお尻には負けるわよ。お父さん、壬琴がひとり暮らしするようになってから知らないでしょう。わたし、中等部のときの体育祭を見にいったのだけど、そりゃもう凄すごいお尻をしてたのよ。同年代の小娘どもなんか目じゃないって感じ。あのお尻ならいつお嫁よめに出しておかしくないって、近所の奥さま方とお話してたの」

　両親のその会話を、壬琴はぷるぷる震ふるえながら聞いていた。尻、尻、尻、尻、尻、尻。まるで尻が嫁にいくがごとく。

　が、娘のそんな癇かん癪しやく寸前の様よう子すにも構わず、父親は一かず馬まを揺り起こしてふたたびお酌しやくしようとし、母親は母親でまた料理を運んできたり、若いものにてきぱきと指示を出して空いた膳ぜんを片づけさせたりと、急がしそうに動き出す。

「どうですかな、浅あそ生うさん。今夜辺あたり、娘の部屋へ忍ばれては」

「むむ。お父さん、いやしかし、それは」

「大丈夫です。ちゃんと言い聞かせておきますから。ああいう娘ですが、親の言うことは聞くようにと、最低限の躾しつけくらいはやってきたつもりでおりますゆえ」

『ああいう娘』の前で不ふ穏おんなことを囁ささやきかける父親。一馬もまんざらではなさそうだ。ただひとり、当事者でありながら話から置いてけぼりを喰くらっているのが壬琴だった。震えていた壬琴が、そろそろきつい一発を見み舞まおうかと、息を吸いこみかけたそのとき。

　ばたばたばたっ！　騒さわがしい物音がしたのと同時に、広間にひとりの男が駆けこんできた。途端とたん、真まっ赤かな色合いが、平和なその一室を不ぶ躾しつけに染める。半はん纏てんを着たその男の肩からは血のりが散っていたのだ。

「どうした、安やすゥ！」

　貴たか文ふみが大声を出す。さっきまでのおかしな親父おやじさんのイメージがいっぺんに吹き飛ぶほどに、ドスの利いた声と、厳きびしい表情をしていた。

「お、オヤジ！　カチコミだ！」男は苦しげな顔でわめいた。「安あん西ざい組ぐみの連中、居直って真っ正面から来やがったんだ！」

「はい？」

　一馬がとぼけた声を出す。壬琴はぎくりとしたような顔をしていた。

「オヤジ……って、あの人、壬琴のお兄さん？」

「いっ、いや……」

　壬琴にしては珍しく、歯切れの悪い返事だ。酒で頭が回らない様子の一馬は小首を傾かしげた。剃そりこみの入った頭に、ほとんど毛のない眉まゆ毛げといった個性的なおにーさん。それにカチコミ？　安西組？

　と、突然、凄すさまじい音が聞こえてきた。まるで猛もう獣じゆうの遠とお吠ぼえのようなそれが、縁えん側がわのほうからぐんぐん近づいてくる。「まさか」と貴たか文ふみが立ち上がった。

「客人を避ひ難なんさせろ！　高たか遠とう、道具を用意するんだ！」

　一かず馬まの近くで怒ど鳴なったその声が、聞こえなくなるくらいに唸うなりが高まった瞬しゆん間かん。

　かっ、とまぶしい光が走った。縁側からだ。二つの丸い光は、それこそ巨大な猛獣の目のよう。どすん！　という地じ響ひびきとともに縁側のガラスを突き破って、その前足が回転しつつ中へと乗り上げてくる。

　巨大なトラックだった。

　座ったまま縦たてに跳はねた一馬がきょとんとしている合間に、トラックからわらわらと人ひと影かげが降りてきた。手に手に拳けん銃じゆうや長ちよう刀とうを手にしていると気づいたときには、先頭のひとりがこちらめがけて突っかけてくる最中だった。

「死にさらせぇー！」

　ぎらりとした刃やいばのきらめきは、トラックの投げかけるライトによってその先端がかすんで見えた。酔いのせいもあって、一馬は消えたその刀身が自分を貫くだろうとは想像だにしなかった。

「あれ？」

　と一馬はつぶやいた。







３──

　刃の切っ先が一馬の胸を貫く寸前、びゅっ、とその耳もとで風が巻き起こった。壬み琴ことだ。一歩踏み出したその足を軸じく足あしに、右回し蹴げりを放ったのだ。

　ぐぁ、と小さく呻うめいて、こめかみを直ちよく撃げきされた男が横倒しに崩れる。落ちてきた刃が畳に突き刺さった。まじまじと一馬はその白いきらめきを直視する。

「えーと」

　よく考えられないでいるうち、いきなり尻しりを蹴っ飛ばされた。

「隠れろ、早く！」

　壬琴の手で強引に机の下へと押しこまれる。そして……。

「うおおお！」

「長物振り回すんじゃねえッ！　仲間に当たる！」

「ちくしょう、舐なめやがって」

「最初にシマ荒らしたのは手前てめえらだろうが！」

　叫びと怒鳴りとが、頭上で交こう錯さくしていく。一馬の視界内に複数の足が入り乱れては消え、また現れる。不ふ穏おんな物音は数知れず。酒でぼーっとしていた一馬は、あ、時じ代だい劇げきみたいな音はしないんだなあ、とか、こういうときはあんまり銃って役に立たないんだなあ、とか、ほとんど他人ひと事ごとみたいに考えていたのだが、

「ぐぇぇッ」

　蛙かえるが潰つぶされたような音を立てて、誰だれかが倒れこんできた。白目を剝むいた彼と、ちょうど目を合わせる形になる。胸もとからこぼれ落ちた血が、その身体からだの下に赤いプールをこしらえていく。その生温かいぬめりが一かず馬まの頰ほおまで濡ぬらしたとき。

　ひええええええええええええええ。

　ようやくのことで、これが映画でも夢でもなく、現実の出来事だと思い知らされた。頭をぼーっとさせていた酔いも、あっという間に多量の熱ごと奪い去られてしまう。「くたばれええ！」「撃うってみろやああ、若わか僧ぞうがあああ！」だの、なかなか日常生活では聞くことのできない声を耳にしながら、頭を抱えてぶるぶると震ふるえはじめた。

　もはや何が何だか理解不能だ。壬み琴ことに誘われたときは恋愛ストーリーの主人公気分だったというのに、ある意味、一族関連の出来事より日常から乖かい離りした、この殺気あふれる場面は何だというのだろう。

　どたどた、どしゅん、きしーん、という騒そう音おんの真まっ只ただ中なか、一馬は恐る恐る周囲を窺うかがう。

　みづきがいた。同じくテーブルの下に追いやられたらしく、床ゆかに寝そべっている。寝そべっているどころか、何と、どう見てもそのまますやすやとお休みになっているご様よう子す。事情はわからないが、どうあれ、大人おとなしくはしてくれているようなので当面は大丈夫だろう。美み亜あも違うテーブルの下にいた。さすがに驚おどろいて顔色も青ざめさせてはいるが、こちらは好奇心までもは失っていない様子で、銃の撃たれた方向を見ては「わっ」と声をあげ、刀で斬きられたところを見ては「ひえッ」と声をあげて──と、わざわざ自分から恐怖している。

　壬琴の姿は見えなかった。少なくともテーブルの下にはいない。まさか先陣切って戦っているとでもいうのだろうか。

　どれほど時間が経たっただろう。ほとんど息もできないような状態でうずくまっていた一馬にはわからなかったが、やがて、恐ろしげな喧けん噪そうも次第次第に収まってきた。ぷんと鼻を突くような焦げた臭においが気になりはじめる。うっすら煙がかっているのは硝しよう煙えんという奴やつだろう。畳に転がるビール瓶やら、料理の残ざん骸がいやら、挙あげ句くの果てには、傷つき、のた打ちまわる男たちの姿までもがうっすらと靄もやがかっている。

「何でえ、ど派は手でな登場した割にゃ、兵隊はこれだけか」

　誰だれかが、荒々しい息を混じえながら言った。

「何はともあれ、サツが来る前に怪け我が人にんを例の病院へ送りこんどけ。下したっ端ぱの組員呼んで、道具の始末をさせろ！」

　事務所。……本家。……道具。さしもの一馬も、段々事情が吞のみこめてきたような気がしていた。先ほどまで、壬琴の両親に対して抱いていた違和感が胸の内で霧む消しようしていく。なるほど、確かにイメージにはぴったりだ。いやしかし、それにしたって。

「おい！」

　と、その当の壬み琴ことの声が雷のように落ちてきた。一かず馬まはびっくりして後頭部をテーブルにぶつけそうになったが、見ると、彼女の両足はこちらを向いていない。

「どういうつもりだ!?　こんな大変なことになってるなんて、少しも言ってなかったじゃないか。あたしの友達に何かあったらどうする気だったんだよ！」

「ま、まあ、待て、落ち着きなさい、娘よ」

　貴たか文ふみのたじたじしたような声。

「こんなとこ、前とちっとも変わってない！　中ちゆう途と半はん端ぱに看板守ろうとするから、いつも誰だれかが巻きこまれるんじゃないか。大体、旅館の振りして、何しようって……」

　なおも父親を問い詰める壬琴の足が移動した瞬しゆん間かん、一馬の目に異質なものが飛びこんできた。すぐ近くのテーブルの下。一馬たちと同じく身をひそめている男の姿があった。ただし半はん纏てんは着ていない。坊主頭の男のその手はしっかり短刀の柄つかを握りしめていた。その切っ先に負けず劣らず、ぎらぎらした眼光を上へと当てている。

　──やばい！

　一馬は咄とつ嗟さに起き上がろうとした。この、理解と常じよう識しきとをはるかに超えたワンシーンの中、彼がヒーローになれるそれが唯一のチャンスだった。この浅あそ生う一馬、いつまでも震ふるえているだけだと思うなよ。こちとら、一国一城の主あるじ──！

　ごちんッ、と激しくテーブルが揺れた。後頭部を強打した一馬が「きゅう」とうずくまる。はっとしたように壬琴と貴文がそちらに注目した。敵のひそんだ正反対へ！

「往おう生じようせいやああああ！」

　最大のチャンスと見てか、坊主頭が一気にテーブルの下から滑すべり出た。刀を腰こし溜だめにして、身体からだごと近くにいた相手へぶつかろうとする。振り向いたのがむしろ貴文にとっては不運だった。その胸をさらけ出してしまったのだ。

　どすっ！

　鈍にぶい物音がした。噴ふき上がり、畳へ点々と散った赤い血しぶきは砂のようにさらさらとしていた。どすっ、どすっ、と立てつづけに聞こえる物音とともに、ぎくしゃくとダンスを踊る人ひと影かげ。

　そして最後にどうと倒れ伏した。

「危き機き一いつ髪ぱつだったな、群むら雲くもの？」

　広間の入り口に、長身の男が立っていた。いや、男というより、ほとんど一馬たちと歳としの変わらない少年だった。右手でこちらに突き出した拳けん銃じゆうは先端から薄うすく硝しよう煙えんを吐いている。撃うたれた坊主頭は、背中を尺取虫のように波打たせながらすぐ近くで痙けい攣れんしていた。

「おお、おお。こりゃまた派は手でにやり合ったもんだな」

「さすがは、天てん昇しよう会かい直系の群むら雲くも組ぐみのことはある。また名を上げたねえ」

　少年の背後には、スーツ姿の男たちが十数名。それぞれ好きなことを言う、新たなその一団を迎えた人々の反応は様さま々ざまだった。

「十と拳つか……！」とひとりが、警けい戒かいしたように声をあげ、

「手前てめえらまで、うちのシマに何の用だ!?」

　と、むしろ敵てき愾がい心しんを剝むき出しにして身構えるものも大勢いた。そんな中、壬み琴ことだけが彼らと違う、奇妙な表情を、先頭にいる少年に見せていた。

「まあまあ。おまえらだらしのない子分に変わって、組長の命を助けてやったんじゃねえか。おまけに、外で控えていた安あん西ざい組の攻こう撃げき部隊をのしたのもおれらだぜ。噓うそだと思うなら外に出てみな。感かん謝しやこそされ、いきなり凄すごまれる筋合いはねーんじゃねえの」

　にいと笑ったその顔は幼いようでいて、しかしどこか獰どう猛もうそうな獣けものを思わせる野性味があった。周りが「なにっ」と騒そう然ぜんとする中、揚よう々ようとした足取りで広間へ進み出てくる。ここかしこに転がっている、重傷を負った男たち。それにも構わず歩いていた少年は、「いてて」とようやくテーブルの下から這はい出てきた一かず馬まに気づいて足を止めた。

「よっ」と鷹おう揚ように笑いかける。「また頼もしい新入りが来たもんだな。親分守るどころか、テーブルの下でぶるぶる震ふるえてやがるとは。さすがは天下の群雲組だ」

　そう言って背後に従えた男たちを笑わせた少年は、手にした拳けん銃じゆうを「それ」と一馬へ放った。反射的にそれを受け取ってしまった一馬は、あわてて「わッ、わッ」とお手玉のように拳銃を跳はねさせる。それを見て、また一団が笑った。

「さて、群雲の親分さん」

　と、少年はもう一馬に興きよう味みを失ったようで、襟えりを正しながら貴たか文ふみのほうへ向き直った。

「おれの言いたいことくらい、もうわかってるはずだろ？」

「おやおや、これは十拳の坊ちゃん。お父さまは病気療りよう養よう中ちゆうだということですが、お加減はいかがですかな？」

　貴文はどんなときでも常にマイペースのようだ。あんな修しゆ羅ら場ばの直後だというのに、態度も声も以前とまったく同じまま。

「すっとぼけなさんな。いい加減、弱小組そ織しきにまで成り下がった群雲が、いつまで未練たらしく〝祠ほこら〟を抱えこんで盟めい主しゆ家けを気取ってやがるんだ、って話だよ。もともと、天てん昇しよう会かいは一族の武ぶ闘とう派はが寄り集まってつくった任にん俠きよう組織だ。他ほかの一族と違って、歴史や名前にこだわることはねえ。そろそろ〝祠〟の譲じよう渡とを考えてもいい頃ころ合あいなんじゃないのかい」

「ううーむ」

「今日みたいなことがまた何度もあってみろ。天昇会は絶対にシマを奪われちゃならねえんだ。〝祠〟を使いこなせもしないあんたがいつまでも持っていたって、宝の持ち腐れ。それどころか、別の、一族でも何でもないやくざなんぞに奪われちゃ話にならねえ。早いところ天昇会に〝祠ほこら〟の実権を委ゆだねてみちゃどうだい。ずるずると引きずった挙あげ句く、最後に尻しりまくるよりゃよっぽど英断だと思うがね」

　ぐいぐいと迫っていく少年に対し、貴たか文ふみは「うーん」「ふーん」と首をひねっている。人を小こ馬ば鹿かにしているようでもあるが、実際は返す言葉もなくて苦しんでいるのだろう。無む論ろん、彼らが何を言っているのかもさっぱりわからない一かず馬まにしてみれば、ますます事態が複雑化していく一方である。

「ふざけんな！」と半はん纏てんを着た人相の悪い男が怒ど鳴なった。

「そうやって、自分たちこそが盟めい主しゆ家けになろうって魂こん胆たんだろうが。直系でもないくせしやがって」

「そうだそうだ。おれたちを裏切って、勝手に独立した手前てめえらのことだ。どうせ汚い手を使って、天てん昇しよう会かいに取り入り済みなんだろうが」

「何ィ！」と、対するスーツ姿たちが気色ばむ。

「親の手腕のなさを棚に上げて、寝ぼけたこと言ってんじゃねえぞ」

「いつまでも、名前だけにぶら下がっているような組が、盟主家気取ってるほうが何倍も汚ねえだろうが！」

　双方、怖い顔をしてにらみ合う。その間、一馬は数時間前から雑多に押し寄せてくる一方だった情報の山を、ひと摑つかみずつ取り出すことで、ひとまず事態を整理しようとしていた。

　まず、壬み琴ことの実家について。

　これはもう十中八九、やくざだ。極ごく道どう、任にん俠きよう、筋すじ者もの、渡と世せい人にん──まあ呼び方は様さま々ざまだが、一馬にしてみればどれも同じこと、ほとんど映画や漫画で得た知ち識しきしかない。壬琴の微妙な態度もそれで説明がつく。こういうご職しよく業ぎようをなるべく自慢したくないというのもわかるからだ。

　では、なぜその壬琴がわざわざ自慢したくないその家へ一馬を誘ったのか？

　そこでキーワードとなるのが〝祠〟という名詞だ。一馬も一族の人間、いままでほとんど現実として受け止めてこなかったにせよ、天あま津つ学園や、その前に通っていた学校の特別授業でも、一族の事柄については一応の説明を受けている。

　確か、一〇八つの盟主家の地下にある聖堂が〝祠〟という別名で呼ばれていたはずだ。結界から届けられる霊力イイロを統とう括かつする役割があったのだが、現在は〝城〟という、もっと効率よく力を統括できるシステムと、同時にその力を利用して異界の鬼を引き寄せ、退治するという、一族の砦とりでにも似た新たな場所が生まれたため、〝祠〟そのものはあくまでも結界のひとつとして機き能のうするに留とどめられている。

　臨りん時じの事態でさえなければ。

　そしていままさに、その臨時の事態が起こっている。他ほかならない、一馬が城主を務める〝城〟の機能停止という。

　──なるほど。

　ようやくのことで事態が吞のみこめてきた。その〝祠ほこら〟に一かず馬まが入って霊力イイロを統とう括かつすることとなったのだ。普通にそう言ったって、真っ正直者のおれはヘソを曲げるだろうから、壬み琴ことたちは卑ひ怯きようにも甘い色仕掛けの罠わなを仕掛けて誘ゆう導どうしようとしたのだろう。一六歳さいの少年が胸に抱く、淡い恋物語への憧しよう憬けいを利用して。

　何となくそれでいま自分の置かれている立場の半分は理解できた一馬だったが、残り半分となるとさっぱりだ。なぜ一族内のやくざ同士が争っているのか、とか、そもそもなぜそんなやくざに大歓迎を受けたのか、とか、おれと壬琴の恋物語（一八禁系）のつづきはどうなるのだ、とか。

「まあ、まあ、皆さん。少しは落ち着いて」

　貴たか文ふみがまるで他人ひと事ごとのような顔をして双方をいさめようとしても、事態はまるで落ち着かない。

「オヤジさん、そんな気弱なことじゃ！」

　と半はん纏てんが言えば、

「手前てめえ、吞気のんきなこといつまでも言ってんじゃねえぞ！」

　とスーツが言い返し、ますます火のついた導どう火か線せんが短くなっていく一方。あと何秒すればどっかーん、といくだろう？　と、一馬がこそこそ身を隠しながら、それこそ他人事のように考えていたそのとき、貴文が大おお仰ぎように手を振って言った。

「先ほど、十と拳つかの坊ちゃまはわたしが霊力使いでないことを心配してくださったようですが──何しろ、それだと〝祠〟が機き能のうしませんからね──その点についてはご心配なく。ちゃあんと考えていますれば」

「何を？」少年の顔がこわばる。「おれは、そんなこと言ってんじゃ……」

「ちょうどいい。ここで紹介しておきましょう」

　貴文は顔に朱色の差しつつある少年に構わず、マイペースに話を進めると、その場から足音を殺して遠ざかりつつあった一馬の首根っこをひょいと摑つかんで、自分のほうへと引き寄せた。

「わわっ」

「征せい司じ坊ちゃん。この方、ご存知ですか？」

「あん？」

　征司と呼ばれた少年が片かた眉まゆを吊つり上げて、先ほど「新入り」扱いした一馬を間近でにらみつける。数秒。何が何やらわからないが、ともあれ平和主義者である一馬がにこやかに微笑ほほえもうとしたとき、

「知らん」

　と短く切り捨てた。一馬の笑えみが悲しげなものに変わるのにも構わず、

「手前ンとこの、頼りない新入りのガキがどうかしたのか」

「ま、新入りと言えないこともないですが」貴文はなぜだか楽しそうだ。「ただの新入りじゃございませんよ。征せい司じ坊ちゃんも一族である以上、名前だけはご存知でしょう。この方、浅あそ生う一かず馬まというのです」

「なにっ」

　今度こそ顔色を変えて征司は驚おどろきの声をあげた。と同時に、近い距きよ離りで顔を突き合わせていた一馬もびっくりした。何でそんなに驚かれにゃならんのだ。周りも騒そう然ぜんとしている。「お、おい」「あれが……!?」と、動揺は主にスーツ姿のほうへ伝でん播ぱしていっているようだ。おれってそんなに有名人？　と思いかけて、一馬ははっと心当たりがあることに気づいた。そしてまさに、にやっと笑った貴たか文ふみはそのことを口にしたのである。

「そう。一族の次期宗そう主しゆ候補筆頭であらせられる、浅生一馬──またの名を、八や咫た一馬。その人なのですよ」

　おおっ──と、居並ぶ男たちの間に衝しよう撃げきが走った。やっぱりだ。が、しかし──一馬は理解不能な状況下においても、考えずにはいられなかった──筆頭だって？

「そ、それがどうした」

　征司が一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がくから覚めて、それでもどこか頰ほおを引きつらせながらわめいた。ほとんど一馬の襟えり首くびを摑つかみかねない勢いで、

「その次期宗主候補が何だっていうんだ。あん？　そいつが銃弾やらドスから、おまえらを守ってくれるとでもいうのか。おれたちのやり取りにどんな関係があるっていう──」

　言っている最中に察しがついたのだろうか。尻しりすぼみに言葉が消えかかったそのタイミングを見計らって、群むら雲くも貴文はうだつの上がりそうもない顔に笑えみを浮かばせたまま、こう言った。

「そう。この浅生一馬こそが我が群雲組七代目を継ぐべき人物。我が娘、群雲壬み琴ことの婚約者──フィアンセ、という奴やつですな」
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「こ、こ、こ……婚約者だと!?」

　征せい司じが、間近にいる一かず馬まの顔に唾つばを吐き散らしながら叫んだ。さっきまで余裕でにやけていた態度が一変している。無む論ろん、彼のみならず、貴たか文ふみのひと言はそれぞれにそれぞれのリアクションをもたらしていた。

「兄あに貴きと壬み琴こと姐ねえが、いつの間に……！」

　キーっ、妬ねたましい、と言わんばかりにどこから取り出したのか知れないハンカチを嚙かみしめるのが浅あそ生う美み亜あ。

「お、お、お、お」

　当の群むら雲くも壬琴は唇を震ふるわせる──どころか、顔中をわななかせて言葉にもならず。

「まあ」とひと声洩もらし、口を掌てのひらで覆おおったのは、どうやら、やっとのことで起きたらしい草くさ薙なぎみづき。

「一かず馬まさんの将来の目標はなかなか決まらない様よう子すで、気を揉もんでいたのですが──しかし極ごく道どうとは。これは、喜ばしいことなのでしょうか。本来なら、ご両親とも相そう談だんしたいところですが、しかし一馬さんの場合は家庭の事情も特殊。ここは生徒会長のわたしが注意すべきでしょうか。ああ、でも職しよく業ぎように貴き賤せんなしと申しますし、何よりご本人の意思を踏みにじるわけにも」

　と、相変わらず特殊な酔い方をしていた。

「ふ、ふざけやがって！」

　数秒の間まを挟んだのち、征せい司じが激げつ昂こうした。

「手前てめえは、どこまで汚い真似まねしやがる!?　そ、そんなに盟めい主しゆ家けの座が惜しいか。大体、次期宗そう主しゆ候補を抱えこんだところで、それで全部終わりだと思ってるわけじゃねえだろうな！」

「要は、ふさわしい人物が盟主家を継つげばよいのでしょう？」貴たか文ふみはにこやかな笑えみを絶やさない。「無む論ろん、一馬さんは宗主となられるお方なので、長いこと群むら雲くも家の名を冠しているわけにも参りませんでしょうが。すぐにでも一馬さんと壬琴の間に生まれた子を九代目に据えればいいだけのこと。違いますか？」

「こ、ここ、この野郎！」

　征司は貴文へ摑つかみかかった。懐ふところから、さっき一馬へ放り投げたのとは別の拳けん銃じゆうまで取り出そうとする。ざわっ──とふたたび双方の男たちの気配けはいが乱れかけたとき、

「やめな、征司！」

　壬琴が二人の間へ割って入った。拳銃を握った征司の手を取り、もう一方の手で父親を後ろへ追いやろうとする。

「壬琴!?」むしろ先ほど以上に驚おどろいて征司は目を丸くした。「おまえ、戻ってたのか！」

「…………」

「お、おまえ、それでいいのか。親父おやじの道具にされてそれでいいってか。大体、あいつは何だ！　いつの間にそんなことになってやがった。おれが離はなれている隙すきに──こ、この売ばい女たが！」

「ば──」

　喧けん嘩かを止めに入ったはずの壬琴の顔が憤ふん怒ぬに染まりかける。世にも恐ろしい落雷注意報を察知して、一馬はいち早く避ひ難なんしかけた。が、彼女には珍しいことに、いったん脳天にまで登りつめかけたその怒りを、ぐっと吞のみこんで、

「いつの間に──って、それはあたしの台詞せりふだよ！　おまえ、何やってるんだ！」

　別のことを口にした。征司が一いつ瞬しゆん、怯ひるんだような顔をする。

「何でやくざを継いでるんだ。あんなに嫌いやがってたじゃないか」

「それは……」

「何で、三年ぶりに会うおまえが拳けん銃じゆう持ってなきゃいけないんだ。どうしてやくざ従えて現れてるんだよ。征せい司じ。どうして……」

「う、うるせえ、うるせえ、うるせえ！」

　詰め寄ろうとした壬み琴ことに、癇かん癪しやくを起こした征司が殴りかかった。驚おどろいて後ろへ首を反そらした壬琴がよろめきかける。

「いつまでもガキ扱いしてんじゃねえ！　そっちこそやくざの道具になってんじゃねえか！」

　征司は呆ぼう然ぜんとする壬琴と、父親である貴たか文ふみへ指を交互に突きつけて、

「いいか！　跡あと継つぎが誰だれだろうと、いまの群むら雲くもにゃ盟めい主しゆ家けを名乗る資格なんざねえんだよ。ええ？　楽しみだな、群雲の。気の利いた決断のつもりだろうが、むしろ自分を追いこむことにならなきゃいいがな！」

　そう言うと、身を翻ひるがえし、「いくぞ」とぶっきらぼうに吐き捨てて、スーツ姿の間を縫ぬうようにして広間から出ていった。

「坊ちゃん！」

　男たちがあわてた様よう子すでついていく。あっという間に場が静せい寂じやくに包まれた。誰もしばらく言葉を発しようとはしなかった。ただ、負傷者たちの呻うめき声が低く畳の上に這はっているのみ。

　えーと、とふたたび一かず馬まは考えた。

　おれはいったい、どうなるのかな？




　嫌いやだ、怖い、お家うち帰る、でもお家ないからガッコに帰る。

　そうごねた一馬だったが、

「いやいやいや、お見苦しいところをお目にかけました」相変わらず、貴文はマイペースだった。「浴衣ゆかたに血のりなどついていませんかな？　もう一度お風ふ呂ろを浴びられたらどうでしょう？　硝しよう煙えんの臭においも染みついてるでしょうし。そうだ、それがいい、そうしましょう」

　揉もみ手をしながらも強引に相手をそのペースに巻きこんだ。

　で──。

　ふたたびひとっ風呂浴びる羽は目めになった一馬は、頭をタオルで拭ふきながら通路を歩いていた。ともかく、夜は更けている。まだやくざがいるかもしれず、このまま夜道を外へ出るのはもっと怖いので、ひと晩は群雲家へ泊まることに決めた。が、ひと晩だけだ。〝祠ほこら〟か何か知らないが、極ごく道どうの世界に足を踏み入れるのはごめんだった。

　左手側に開けた中庭には築つき山やまがあり、中央に設けられた池の近くには石いし灯どう籠ろうが見える。かこーん、と聞こえるししおどしの音もいまや旅館の風ふ情ぜいのあるそれではなく、いかにもやくざの邸宅に似つかわしいものに聞こえてしまう。

　と、その池の近くに人ひと影かげが立っているのに気づいて一馬はぎくりとなった。おまけにこっちへ近づいてくる。またもやヒットマン!?

「ひえええ、お助けを。わたくし、生まれも育ちもカタギのきれいな人間でございます。狙ねらわれるのならば、ほれ、奥の寝室にて組長がすやすやお休みでございますので、あちらへどーぞ」

「人の親父おやじを勝手に差し出すなよ」

　壬み琴ことだった。ほっと胸を撫なで下ろした一かず馬まを怪しげな目つきで見ながら、

「まあ、あんな親父だから、仕方ないけどな」

　とつぶやく。その言い方があまりに力なかったから、さしもの一馬も少し気になった。

「……おまえ、中等部からずっとひとり暮らししてたんだっけ。仲悪かったのか？」

「さあてね」

　壬琴は縁えん側がわに腰掛け、長い足をぷらぷらさせた。

「何年かぶりに会えば何か変わるかな、とも思ったけど。いきなりあれじゃあな」

「ってことは、悪かったんじゃないか」

　一馬のその言いように、壬琴は薄うすく笑って、「察しろよ」と言った。何だか妙に男前なその表情に、一馬の内心で積もり積もっていた恨うらみ言とて一いつ瞬しゆん消えそうになる。が、他人ひと事ごとではないこの事態、聞かねばならないことはいくらもあった。一馬はやや距きよ離りを置いて、壬琴と並んで腰を下ろす。

「なあ、ひとつ整理させてくれ。群むら雲くも家けの〝祠ほこら〟におれが入らにゃならん、ってことはわかった。そのためにおまえらが悪巧みしてたってこともだ」

「おまえに悪巧み、って言われると妙に腹が立つな。ま、いいや。今回は言いい訳わけのしようもない。悪かったよ」

「って、あっさり謝あやまられても困るんですけど。ともかく。おれの身の振り方はあとで考えるにしても。まず、何だって、あの十と拳つか……だったっけ。あの組とやり合ってんだ？　〝祠〟だとか、盟めい主しゆだとか言ってたってことは、あいつらだって一族だろ」

「うん。一馬、天てん昇しよう会かい、って知ってるか？」

　逆に質問された。一馬は頷うなずく。さっきも会話の中で出てきたから覚えていたのだが、「天昇会」とは広域暴力団に指定されている、関かん東とう一の極ごく道どう組そ織しきの名前だ。傘さん下かに従えている組の数は、二〇〇とも三〇〇とも言われていて、警けい察さつもその全ぜん貌ぼうは摑つかみきれないとまで噂うわさされている。

「その天昇会が何か……」

「もともと、群雲組はその天昇会の中ちゆう枢すう組織だったんだよ」

　ごく当たり前のように言われ、「はあ」と間の抜けた相あい槌づちを打った一馬は、その一瞬後に跳とび上がった。跳び上がったついでにその場で平へい伏ふくした。

「み、みみ、壬琴さん。いままでの、度重なるご無礼、どうぞ、どうぞ平ひらにご容よう赦しやを。暴力では何も解決いたしません。ヒットマンを差し向けるだとか、コンクリート抱かせて、東とう京きよう湾わんに沈めたろかコラ、みたいな世界はまっぴらごめんです」

「うるさいな。おまえじゃなかったら、そのジョーク、二度と言えないよう歯を全部折ってやるところだぞ、コラ」

　ジョークではなかったのだが、一かず馬まはおかげで余計に震ふるえ上がる羽は目めになった。壬み琴ことは肩をすくめて、

「ま、それこそ笑えない冗じよう談だんだな。昔はそれほどこだわってたんだよ。よく家にも遊びに来て、いっしょに空手や剣道の練習につき合ってくれるおじいちゃんは大好きだったからさ。まさかそんな大きなやくざのボスだとは知らなかった。考えてみれば、子供の頃ころはあたしにもボディーガードだってついてたもんな」

「壬琴のおじいちゃん……って、あれ、確たしか」

「そ。六ろつ賢けん人じんのひとりに選ばれたんで、やくざから足を洗ったんだ。天てん昇しよう会かいそのものが、盟めい主しゆ家けの群むら雲くもを中心にした、分家の極ごく道どう組そ織しきが集まってできたものだったんだよ。歴史を辿たどれば、江戸時代だかの任にん俠きようグループにまで遡さかのぼれるらしい。何でも、〝祠ほこら〟を他ほかの武装勢力から守るために、あえて極道を気取ってそれぞれ〝祠〟のある土地に住み着く必要性があったって。古い話なんで、どこまで本当なんだかわからないけどさ」

「…………」

「おじいちゃんが足を洗ったんで、天昇会はその長男だった、親父おやじの兄あに貴きが継つぐことになった。群雲組の組長と掛け持ちしてもよかったはずなんだけど、そのときカタギやってた親父に声をかけて、強引に群雲の後釜を押しつけた。ずうっと平サラリーマンだった親父に一応気を遣つかったのかもしれないけど、いま思えばありがた迷惑だったんじゃないかな」

　あ、やっぱりサラリーマンだったんだ、と妙に一馬は納得した。

「天昇会会長となった伯父おじはだけど、たった二年間でその座を降りることになった。長年の不ふ摂せつ生せいが祟たたって、病院で寝たきりになっちゃったんだ。じゃあ、次の会長にはうちの親父を、って推す声もあったんだけど、いくら盟主家といったって、さすがに極道になって二、三年足らずの親父じゃあ関かん東とう最大の暴力団のボスなんて務まるはずがない。親父は早々に別の組長を推すい薦せんして、会長争いのレースから降りたんだ」

　しかし、それを英断と見たのは周囲のものばかりで、当の群雲組内には不満が高まっていったらしい。盟主家である自分たちが、どうして分家の組長の下につかねばならないのか、と怒り狂った組員たちが大勢いた。一族の権威にこだわる気持ちに加えて、彼らは極道だ。争いを嫌って自分から身を引いた群雲貴たか文ふみへの不信と怒りは募る一方だった。

　やがて、群雲組内の若わか頭がしら筆頭を務めていた十と拳つか学まなぶという男が、貴文に不満を抱える大勢の組員を引き連れて、群雲組を離はなれた。このときもやはり貴文は止めず、十拳の好きにさせている。

　やがて彼らは十拳組を立ち上げ、勢力を伸ばしつつ、時には群雲の領土シマさえも荒らしながら、天昇会内でも十指に数えられる大組織にまで成長していった。恐ろしいまでの速度で。

「特にここ一年、耳に入る噂うわさ話ばなしだけでも凄すごいんだ。たったひとりのヒットマンが関かん西さい連合の組ひとつ潰つぶしただとか、報復にやってきた兵隊数百人をひと晩でひとり残らず追い返しただとか。話半分にしたって、異常なくらいだよ。事件の調査をしてた警けい察さつだって、あまりに恐ろしくてなかなか本腰を入れられない、って話だ」

　壬み琴ことはかぶりを振りながら言った。

「一方のうちんとこは、離はなれていく組員は多いわ、つき合いのあったシノギの関係者たちも十と拳つかのほうへ流れていくわで、弱体化してくばかり。あっという間に天てん昇しよう会かいの中ちゆう枢すうの座から転げ落ちて現在に至る──ってわけ」

「はあ」

「他ほかに質問は、一かず馬まくん？」

　冗じよう談だんめかした壬琴へ、

「……んで、あの──十拳征せい司じってのは？」

　やや息をひそめて一馬は訊きいた。理由は何だか自分でもわからない。「ああ」と応こたえた壬琴は、前を向いたまま、ふっと息をついた。

「十拳学まなぶの息子。同おない年だったから、昔、よくいっしょに遊んでたんだ。野球やったり、鬼ごっこしたり。おじいちゃんといっしょに剣道もしたっけ。泣き虫でね、ちょっと虐いじめるとすぐにぴーぴー泣いて、父親んとこに走ってったなあ」

「壬琴さんのことだから、そりゃもう、泣けば泣くほどに虐めていたとか？……」

「あはは、そうかもね。一馬もよく泣いてたよなー」

「いやそりゃオチンチンさらされたまま木に縛しばりつけられたり、駄菓子屋のお菓子全部盗んでこい、って無茶むちやな命令されて、実行しておっさんに死ぬほど追っかけられたりしたら誰だれでも泣きますがな」

「記き憶おくにないな。年経たつごとに、脳内で記憶がひどくなっているんじゃないか？」

「虐められたほうは覚えてんだよ」

　恨うらみがましく一馬が言うと、壬琴は何気ない感じで空を見上げた。

「……一馬でさえそうなら、征司はもっと覚えてんのかな」

　うわお。一馬は言葉に詰まった。胸の内でもやもやもや、と嫌いやな予感が黒い雲のように湧わき出てくる。

「おまえとは、年に数回会うきりだったけど、征司とは一時期、毎日のように顔合わせてたもんな。あたしへの恨みもそのぶん多いのかな。だから、やくざなのかな」

「よせよ」

「ん」

　壬琴は頷うなずいたとも、ただ少しうつむいたとも取れない首の振り方をした。そして、ぼそりとつぶやいたのだ。

「あいつ、背、高くなったな……」

　それこそ、よしてくれ。一かず馬まは思わずそう言いそうになった。何だ、その言い方は。何だって夜空を見上げて遠い目をしているんだ。口もとに浮かんだ淡い微笑ほほえみは何だというのだ。

　幼おさな馴染なじみ。

　その単語の意味する、ある種の息苦しさを一馬は感じていた。予感は的中したのだ。つまり、

　──何てこった。壬み琴こととの幼馴染フラグを立てていたのはおれだけじゃなかったのか!?

　ということなのだが、それどころの騒さわぎじゃない。一馬よりよほど十と拳つか征せい司じとやらのほうが「幼馴染」としての深い歴史を持っているのだ。昔はいっしょに遊んで、そしてよく泣かせた男の子。それが数年ぶりに再会してみたら、たくましく、それでも彼女にとっては期待していなかったほうへと成長している。「あいつ、変わったな」なんて、ボーイッシュな女の子キャラは寂さびしそうにつぶやくのだ。しかししかし、数回の衝しよう突とつと誤解とを乗り越えて、「ああ、やっぱり優やさしいところは前のままなんだね」ってな展開になること間違いなし。そいつが雨に濡ぬれた子猫を胸に抱いてでもいたら完かん璧ぺきだ。そして二人は「あの頃ころ」の思い出話に花を咲かせながら、昔と変わらない憎にくまれ口を叩たたき合う。しかしいつまでも昔と同じではないのだ。いまはそう、お互いに成長した男女同士──、ふっと見つめ合う眼まな差ざしはもう子供同士のそれではなく、やがて触れ合う手と手は、さらなる動どう悸きとそれ以上の期待を互いにもたらして、やがて、近づいていく唇同士が、そっと……。

「認めねえええ！」

　すっくと立ち上がって、やおら一馬は天へと吠ほえかかった。「わっ」と驚おどろいた壬琴が縁えん側がわから転げ落ちたのにも気づかず、

「そんなベタな、しかし羨うらやましい限りの展開を横目にしていられるかああ！　おれだって、おれだって、幼馴染なんだあああ！」

　そう涙目で叫んだ一馬は、立ち上がりかけた壬琴の手をがっしと摑つかんだ。文句を言いかけていた彼女の目が丸くなる。

「な、な？……」

「おれはやるぞ！　ここに残って、〝祠ほこら〟とやらに入ってやる。それがおれに与えられた使命というならばな！」

「か、一馬……」

　震ふるえを帯びた声で名を呼ぶ壬琴の前で、一馬の瞳ひとみに宿る炎がめらめらと燃えていた。それは、

　──何が極ごく道どうだ、何がカチコミだ。そんなものに負けるほど、おれの下心は甘かねえんだよ！

　という、実に一馬らしい意気ごみの表れだった。

　おれのこの前で、みすみすおいしいシチュエーションをかっさらわれてたまるものか。おれとて幼馴染。おれはおれなりの物語をつくり上げるのだ！

　かこーん、とまたししおどしが鳴った。







２──

「じゃあ、いってくるね」

　学校の制服に着替えた美み亜あが手を振り、座ざ敷しきにどっかと腰を下ろした一かず馬まが「うむ」と鷹おう揚ように頷うなずく。それを怪しげな目つきで眺めているのは壬み琴ことだ。

「どうかしたか？」

「い、いや」

「十と拳つかの攻こう撃げきがいつ、おまえにも及ぶかわからないんだぞ。迦か具ぐ羅らのおまえなら大抵のことは大丈夫だとは思うけど、万が一を考えて気をつけろよ」

　と何やら極ごく道どうの先せん輩ぱい気取りだ。「あのなあ」と言いかけて壬琴は口をつぐんだ。雰囲気に吞のまれやすい一馬は、すぐそれに合わせてキャラクターが変わってしまう。そして、それは一馬が一馬なりにやる気を出している証あかしでもあるのだ。

　どうあれ、〝祠ほこら〟に入る任務をやる気でいるらしい一馬へ、いまのところは水を差すのをやめておいた。

「クラスメートにはきちんと事情を説明しておいてくれたまえ。おれがいなくても寂しがることなどないようにな。きちんと一ヶ月後には帰ってくるから」

「……異論は多々あるが、とりあえず承しよう諾だくしておく」

〝祠〟での霊力イイロ統とう括かつの任を与えられた一馬は、その間、休学扱いとなる。玄関口に出た二人を一馬が見送りにいくと、すでに制服姿のみづきがいち早く外で待っていた。

「では、一馬さん。あとはよろしくお願いします」

「うむ」

「〝祠〟での霊力統括は〝城〟とはまた違う感覚でしょうけれど、一馬さんなら大丈夫ですわ」

「うむうむ」

「ひと月も学校を休まれるのですから、勉学のほうがご心配でしょうけれど、そちらは安心なさって。きちんと先生方にお話して、ひと月ぶんの課題をつくっていただきましたから」

「うむうむ……う……む？」

　頷きかけ、すぐに、それはご免被こうむる、という顔をした一馬だが、すでにみづきは聞いておらず、あとの二人のほうへと向き直っていた。

「それでは、壬琴さん、美亜さん、安心していってらっしゃい。〝城〟でないといっても、すぐにまた一族としての任務が戻る以上、あまり気を緩ゆるめすぎないよう」

「あれれ？　みづき姐ねえも学校いかないの？　まさか、ここに残るっていうんじゃ……」

　兄あに貴きと二人きりにさせてなるものか、とばかりに美亜が警けい戒かいするような顔をしたが、

「草くさ薙なぎ家の〝祠ほこら〟も、天あま津つ学園の代わりに解放するんだよ」壬み琴ことが、先走る美み亜あの額ひたいを指で突ついた。「今日からだっけ？　霊力イイロ使いが入るの」

「ええ。わたしが案内することになっているのですが、先ほど連絡があって、こちらにわたしを迎えに来るというのです。わざわざご足労をかけることもない、と一応お断りしたのですけれど」

「どんな奴やつだね？」

　一かず馬まがどことなく嫌いやそうな顔で訊きいたとき、群むら雲くも邸のすぐ前で車のエンジン音が停止した。「おお」と美亜がミーハーそうな声をあげたのは、門もん扉ぴの隙すき間まに見えたその車がフェラーリだったからだろう。

「いらしたようですわ」

　開いた門の外側から現れたのは、にやけた顔をした二〇代半ばほどの男性だった。

「やあ、みづきくん。待たせたかい？」

　健康的に日焼けした二枚目は、そう馴なれ馴なれしく声をかけると「いえ」と答えかけたみづきの肩をするりと抱く。ごく日常的な挨あい拶さつでもするかのようなその自然な仕し草ぐさに、「んが」と一馬の喉のど奥おくが鳴った。

　ひと言二言、そのままの姿勢で挨拶を交わす二人を見ながら、美亜が好奇心を抑えきれない様よう子すで壬琴に訊く。
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「わあわあ、あれ、誰だれ、だれ、ダレ？」

「えーと、確たしか、西さい園おん寺じ家けの跡取りだな。いま日本には一かず馬まを含めて六人の城主がいるけど、そのうちひとりの弟のはず」

「じゃあ、エリートなんだ、ふーん」

　と目をきらきらさせているのは、すでに相手の名前と顔とを『美み亜あちゃんデータベース』に登とう録ろくさせようとしているからだろうが、それより何より、あのみづき姐ねえが男に肩を抱かれているシーンが珍しくて仕方ないからだろう。

　西園寺家の跡取り息子とやらは、無む駄だにさわやかな笑えみを万人に振りまきつつ、

「じゃあ、生徒会長どのをしばしお預かりするよ。ささ、参りましょう、姫君さま」

　冗じよう談だんっぽく一礼し、片手を車のほうへと差し伸べる。「はあ」と応じたみづきは、差し向けられるまま、素直にフェラーリへと乗りこんだ。

「あ」

　と思わず一馬が手を伸ばそうとする。無む論ろんその手が届くはずもなく、みづきを乗せたフェラーリは朝の清せい冽れつな空気の中を駆け抜けていった。ぶるるるぉん、とエグゾースト・ノズルの音が遠ざかっていく。手を間抜けに突き出したまま残された一馬は、

「な……何じゃ、ありゃああ！」

「だから、西園寺家の跡取りだよ。聞いてなかったのか？」

「み、みづきさんが案内するって、どういうことだ！」

「ああ、確かいま、みづき姐の両親は外国へいってるんだ。それでほら、夏休みの間、忙しそうだったろ。草くさ薙なぎ家当主代行として、やることがいっぱいあるみたい……一馬？」

　一馬は拳こぶしを握りしめたまま、あたかも石化したかのごとく固まっていた。そのうち鼻の穴が開きはじめ、ふうふう、はあはあ、と荒い息が洩もれはじめる。顔の前で壬み琴ことが手をひらひら振っても反応なし。

「放っとこ」と言った美亜はもう歩き出している。

「え、いや……だって」

「どうせ妄もう想そう中ちゆうなんだから、何言っても聞こえてないよ。──ああ、みづきさんが、あんな男とひとつ屋根の下、二人きりになるなんて。『みづきくん、ぼくは何ぶん、霊力イイロの統とう括かつははじめてでね』『あら、でしたら、わたくしがお教えしますわ。学校でも城主さまにお教えしたことがあるんです』『ふふ、頼むよ、手取り足取り──何せ、ぼくらは二人きりで、それに時間もたっぷりあるのだからね……』『あっ、いけません、西園寺さま……』するりと着物の胸もとへ潜もぐりこんだ男の手。みづきの抗あらがいも長くはつづかなかった。あ、あ……とみづきのか細い声が、誰だれもいない広い家の中、ひそやかに聞こえはじめる……」

「うおおおおおおおおん」

　大だい号ごう泣きゆうしはじめた一馬を尻しり目めに、美亜と壬琴はとっくに門から抜け出ている。

「何で着物なんだよ」

「何となく。色っぽいでしょ？」

　美み亜あの無邪気な言いように、壬み琴ことは軽く首をすくめた。振り向くと、わあわあ泣いている一かず馬まを、組の若いものがわけもわからない様よう子すで必死になだめようとしている。何せ大事なお客人なのだ。

　壬琴はそっとため息をついた。さて……十と拳つかの奴やつは、どう出るのか。このまま無事に終わるとは、もちろん彼女だって思っていなかった。




〝祠ほこら〟──すなわち群むら雲くも家けの聖堂に入った一馬は、いつものごとく結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢で目を閉じていた。

　聖堂とひと言でいっても、様さま々ざまな姿形をしているものらしい。例えば一馬が一六年を過ごした浅あそ生う家の聖堂は、家の裏手にあった洞どう窟くつを聖堂にしていたし、一馬が一度だけ入ったことのある八や咫た家の聖堂は、その地下に広がる鍾しよう乳にゆう洞どうの中に聖堂を構えていた。

　聖堂とはそういうものだと思っていた一馬だから、群雲家の聖堂にはじめて案内されたときはかなり驚おどろいた。

　本家の裏口から裏庭へ出てさらに奥へと進むと、曲がりくねった坂道の向こう、平らに拓ひらかれた場所がある。

「ここです」

　と、一馬を案内した男──昨夜ゆうべ、壬琴が話しかけた男だ──が指し示す先に、奇妙なものがあった。溶岩流が固まったような形をした、どこかおどろおどろしい岩がいくつか、人間の背丈を二倍したほどの高さでそびえている。中央にある、タイル張りの四角形の床ゆかと、三角形の屋根──小さなあずまやのような場所を、それらの岩々が円で囲んでいる格好だ。

　それを見た一馬の最初の感想は、

「うわ。襲おそわれやしい」

　だった。

　地下や洞窟の中ならともかく、山の中となると、どこから狙ねらいをつけられるかわかったものじゃない。さっきまで一馬が歩いていたはずの、踏み石のつづいた道の下方さえすでに木立の中に隠れており、誰だれがつけてきていても気づかないほどのうっそうとした自然の中。

　と、スーツ姿の男はたくましい笑えみを見せた。

「ご安心を。浅生さまがこちらへ入られている間、群雲組員精せい鋭えい一五名がきっちりお守りしますれば」

「精鋭……って、確かそれで全員じゃなかった？」

「おや、すでにご存知でいらっしゃいましたか。あはは、お耳が早い」

　四〇代ほどのその男は、組長の貴たか文ふみにも似て、いかにもお気楽そうに笑った。そう、前日、家の前で一かず馬まを出迎えた一五名が、現在の群むら雲くも組ぐみを構成する全メンバーなのだ。ついでにあのときにいた残り一〇名ほどの女性は、仲なか居い役やくのコンパニオンだったらしい。

「全構成員とはいえ、精せい鋭えいは精鋭。ともかく、アリの子一匹通しませんので、ご安心を。どうぞお勤めに励まれてください」

　やくざにお勤めと言われると、あまりいい気分がしないものの、いまさら及び腰になっても仕方ないので、一馬はあずまやになっている場所の中央に、腰を落とした。一馬を案内した男──確たしか、現若わか頭がしらの高たか遠とおと名乗った──は、若いものを二人ほど呼びつけ、聖堂近辺の警けい護びを命じたあと、自らは去っていった。

　座って数秒もしないうち、別の感想が口をついて出てきた。

「暑あちい」

　九月も半ば。木立が陽ひ射ざしをある程度は遮ってくれるとはいえ、無む論ろん、冷房の利いた室内のように過ごしやすい、というわけにはいかない。おまけに霊力イイロ統とう括かつは孤独な作業だ。「お殿さま、汗をお拭ふきいたしましょう」なんておいしい展開も待っていない。

　それでも何とか集中しようと目を閉じたまま、ゆっくりとした呼吸をくり返す。徐じよ々じよに徐々に、周囲に渦巻く霊力が紫色の気体として視覚化されてきた。それをおのが身体からだに取りこみ、ふたたび外へと放出する。そうして霊力と戯たわむれているうち、一馬は肉体の感覚を失い、つまりは肉体の制限から解き放たれて、もっと広い範はん囲いで霊力を取りこむことができるようになる。

　ちなみに、一馬が天あま津つ学園で行う霊力統括の作業は、大体お昼休みと放ほう課か後ごの三〇分を使う。やりはじめると時間の経過を忘れてしまうほど作業に没頭できるのだが、今回は〝城〟以外でやるはじめての作業であり、また、〝祠ほこら〟という異なるシステムでもあるため、なかなか最初の取っ掛かりさえ乗り越えられないでいた。肉体を失いかけるところまではいくのだが、その先──他ほかの結界から届けられる霊力を摑つかむことができるほどに、自分自身の存在を大きくイメージできないのだ。

　気がつくと、一時間ほども経たっていた。汗だらけだわ、頭が熱でぼーっとするわで、一馬は舌を出して犬みたいに喘あえいでいた。あー、もう。帰っちゃおうかしら、と思いながらも、帰る先は学園なので、どうせみづきに見つかってお説教を受けるのが落ちだ、と思いついた。

「お疲れですか？」

　──それからさらに一時間を費やし、ようやくのことでこの〝祠〟が担になう結界すべてに〈手〉が届くようになった。霊力を練り上げておまけの三〇分も追加したところで、一馬はそう声をかけられてふっと目を覚ます。

　若頭の高遠が、タオルと缶かんジュースを差し出していた。うろん臭くさそうな一馬の目つきに気づいたか、高遠はにっと白い歯を見せて笑い、

「無論、浅あそ生うさまのお好みは理解しておりますが。何ぶん、群雲組は男所帯なものでして。わたしで申もうし訳わけない」

　ふん、と一かず馬まは鼻息を噴ふいてタオルとジュースを受け取った。やくざという先入観がなければ、この高たか遠とおという男、やり手のビジネスマンを思わせる風ふう貌ぼうをしている。思し慮りよ深ぶかさを窺うかがわせる知性の光に加え、若い頃ころはスポーツで鍛きたえ抜いたようなその肉体。侮あなどることのできない空気を漂わせていた。

「盟めい主しゆ家けってさ、交代したりできるもんなの？」

　出し抜けに一馬は訊きいた。高遠の目がわざとらしく丸くなる。

「一族には詳しくないんだよ」と憎にくたらしそうに言い添えてから、「十と拳つかが、群むら雲くもの〝祠ほこら〟──つまり、盟主家の座を欲しいなんて言ってたからさ。もともと十拳ってのも分家なわけだろ？　はいわかりました、って渡せるもんなの？」

「普通は無理でしょう」あっさり高遠は言った。「……が、我々は一族内でも、一般人においても、普通でない存在ですので」

　相手の目がきらりと光った気がして、「む」と一馬はやや鼻白んだ。いくら丁てい寧ねいな言葉遣づかいをしていようが、相手はやはりやくざなのだ。

「そもそも群雲家そのものが、いまを遡さかのぼること一〇〇年ほど前、当時剛ごう龍りゆう会かいを名乗っていた剛ごう田だ家から〝祠〟を奪い取り、盟主の座を獲かく得とくしたのです。で、現在、天てん昇しよう会かいの会長を務めていらっしゃるのがその剛田家のご当主なのですがね」

「へえ？」

「群雲にはいろいろ複雑な思いもあるのでしょう。ここまで弱体化した組をいまだ会の中ちゆう枢すうとして据えておりますし、貴たか文ふみ組長を会の相そう談だん役やくにしようと推すい薦せんしてもいらっしゃる。そうして気を遣つかう一方で、我らから離り反はんした十拳と、近いうちに直接の杯を交わすのではないかという噂うわさもある。群雲が堕おちていく様が楽しいのではないか、だからあえてまだ丁重な扱いをしているのではないか、という声とてあります。そして、時期が来れば、現在、天昇会内ではもっとも勢いのある十拳の力を借りて、その〝祠〟を奪う気でいるのではないかと」

　血なまぐさい話だ。そう考えた一馬は、先日、実際に嗅かいだことのあるその臭においを思い出してしまい、気分を悪くした。

「その十拳組さ、壬み琴ことにも聞いたんだけど、何か、普通じゃないらしいって話だけど」

「ええ。噂ならいくとおりも。中には、たとえやくざ同士とはいえ、私し闘とうを禁じられているはずの迦か具ぐ羅らをカチコミに使っているのではないかというのもあります」

「うひゃあ」

「さすがにそうなると、賢けん人じんたちも黙だまってはいないでしょうが。ともかく、組長の十拳学まなぶは何やら病気で倒れていて、いまはどこかの病院に入院中だというのに、ますますその勢いは強まる一方。なかなか完治のめどが立たない十拳学に代わって、昨夜ゆうべここを訪れたその息子、十拳征せい司じが早い段階で二代目を継つぐのではないかという話もあります」

「に、二代目って……まだ高校生みたいだったけど？」

「この世界、別段珍しい話でもありませんよ。十と拳つか学まなぶにとっては、五〇になってからの息子ですし、それこそ目に入れても痛くないほどのかわいがりようです。それに、いま異常な勢いで力をつけていっている十拳のこと、老いた初代よりも、血気盛んで若い二代目が現れれば、現天てん昇しよう会かい中ちゆう枢すうの剛ごう田だ家をも喰くってしまいかねません。そうなると、一応はこちらに気を遣つかってくださっているいまの会長とて危ないわけですから、我々の立場はもはや風前の灯ともしび。……ですから、なおのこと浅あそ生うさまの存在は我らにとってありがたいわけでして」

　世間話の一いつ環かんのように高たか遠とおは語る。

「次期宗そう主しゆ候補の看板があれば、他ほかの組とておいそれとは手出しできませんよ。これで、実際に壬み琴ことお嬢じようさまと結婚でもしていただければ、なおのこと群むら雲くもの盟めい主しゆの座は磐ばん石じやくのものとなるのですがね。まあ、その辺のところはなるようにしかならないものですからな。少し流れを見守っておきましょうか。はっはっは」

「はっはっは」

　悔しまぎれに笑い返してやりながらも、一かず馬まは背筋に冷たいものを感じていた。やくざの話だけが原因ではない。いま高遠の口から出てきた『次期宗主候補』という単語だ。確たしかに一馬にその肩書きはあるものの、天あま津つ学園で起こったクーデター騒さわぎの折り、彼はナンバー一ワンなどではなく、一二番目の候補であることがすでに知られている。

　が、それはどうやら学園内でのみ、のことらしい。一族内においては相変わらず、浅生一馬の名が筆頭として挙あげられているのだ。

　どんなことがあろうとも、たとえこれ以上ない不信感を招き寄せることがあろうとも、一族は決して宗主への謀む反ほんを許さない。許してはならない事情がある。ただ人が寄り集まってつくられる組そ織しきではないのだ。そのため、宗主の代だい替がわりが近づくと、あえて能力の低い人物を宗主候補として選び出して公表し、一族の禁きん忌きを忘れた裏切りの気配けはいがないか探るのだという。

　一馬はまだ、そのための餌えさなのだ。いかに天津学園の生徒たちがその事実を公表しようとも、いまだ学生の身分である彼らでは、その言葉の信しん憑ぴよう性せいは薄うすい。それよりも六ろつ賢けん人じんの言葉に重きを置くのは当たり前のことだった。

　──ちくしょう、あのじじいめ、人を餌にしたり、やくざに放りこんだり、好きにしやがる。

　硬い笑顔えがおを高遠に見せつつも、一馬は煮えたぎるような思いを胸に抱えていた。何しろ一馬に背負いこまされた餌としての使命は、生まれたときからはじまっていたと言っても過言ではない。いまこうして〝祠ほこら〟にいるのも命令に従っているからだし、これではまるで現宗主の操あやつり人形ではないか。

　ここで、

『それでも、おれは一族のため、世界のために頑張る！』──となるのが熱血型人情派。

『いずれ、この恨うらみ晴らしてくれる！』──となるのがピカレスク・ダークヒーロータイプ。

『まあいっか、何とかなるさ』──となるのがのんびり楽天家。

　で、一かず馬まの場合、

　──こうなりゃ、それ相応のおいしい思いは戴いただかないとな！

　という、一八禁系ちゃっかり型。

　何しろ壬み琴ことの実家だ。イベント目白押し間違いなし。高たか遠とおの台詞せりふからもわかるように、壬琴との婚約は、どうやらあくまでも十と拳つかたちからの追及を逃れるための方便でしかないようだが、しかしこれも貴たか文ふみ組長や高遠の態度から知れるように、それが本当になってほしいと願っているようでもある。

「くくく」

　悔し紛れのはずの笑いが一転、陰いん惨さんな響ひびきを帯びはじめた。十拳征せい司じめ。幼おさな馴染なじみだと？　それがどうした。こっちは婚約者だ。おまけにずっとひとつ屋根の下！　このチャンスを利用しない手はあるまい。

「くくくっ……はーっはっはっは！」

　馬ば鹿か殿とのさまの高笑いが、夏の空へと突き抜けていく。
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　というわけで、群むら雲くも家けでの生活をスタートさせた一馬なのだが、もちろん、彼の思惑どおりに事が上手うまく運ぶほど現実は甘くなかった。というよりも、むしろ問題は山積みだった。

　まず、朝と夕方にそれぞれ一時間ずつの〝祠ほこら〟参り。〝城〟よりも効率が悪く、さらにまだ一馬自身がそのシステムに不慣れなために、霊力イイロをよりよく循じゆん環かんさせるには最低でもそれだけの時間を要してしまうのだ。

　それ以外の時間は基本的に自由が許されているはずなのだが、しかし立場が立場なだけに、常にボディーガードがつきまとうことになる。これには閉へい口こうさせられた。何しろボディーガードといえば聞こえはいいが、要はやくざだ。人相が悪い、ごつい体格をした男たち四、五人に囲まれる。コンビニにいくのにもついてくる。ついでに半径三メートル以内に誰だれも近づけさせようとしない。立ち読みで普通に肩を並べた他ほかのお客さんに「おう、コラ」とにらみを利かせて追っ払う。町でティッシュ配りをしているおねーさんが「どうぞ」と一馬に差し出そうものなら、「危ないっ」と一馬を突き飛ばす。そういう手口の暗殺事件が過去にあったとかなかったとかいう話なのだが、一馬はものの半日で外に出かける意欲をなくしてしまった。これならまだ、夏休み中につきまとってきた迦か具ぐ羅らの男子生徒たちのほうがマシだった。

　じゃあ家にいる間は何をしているのかといえば、これが何と机に向かっている。当面、一馬にあてがわれた二階の和室で、彼は畳の上であぐらをかきながら必死に勉強しているのだ。もちろんやりたくてやっているわけではない。みづき生徒会長どのが届けてくれた課題の山を消化せねばならなかったからだ。

　クラスで出された宿題くらいならサボっても自分が痛い目を見ればそれですむことだが、みづき相手となるとそうはいかない。何しろ、みづきはきっちり二日ごとに群むら雲くも家けへやってくる。一かず馬まが消化したぶんの課題を受け取るためだ。わざわざ来てくれるのも悪いし、課題だったら壬み琴ことに持っていかせるから、と何度言っても聞かない。そうして、一馬がとりあえずは仕上げた課題を受け取る際、

「ペースが上がってきましたね」

　そう言うときのみづきは何とはなしに嬉うれしそうだ。ほのかな笑えみは見るものの心をあたたかくさせる春の陽ひ射ざしのよう。逆に、

「今日は少ないようですわね」

　そう言うときのみづきは何とはなしに怒っている。冴さえた眼まな差ざしは、見るものにあたかも氷河のど真ん中に叩たたき落とされたかのような錯さつ覚かくを招き寄せる。

　やらないわけにはいかなかった。

　壬琴に言わせれば、「あっはっは、みづき姐ねえもおまえの扱いが上手うまくなったなあ」ということになる。毎日毎日、死ぬ思いで──さすがに実際に殺されるよりは何ぼかマシだという理由で──課題に取りかかっている一馬にしてみれば、かすかな殺意を覚えないわけにはいかなかったが、その壬琴に対してもいろいろと問題が生じていた。

　夜にもなれば、一家団だん欒らんのお食事が待っている。貴たか文ふみパパは相変わらず脳天気な様よう子すで、何かというと一馬にお酌しやくをしたがる。おまけにそっと、

「壬琴の部屋に布団を二組用意させました」

　などと囁ささやいてきたりもする。ちなみに一馬がたまに部屋を空けたりすると、帰ってきたときに買った覚えのないエロ本やらお下劣ＤＶＤやらがあったりするのは、十中八九、貴文の差し金によるものだろう。彼の劣情を煽あおり、娘に夜よ這ばいさせることで既成事実をつくろうとしているのだ。

　父親公認の夜這いとなると、俄が然ぜん一馬にしてもやりやすい──はずなのだが、その辺はまた事情が異なる。正直に言うと、かえって凄すごくやりにくい。いや何も、「親が公認の夜這いなんてスリルがないから嫌いやだなあ」とかいうベテランの域に達しているふうな悩みではなくて、

「群雲組八代目組長」

　の看板がずうんと重く伸のしかかってくるからだ。

　壬琴に手を出したが最後、すぐさま事態を待ちわびていた貴文の知れるところとなり、あっという間に一馬はやくざたち十数名に囲まれて、

「わかっとんのやろな。おお!?」

　となぜか関西弁で凄すごまれた挙あげ句く、

「新郎、新婦の入場です！」

　高たか遠とおの張り上げる声に促うながされ、パンパーカパーン、パンパーカパーンと、これまたなぜか教会へ、一かず馬ま、壬み琴ことが仲よく腕を組んでの入場と相成って、

「壬琴……凄すごくきれいだ」

「馬ば鹿か」

　と交わす会話も初うい々ういしく、いよいよ誓いのキスの場面が近づいたその瞬しゆん間かん、

「群むら雲くも八代目ー！　その命タマもろたぁああー！」

　突然、目の前の神父が叫んだかと思うと、聖書の中をくり貫ぬいて隠し持っていた拳けん銃じゆうを取り出して、一馬の心しん臓ぞうめがけて弾丸を放ち、

「あんた、あんたぁー！」

　極ごく道どうの妻おんな口く調ちようの壬琴が血まみれの一馬をその腕に抱きながら、

「仇かたきは必ず取ったるさかい、安心しいや！」

　そう叫ぶ──、

　という、何ともややこしい悪夢に叩たたき起こされること十数度。布団の中、はあはあと荒い息をつく一馬に夜よ這ばいをかける度胸などない。イベント目白押しだとは思っていたが、これならいっそひとつ屋根の下にいないほうがちょっかいのひとつも出しやすいくらいで。

　それに業ごうを煮やしたか、最近は貴たか文ふみの囁ささやきかけてくる言葉も違ってきていて、

「前にシマを荒らしていた香港ホンコンマフィアから強ごう奪だつした媚び薬やくがありましてな。これがよく効くのです。どうでしょう、今夜、壬琴のグラスにこれを仕込んでおきますので、そのあとはお若い二人、当然ながらいっひっひっひっひ……」

　おまえそれでも人の親か、と言いたくなるような内容にまで変化している。そのうち一馬自身のグラスにも仕込みかねないので、一馬は用心のため自分専用の、誰だれにも触らせないグラスをコンビニから買ってきていた。

　おまけに、当の壬琴は早く実家からおさらばしたいらしく、よく「アパートへ帰る」と言っては親子喧げん嘩かを起こしている。

「一馬を案内するためだけに来たんだ。もう用はないんだから、帰ったっていいだろ！」

「ならん！」と珍しく頭ごなしに貴文も怒ったりする。「帰るのなら、一度くらい一馬くんと寝てからにしなさい！　何だったら、いますぐにだ。さあ、まだ陽ひは高いが、家のものは誰だれも気にしやしないから、さっさと寝なさい！」

「無茶苦茶むちやくちや言うな！」

　と、そのうち言い争いもこじれて、ほとんど男同士の喧嘩みたいにエスカレートしてくると、

「まあまあ、壬琴。落ち着きなさい」

　と母親の圭けい子こがおっとりした口調で諭さとしてくる。

「自分の城主さま、それもクラスのお友達が自分の実家に来て、慣れないお仕事や環かん境きようでいろいろ悩んでいるときに、あたし知らない、って顔をするのはどうかと思うわ。それに壬琴、女はそこにいるだけで場を明るくするのよ。ただでさえうちは殺さつ伐ばつとしがちな男所帯なんだから、一かず馬まさんが怖がらないよう、あなたがここにいてくれると本当に助かるんだけど」

「う……」

　一応はそれらしい説教なので、壬み琴ことも返事に詰まる。壬琴にしてみれば、ストレートに怒りを表明してくる父親とのほうが実は相あい性しようがいいのかもしれない。母親に対するときは、いつも隠しきれない苦手意い識しきが顔に出る。こういう、正論で来るタイプとの口論は不ふ得え手てなのだ。だから最後にはいつも渋しぶ々しぶ納得させられてしまう。

　一馬も一馬で、勉強に〝祠ほこら〟にと、そうそう真面目まじめな日々を長いこと送れるような性格ではないから、やはりどうしても外出したくなる。その日、彼は名前を覚えるのが嫌いやなのでＡからＥのアルファベットを割り振ったボディーガード（またかい）を振りきって、友人の家まで遊びにいった。

　夏休みの間は学校から外へ出られなかったので、市民プールでの「撮さつ影えい」代行を頼んでおいたクラスメートだ。映像をくり返し眺めては、同級生や顔見知りを見つけるたびに一いつ喜き一いち憂ゆうして、編集ポイントをその友人に指示した帰り──なぜか家の外では黒塗りのベンツが彼を待っていた。

　もう居場所を嗅かぎつけたのか、と嫌な顔をした一馬は、しかし中から降りてきた男たちに見覚えがないことに気づいた。はて、いつものボディーガードじゃない。が、

「浅あそ生うさま、どうぞこちらへ」

　と手を差し向けられては悪い気もしない。まあ、やくざとはいえ待遇だけはいいじゃないか、と思いつつ、後ろで啞あ然ぜんとしている友人にウィンクひとつしてから車に乗りこんだ。走ること半時間ほど。なぜか車が停とまったのは郊外の田舎いなかではなく、駅近くの繁はん華か街がいだった。

　すでに外は暗い。「おやおや？」と思っているうち、何やら大人おとなの雰囲気を醸かもし出した店から従業員らしき人ひと影かげが大勢出てきて、車から降りた一馬を総出で迎える。無む論ろん、大人の店には大人の女性しかいない。露ろ出しゆつ度どの高い、しかし決して下品ではない格好をしたあでやかな美女たちの微笑ほほえみが並んでいた。むさ苦しい男どもの世界の只ただ中なかにあった一馬にはもう、きらきらきらー、と実際に輝かがやいて見えるわけでして。

　数分後には、

「あら、お若いのに強いんですね」

「もうこんな場所の遊びを覚えたりして。いい大人になれないよ」

「うわっはっはっは！　いいの、いいの。やくざなんだから。やくざ！」

　とそのクラブの一番奥まったいい席で、いい酒を飲んで、いい女を左右にしつつ、とてもいい気分になっていた。天てん井じようのシャンデリア、床ゆかのカーペット、椅い子すのひとつひとつまでこれまた無意味なほどのきらびやかな雰囲気に飾られた店だった。やくざいきつけの店とはこういったものかと一馬は感心する。無論、女性は誰だれも彼もが美形揃ぞろい。貴たか文ふみのお酌しやくで飲む毎晩の酒（いまさらなようだが、彼は高校生である。未成年の方々は真似まねしないように）とはわけが違う。

　おそらくその貴たか文ふみが気を遣つかって、鬱うつ屈くつしていた一かず馬まにひと晩の豪遊を用意してくれたのだろう。意外にいいところあるじゃないか、と思っていると、

「まあ、ずいぶんお若いのね。組長の息子さん？」

　挨あい拶さつに出向いた店のママが一馬を見て目を丸くする。と、一馬と女性ひとりを挟んで座っていた禿はげ頭のおっさんが笑いながら、

「近いうちにそうなるお方さ。なあ、祥さち子こ。さっきから黙だまりこくっとらんで、おまえも挨拶せんか」

　そう声をかけた相手は、一馬の対トイ面メンに座っていた和服姿の女性だ。そういえば、その祥子と呼ばれた女の子はさっきから雑談にも参加せず、一馬の正面でもじもじしっぱなしだった。どうやら店の女の子ではないらしい。

「あ……あの。浅あそ生うさま、お初にお目にかかります。わたくし、火ひ野の祥子といいます。どうぞ……おみしりおきを」

　顔を真まっ赤かにして、うつむき加減に挨拶する。何だか手慣れた店のホステスと違い、初うい々ういしくてかわいらしい。すると禿はげ頭はさらに豪快に笑って、

「何だ何だ、その硬い挨拶は。時じ代だい劇げきかってんだ。……スイマセンね、浅生さん。うちの一人娘なんだが、こういう世界に生きてると、すれた女ばっかり見て育つもんで、うちの娘だけにはこうなってほしくないって、躾しつけがいき過ぎることがあるんですわ。おかげで二十歳はたち過ぎだってのに、彼氏のひとりもいやがらねえ」

[image: ]

「あら、何、親分さん。すれた女って、あたしたちのこと」ホステスが唇を尖とがらせる。

「ずいぶんねえ。お嫌いやでしたら、席を外しますけど？」

「まあまあまあ」禿はげ頭は、場慣れした感じでホステスたちの肩を抱いてご機き嫌げんを取る。「祥さち子こ、おまえもぼーっとしてないで、浅あそ生うさんにお酌しやくのひとつでもせんか。何しろ、未来の旦だん那なさまなんだからな」

　…………むむ？

　さしもの一かず馬まも、その辺で事の奇妙さに気づきはじめた。見慣れないボディーガード。正体不明の禿はげ頭。その娘だという、うぶな和服姿の女性。未来の旦那さま。

「あ、あの……どうぞ」

　祥子が、ホステスたちの見み様よう見み真似まねでつくった水割りを差し出してくる。「う、うん」と受け取った一馬が、アルコールの酔いと裏腹に冷たい汗を搔かいていると──、

　店の入り口付近が急に騒さわがしくなった。「お客さん、困ります！」「ああ、そちらへいかれては……！」とボーイたちの声を引き連れて、複数の男たちが席近くに現れた。

　先頭にいるのは高たか遠とおだ。背後に、こちらは見慣れたボディーガードたちがＡからＥまで勢せい揃ぞろい。高遠以外のどの顔にも青あお痣あざがこしらえられているその理由を、一馬は深く考えないことにした。

「群むら雲くもの？　何だ、何事だ」禿げ頭が無ぶ愛あい想そうに言い放った。「楽しく飲んでる席なんだ。同じ天てん昇しようの屋根を持つ身、争い事はやめにしようや」

「困りますな、火ひ野のさん」

　高遠はうっすら笑いかけた。親しみを覚えるような種類の笑えみではない。むしろ、その場の温度が二、三度ほど下がったような気がした。

「うちのお嬢じようさんの婚約者を勝手に連れまわされては。……おや、そちらにいらっしゃるのは火野さんのお嬢さまじゃありませんか。確たしか、こちらも婚約者がいらっしゃるという噂うわさでしたが」

「それがどうした」

　火野はそっぽを向いている。ホステスたちは空気を察したか、ひとり、またひとりと避ひ難なんしつつあった。さすがに慣れている。ただひとり、席に残った女性である火野祥子は、またうつむいて、今度はしくしくと嗚お咽えつをこぼしはじめていた。

「まあ、深い詮せん索さくはしますまい。ともかく、浅生さんはわたしらがお預かりしますよ」

　高遠はいつも以上に声に迫力を込めて言った。が、火野も譲ゆずらない。笑顔えがおの皮一枚引ん剝むいた恐ろしげな顔つきとなって、

「勝手なこと抜かしやがるな、このタコ。会長の恩おん義ぎで外れかけた看板をかろうじて天昇会にぶら下げてる身でよ。往おう生じよう際ぎわが悪いんだよ」

「なにっ」

　ボディーガードＢがいきり立つ。それを片手で制した高たか遠とおの眼光も厳きびしくなっていた。

「噂うわさ話ばなしならまだありますよ、火ひ野のさん」

「何でえ」

「最近、安あん西ざい組ぐみの連中と仲がいいそうじゃありませんか。ご存知のとおり、安西は関かん西さい連合からこっちへ送られてきた先兵だ。この前もうちのシマ内で勝手に賭と場ばを開いていたんで牽けん制せいしたところ、逆さか恨うらみしてトラックで突っこんできた。連合のほうは知らぬ、存ぜぬとシラを切って、安西のことはもう放っておいているみたいですがね」

「……何が言いてえ」

　タコ、と相手に言った火野のほうの禿はげ頭が、ゆでダコみたいに真まっ赤かになっている。無む論ろん、火野陣営の男たちもそれぞれ剣けん吞のんな空気を漂わせはじめていた。

　ひえええ。一かず馬まはまた、群むら雲くも家けで起こった惨さん劇げきの再来かと、身を縮ちぢみこませていた。

「連合の先兵がそう長いこと、うちらのシマ内で勝手できるはずはねえ、って話ですよ。どこかの誰だれかさんが余計な手回ししてなきゃの話ですがね」

　高遠が言うと、火野は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でグラスを呷あおり、

「酒がまずくなったな。おい、帰るぞ」

　と、ごくあっさり席を立った。泣いている娘の手を取って同じく立ち上がらせつつ、何事もなかったのでほっとしかけていた一馬に向かって、

「まあ、今日はご挨あい拶さつ、ということで」人の好よさそうな笑顔えがおを取り戻して言った。「今後とも仲よく頼みますよ、娘ともどもね、もちろん」

　一礼したのを最後に、娘と男たちをぞろぞろ引き連れて帰っていく。

　ふう、と安あん堵どした一馬は、高遠の視線に気づいてしばし凍りついた。

「いや、あの、ええと」

「我々も帰りましょう」群雲組若わか頭がしらは頷うなずいた。「我々の家にね、もちろん」

　どこか火野の言葉を真似まねて念を押したその顔がいつもどおりなのがむしろ恐ろしくて、一馬は一も二もなく首しゆ肯こうした。来たときとは別の車に乗って群雲家へ帰る途中、

「困りますな」

　と高遠は言った。火野に言ったときとまったく同じトーンだ。

「彼らは天てん昇しよう会かい系列の火野組です。シマが隣りん接せつしてるものだから、昔から小さないざこざは絶えなかった。が、最近はうちの組がこんな様よう子すでしたから、むしろ余裕を持てたのでしょう、ぱったりと嫌いやがらせの類たぐいも止やんでいたんですがね。浅あそ生うさんの存在がよほど脅きよう威いだったらしくて、娘を婚約者にと差し出してきたんですよ」

「はあ」

「壬み琴ことお嬢じようさんを泣かせるようなことだけはなさらないよう」

　そう言う高たか遠とおの横顔は普段ふだんと同じだったが──というより、それゆえにか、一かず馬まはむかっ腹が立った。壬琴を泣かせる？　勝手にいろいろお膳ぜん立だてしといて何言ってやがる。大体、婚約者といったって、尻しりのひとつも触らせてくれないんだぞ。この前、とりあえず立場の上では婚約者なんだからひょっとして、と思って、ひょいと撫なでてみたんだ。結果は見ろ、このおれのぐらついている前歯だ。

　とはもちろん口に出さず、「はあい」と返事の素直な一馬くんだった。高遠がさっきの火ひ野のとのやり取りで見せた、派は手でではないものの、それがいっそう奥に吞のんだ刃やいばの鋭するどさを思わせる凄すごみはまざまざと記き憶おくに焼きついている。

　──とまあ、いろいろ勉強にもなったその一日。肝かん心じんの学校から出された勉強のほうはほとんど手をつける気にもなれず、今日はもうぐっすり眠っちまおう、と大おお欠伸あくびで群むら雲くもの玄関をくぐった矢先、

「お客さまが来ておられますよ」

　と若い衆に声をかけられた。面めん倒どう臭くせえ、という顔を露ろ骨こつにした客人に何を思ったか、その若い男はにやっと笑って、

「いつものお嬢さまです。こんな時間に、どうしても会いたい、と言って来られるとは。浅あそ生うさまも隅に置けませんな。なあに、壬琴お嬢さまは野球部の練習につき合ったのが疲れた、と言ってすでにお休みです。もちろんこのわたしめ、口は石より堅いものと自負しておりますゆえ」

「む？」

　こいつも一馬が次期宗そう主しゆ候補筆頭だと思っている口なのか、アピールするかのように笑えみを見せながら消えていった。ともあれ、男のことなどどうでもいい。いつものお嬢さま？

　みづきのことだろうか。課題を取りに来た──と言ってもしかし、もう時間は夜一一時を回っている。じゃあ誰だれだ……となると、考えるまでもない、美み亜あに決まってる。一馬の居場所がどこであれ、頓とん着ちやくするような娘ではない。やくざの本家だろうともだ。実際、学校帰りによく遊びに寄ってるし、あいつならこんな非ひ常じよう識しきな時間に訪ねてくるのも不ふ思し議ぎじゃない。どうせまたよからぬことを企たくらんでいるのだろう。

「夜よ這ばいか？」

　口に出してつぶやいて、一馬は妹の積極性がいきなり羨うらやましくなった。おれもアレコレ余計なことを考えずに、壬琴の布団に忍んだほうがいいのかしらん、と仕様もないことで頭を悩ませながら、美亜が待っているだろう客間に歩いていく。いやいや、ひょっとして本当にみづきさんかもしれないぞ、と一馬はありもしない妄もう想そうを頭に働かせた。今度はみづきさんが言うのだ。

「一馬さん、わたしの家に来ていただけませんか？　なあんてな」

　言いながら襖ふすまを開いた。一かず馬まはびっくりした。と同時に、向こうもびっくりしていた。

「なぜわかったのです？」

「へ？　え？　ええ？」

　座布団の上で行ぎよう儀ぎよく正座していたみづきは、どもりまくる一馬を不ふ思し議ぎそうに眺めていた。

「み、みづ、みづきさん？　本当に？」

「こんなお時間に申し訳わけありません。実は、どうしてもお願いしたいことがありまして」

　みづきは頭を下げた。やばい。一馬は青ざめる。課題のことだ。今日はやってない。みづきはいつも一日置きにやって来るので、その前日にすべて集中してやるという、万年夏休み最終日状態の一馬だから、今日の訪問は不意打ちもいいところだった。みづきの近くに座りながら、どう言い訳したもんか、とだらだら汗をこぼしながら頭を悩ませていると、

「一馬さん」

「は、はいっ」

「家に……来ていただけませんか？」

「それが実はですね、今日はまあいろいろありまして、やくざだとか、坊や、こんな場所で遊んでたら駄だ目めよ、みたいなもんで………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はい？」

「ですから」

　みづきは言った。ほんのり頰ほおに朱しゆの気けが差している。おまけになぜだろう、瞳ひとみは深い色をたたえた湖面のように潤うるんでいる。唇までいつも以上に艶つやっぽく、さらに言えばなまめいて見えてしまう。

　一馬の動どう悸きが高まった。こ、これは。

　嗚呼ああ、まさにこれは……青春……って、前にもあったぞ。

「一馬さんに、わたしの家へ来ていただきたいのです……」

　みづきはそうつぶやいた。ただでさえ思考停止状態だった一馬へ、そのときみづきはさらなる暴ぼう挙きよに出た。ふっ──と一いつ瞬しゆんの間まを挟んだかと思うと、何と、やにわに抱きついてきたのだ。

「ななななななななななな」

　あまりのことに身体からだ中じゆうを硬直させた一かず馬まは、それでもしゃべろうとするものだから危うく舌を嚙かみ切りそうになった。死とは常に生の隣となり合わせに位置している。しかしそれも無理はなかった。あの草くさ薙なぎみづきが、いま一馬の胸の中にいるのだ！

　ふわりとした柔らかい髪が一馬の頰ほおの辺あたりをくすぐっている。白い手はちょうど張り裂けそうになっている一馬の胸近くに置かれていて。さらにさらにさらにさらに。前まえ屈かがみになったみづきの柔らかなその部分は、一馬の左肘ひじ辺りにむにゅっとめりこんでいる。

　むにゅ。

　むにゅっ。

　むにゅううううううううう。

　一馬の頭の中、そんな擬ぎ音おんがエンドレスに響ひびき渡っていく。

　何だこれは。夢か。きっと夢を見ているのだ。ああいやもう、いっそ夢でも構わない。思えば、せめて夢の中だけでもと、何度就寝前にそのお姿を胸の内に思い浮かべては、鬼に取り殺される夢を見て、枕まくらを涙で濡ぬらしたことだろう。

　これは……きっと、神さまからのささやかなプレゼントなのだ。

　一馬は感かん涙るいにむせび泣きながら、そっとみづきの細い肩を抱いた。抱き寄せた。

　が、彼は間違っていた。

　これは夢などではなかった。つまりは現実の出来事だった。相手はまぎれもなく草くさ薙なぎみづき。美み亜あが変装しているのでも、何やら正体は知らんが、とにかく別の新キャラが変身しているわけでもない。

　一馬は、そして……。




　夜を、明かした。










三章「不機嫌すぎる果実」













１──

　浅あそ生う一かず馬まは、よろよろとした足取りでバスを降りた。

　日にち曜よう日びの午後。

　駅前はわりかし混雑している。そんな中、あっちへふらふら、こっちへふらふらと歩みの定まらない一馬は、

「痛っ！　何すんだ！」

「きゃっ、スケベ、何すんのよ！」

　とあちこちで罵ば声せいを浴びていた。それに対し、なぜか謝あやまろうともしない一馬は剣けん吞のんな空気を自ら招き寄せかけていたのだが、人々が彼をひと目見た途端とたん、恐れおののいたように遠ざかっていくのは、いつものボディーガードがいるせい──では、なかった。

　今日は誰だれも一かず馬まの周りにいない。ということは、人々の気味が悪そうな視線は、一〇〇パーセント一馬に原因があることになる。それも無理はなかった。血走った目、寝ね癖ぐせつき放題の髪の毛は言うに及ばず、小鼻の開ききった顔でぶつぶつ何事かつぶやいている様は、たとえ何もしていなくともそのまま警けい察さつに逮捕されてしまいかねない異常さを漂わせている。

　駅構内に入る寸前、一馬は掌てのひらをすかしてまぶしい空を見上げていた。あたかも『ふ、太陽が黄色いぜ』的なニュアンスを漂わせるその姿。干からびたような肌の色。一気に一〇も二〇も老ふけこんだかのような、どこか疲れきった表情に、そしてあきらかに寝不足と見えるこの様よう子す。まさか──。

　そうか。そうなんだな。そうなのか!?

　そのとき、構内に入った一馬に追いすがるようにして、ひとりの女子生徒が駆けこんできた。女子生徒、とわかるのは天あま津つ学園の夏服を着ているからだ。一馬に並んだかと思うと、すっと腕を絡めてくる。一馬は驚おどろきもせず、また取り立てて何も言おうともせず、そのまま改札をくぐり抜けた。『ツー』と言えば『カー』的な、暗あん黙もくの了解のうちに成り立っているようなこの関係は何なのだ。

　やはりそうなのか。そうなんだな。この野郎。

　一馬は「ふぁあああああ」と大おお欠伸あくびをした。何かひとつの大事を達成したような男の顔がそこにあった。おめでとう、浅あそ生う一馬。さようなら、楽しかった幼年期。あの、女性の尻しりばかり追いかけまわしては、『ど変へん態たい』の称号を受けたきみはもういない。子供じみたスケベな悪戯いたずらに奔走していたあの頃ころは確たしかに楽しかったけれど、でももう違うんだね。きみは大人おとなの階段を上ったのだ。そう、いつまでも人は、無邪気な少年少女のままではいられないのだから……。




「ふぅーむ」

　その三時間ほど前。群むら雲くも貴たか文ふみは趣しゆ味みのガーデニングに精を出していた。本家の裏には広い庭があるのだからそこですればいいものを、わざわざ二階のベランダの狭いスペースを選んでやっている。とことん小市民的な性格の表れなのだが、

「火ひ野の組がねえ。あそこも古い歴史があるし、先祖から与えられてきたシマとシノギだけで満足しているように見えたのに、意外と野心家だったんだなあ。あれ？　それとも、浅生くんを引きこんだことで、むしろ要いらぬ騒そう動どうの種を振りまいちゃったのかな。あははは、まあいいや。こっちから目が逸それてくれただけでも」

　鼻歌混じりにとんでもないことを口にしている。

　高たか遠とおから、昨夜ゆうべの出来事についての報告を受けたところだった。その高遠は苦笑らしいものを頰ほおに浮かばせ、

「そうもいかないようです」

「ん？　どういうこと？」

「昨日も、白しろ田たに任せてある駅裏の賭と博ばく喫茶店に銃弾が撃うちこまれたようですし。組員の二、三人が別の場所でチンピラに因いん縁ねんつけられて、叩たたきのめされてます。群むら雲くも組ぐみと知ってて襲おそったんですよ」

「かーっ、情けないねえ。安あん西ざいの連中？　それとも、関かん西さい連合のもっとでかいのが出で張ばってきてそう？」

「ある筋の情報じゃ、天てん昇しよう会かい系列で色々動きがあったようですよ。それぞれが臨りん時じ会かい議ぎを開いたり、兵隊集めたり、はたまた若い独身女性を組の関係者から捜そうと、その娘、従姉妹いとこ、ええいこの際人妻でもいいから差し出せ、ってなもんで、美女を集めたりしているようです。一週間ほど前からね」

　一週間というと、一かず馬まを壬み琴ことの婿むこだと宣言してからだ。貴たか文ふみは花についた虫の駆除をしながら、駄だ々だっ子こみたいに口をすぼめた。

「うーん、状況は悪化しているってことか。でもなあ、せっかく手に入れそうになっている玉たまの輿こし。さすがに横取りされちゃ面おも白しろくないし。どうしたもんか」

　花の手入れをしながら、頭を悩ませる。とかく仕草しぐさがいちいち芝居的な彼だが、一応は真剣に考えているらしい。

「壬琴もさっさと一発やらしちまえばいいのに。式挙げて、〝祠ほこら〟を本格的に浅あそ生うくんに渡しちまえばこっちのもんだろ。いざというときは、血けつ縁えん関係になった八や咫たの後うしろ盾だても得られるかもしれないし。高たか遠とお、おまえから見て、どうなの？　そろそろ浅生くん、むらむらーっとした感じしてない？」

「さあ」直立姿勢の高遠は、真面目まじめくさった顔で応じる。「その辺のことは、わたしにはどうにも。ただ、壬琴お嬢じようさん自身がその気にならなけりゃ、無理なんじゃないんですか」

「壬琴の意志は関係ない」

　そりゃもうきっぱりと。年とし頃ごろの娘に「お父さんのあとでお風ふ呂ろに入るのなんて絶対にやだ」なんて言われていそうな、家庭では居場所のないパパのように見えるのに、何ともまあやくざっぽいこの台詞せりふ。

「うちの家系に生まれた以上、組のことを第一に考えるのは当たり前のことだ。わたしだってそうだったんだからね。この際、壬琴は浅生くんと結婚してくれるのが一番いい。何せ宗そう主しゆ候補なわけだし。それに、わたしの目は節穴じゃないよ。壬琴だって満更じゃない様よう子すだろ？　浅生くんとこっちへ帰って以来、ずいぶん明るくなってる。前に家を飛び出たときからは信じられないくらいにね」

「そう……なんですか？」

　やや呆あつ気けに取られた様子の高遠に、「ちっちっち」と指を振ってみせた貴文は、

「斬きり合い、撃うち合いばかりが男の甲斐かい性しようじゃないよ。もっと男の感性を磨みがかないとね。しかし……参ったなあ」

「火ひ野の組ぐみのことですか」

「それもあるが、ほれ、例の──草くさ薙なぎ家んとこの」

「ああ。組長のお父さまと同じく、六ろつ賢けん人じんを輩はい出しゆつされた名門家のお嬢じようさま」

「浅あそ生うくんをお借りしたいと言うんだよね。草薙家に入る予定だった霊力イイロ使いが、ことごとく病院送りになってるらしい。これで三人目？　とか言っていたっけ。わたしはやったことがないからわからないんだけど、結界をまとめる作業ってのはそんなに危険なものなの？」

「さあ、わたしも経けい験けんはありませんが。ただ、聞いたところによると、流れこんでくる膨ぼう大だいな霊力に同調するあまり、自じ我がを溶けさせてしまい、再起不能になった例が過去にいくつかあったとか」

「大変だな、そりゃ」あまり大変でもなさそうに貴たか文ふみはガーデニングをつづけている。「他ほかの霊力使いが都合されるまで、一日置きに浅生くんを貸し出してほしいそうだ。聖堂を開放した以上、決まった時間に霊力使いがいなければ他の結界からの力が無む駄だになるとね」

　うーん、と唸うなったのは、悩み事のゆえか、それとも花の出で来き栄ばえが気に入らないためか。

「そうなると、浅生くんの外出時間も増える。さっきも言ったけど、他の組もいろいろ動くだろうしねえ。四、五人のボディーガードも当てにはならんし、何より、浅生くんが男を嫌いやがってるみたいだ。婿むこどのをこれ以上不快にさせたくもないが、といって、さすがにひとりで出歩かせるわけにもいかない。どこかにいないかね。他の組からの攻こう撃げき、もしくは誘惑の罠わなから完かん璧ぺきに浅生くんを守ってくれるような──そうね、できるなら、浅生くんが嫌がらない女性がいい──逸いつ材ざいは」

「その件につきましては」

　珍しく高たか遠とおが勢いこんだ。「む？」と貴文が意外そうな声を出す。まさかそんな都合のいい話があるとは自分でも思ってなかったらしい。

「いるのかね」

　高遠は無言で、すっと部屋の入り口を指し示した。ドアの陰からひとりの人ひと影かげが現れる。ずっと出番を待っていたらしい。

「彼女は……」

　貴文の言葉を、高遠はひとつ頷うなずくことですべて代弁した。それから、

「彼女なら、たったひとりで一〇人以上のボディーガードに匹敵する働きをしてくれることでしょう。それに、他の組の誘惑からもそれこそ必死で守ってくれるはず」

　個人的な理由でね、と、そこは言葉に出さずにつけ加えてから、高遠は改めて「彼女」を組長に紹介した。「彼女」はスカートの裾すそを軽くつまんで一礼する。

「すべてわたくしにお任せを、組長。お兄……いえ、群むら雲くも組八代目は、必ずやわたくしが守ってご覧らんに入れましょう」




　──と、いうわけで。

　干からびたミイラ同然の一かず馬まと並んで電車に乗っている女子生徒は、浅あそ生う美み亜あだったりする。もちろん、高たか遠とおが組長に紹介した「ボディーガード」とは彼女のことだ。迦か具ぐ羅らである彼女なら、確たしかに並の男一〇人以上の働きはゆうにして見せるだろうし、ごく個人的な理由もあるから、それこそ必死で兄に近づいてくる女性をことごとく追っ払って見せるだろう。無む論ろん、その「女性」の中には壬み琴こととて含まれるはずだが、あえて高遠は口にしていなかった。

　その高遠に必死の売りこみをかけて、見事ボディーガードの座を射止めた美亜は、兄の近くで常にぴったり寄り添える特権をさっそく活いかして腕を組んでいる。誰だれも近づけさせまい、と視線をあちこちに怖いくらいに走らせながら。いじましく。いやらしく。

　一馬はもはや、そんな妹の腕を振り払う余力もないらしい。窓の外で流れ飛んでいく景色をぼけっと眺めている。

「みづき姐ねえ、帰っちゃったんだ」

「ん……先に、帰って……家を片づけるんだって……」

「片づけるって、別に汚くしてたわけでもないでしょうに。西さい園おん寺じさんとか、他ほかの霊力イイロ使いもいたのに？」

「ん……知らん……」

　蚊かの鳴くような声とはこのことだ。美亜のほうを向こうともしていない。そんな兄の様よう子すをため息混じりに眺めてから、

「あたしとだったら緊きん張ちようもしてない様子なのに、抱きつかれたくらいで、なーに一いつ睡すいもできないくらいどぎまぎしてんのよ。ただ酔っ払っちゃっただけなんでしょ？」

「ん……そうらしい……」

　そう。

　昨夜ゆうべ、一馬のところへ訪れたみづきが「草くさ薙なぎ家けへ来てほしい」と頼んだのは何も彼を誘惑するためではなく、霊力使いが次々と草薙家を去っているため、当面、草薙家の聖堂へ流れこんでくる霊力を統とう括かつするために一馬が必要だった、というだけの理由だし、その直後に目をうるうる、っとさせて抱きついたように見えたのは、直前まで一馬が酒をしこたま飲んでいたせいだった。群むら雲くも家歓迎の宴うたげのときもそうだったが、みづきはアルコールの臭においに弱いらしい。

　それで、一いつ瞬しゆん、ぱたりと意い識しきさえ失って一馬のほうへ倒れこみはしたものの、すぐに元に戻り、

「失礼しました。それでは、群雲家のご当主のほうにも挨あい拶さつせねばなりませんので」

　とあっさり一礼して、ぱたぱたと足音を立てて和室をあとにした。まだ酔いが残っているせいか、妙にせわしなかったが、後こう遺い症しようという意味では一馬のほうがひどかった。アルコールの、ではない。みづき自身の体温、香り、感触──それら諸もろ々もろの要素が、一馬のいつだって思春期真っ盛り状態の全神経を、極限の覚かく醒せい状態にまで導みちびいたのである。

　眠れるはずもなかった。それどころかひとときたりとて休めない。心しん臓ぞうはばっくんばっくんうるさいし、少し気を抜くと、一いつ瞬しゆん味わっただけのそれらの感触が脳のすべてを占めて、何もできなくなり、何も考えられなくなる。自じ律りつ神経のバランスは乱れ、交感神経全開のまま結局一いつ睡すいもできず、一かず馬まは長い長い、それこそ一〇年にも等しい一夜を明かすこととなり……。

　そして見事に干からびた。

　油断してるとすぐに無数のハエがたかってきそうな状態の兄を、美み亜あは半ば引きずるようにしながら電車を下りた。

　草くさ薙なぎ家けは、壬み琴ことの実家から電車で二駅離はなれた場所にある。美亜は生徒手帳に描かれたみづき直じき筆ひつの地図を眺めながら、

「住宅街、そんなに駅から遠くないみたいだから、歩いていこっか」

　と声をかけた。兄はどうでもよさそうに「ん……」と応じる。いまは副交感神経全開のご様よう子すだ。多た分ぶんその辺のゴミ箱に捨てられても、半日は気づかないだろう。一瞬、美亜は本気でそうしてやろうかとも思ったが、ぐっとこらえた。

　他ほかの女にメロメロなのは、まあ、いまにはじまったことじゃない。重要なのは急ぎすぎないことだ。さしもの美亜も、数々の作戦の失敗から、それくらいの教訓は学んでいた。何しろいままで一五年間を過ごしてきた仲だ。そうそうたやすく変わることもない代わり、そうそうたやすく崩くずれることもないだろう。だから焦らず、ゆっくりと進行させればいい。

　ボディーガードもそのための作戦なのだし、休日なのに制服姿でいるのは、常にそうしているみづきを真似まねてのことだった。この際、兄の『萌もえポイント』は着実に押さえておこうというわけだ。髪もお姫さまカットにしようかしら。

　ともかく、駅前から住宅街へ通じる、日にち曜ようの公園通り。天気もよくて、今日は朝から涼しい風も吹いていて、二人並んで歩くには絶好の日和ひより。

「まだ時間あるし、お弁当持ってくればよかったねー」

　柵さくの向こうの芝しば生ふで、仲よくお弁当を食べているカップルを見ながら言う。返事は「んー」。

「朝の鍛たん錬れんも欠かさずやってる？　おじいちゃんがさ、今度、お兄さまがぶったるんでないかどうか、抜き打ちの検査にいくんだって息巻いてたよ。でもさ、本当は何だかんだ理由つけて、お兄さまに会いにいきたくて仕方ないんだよ。お兄さまもたまには顔くらい見せなきゃ」

「んー」

「何だって、草薙家に入った霊力イイロ使い、みんな病院送りになっちゃうんだろうね。よっぽど聖堂の調子が悪い？　とか、そんな理由なのかなあ」

「んー」

「最近、映画観みてないなあ。何か観たいのある？　いっしょにいこっか」

「んー」

「明日、アンゴルモアの大王が五年遅れで転校してくるんだって」

「んー」

「バフォメットの復活も間近らしいよ」

　段々腹が立ってきて、適当なことを言い並べはじめる。そのうち返事もなくなった。腸が煮えくり返りそうな怒りを抱きつつ、

「このままホテルにでもいこっか」

　と、さっきの「焦らず、ゆっくり」の誓いも忘れて一気に核心に迫ると、

「そ、そりゃ困るなあ。いや、きみがいいなら、いいんだけど……い、い、いっちゃう？」

　と焦りまくったような、それでも嬉うれしくて仕方ないような返事が返ってきた。お、作戦の効果ありか、と思って腕を組んだ相手を見上げると。

　てかてかの頭とにやけた笑えみ。

　知らないおっさんが照れていた。

「いやー！」

　一いつ瞬しゆん後ご、何の罪もないおっさんが脳天からぶすぶす煙を上げながら倒れ伏した傍かたわらで、美み亜あはいなくなった兄の姿を必死で捜していた。その辺にやはりぶっ倒れてるか、車に轢ひかれてるか、子供にカツアゲされてるか、霊れい感かん商法に引っかかってるか、それともゴミ箱に直行か。

「ああ、もう！」

　手間のかかる、と息巻いた美亜は、遠くを捜そうとするあまり、身近なところに目がいかなかった。実際の一かず馬まはすぐ近くでおっさんと仲よく転がっていたのだ。だからそのまま一馬の死体（じゃねえ）に蹴けつまずいた美亜は、

「わわっ!?」

　勢いよく路面にダイブした。アスファルトに鼻はな面づらをしこたまぶつけ──そうになる寸前、突然何者かが目の前に現れ、がしっ、と受け止められた。が、

「わわっ!?」

　美亜と同じ悲鳴をあげて後ろによろめいた。尻しり餅もちをついたらしく、「いたた」と情けない声をあげている。倒れた美亜は、彼のズボン辺りに顔を埋めるようなとんでもない姿勢になっていた。

「ごめん、大丈夫？」

「え？　ええと、ええと」

　むしろ謝あやまるのはこっちのほうなのに、とあわてて顔を上げた美亜は、どきん、と胸を高鳴らせた。

「気をつけないとね。女の子なんだから、顔に傷でもついたら大変だ」

　そう微笑ほほえむ男は、おそらく二十歳はたち前後。肩まで伸びた髪を切り揃そろえているものの、ほとんど少年のようなあどけない笑みが、野や暮ぼったい感じも、また逆に気き障ざに格好をつけている感じも与えず、幅の広い肩やそれに見合った長身が、中性的な印象をも打ち消している。

　男は床ゆかに落ちたステッキを拾い、それを支点に「よっ」と立ち上がった。今度はそのステッキを肘ひじにかけて支点とし、中腰の姿勢のまま美み亜あに手を差し伸べてくる。何でわざわざ、と思う間もなく、ほとんど吸い寄せられるようにしてその手を取った。見た目よりずっと力強い手に起こされる。と、立ち上がったときに美亜は男がステッキを使った理由に気づいた。

「あ、あの……ごめんなさい」

　珍しくしゅんとなって頭こうべを垂れる。男は「ん？」という顔をしたが、すぐに破は顔がんして、

「気にしないで。こう見えても、結構強いんだよ」

「あ……」

「気をつけてね」

　男はそう言い、ステッキで身体からだを支えつつ、片方の足を引きずりながら歩きはじめた。まだまだ暑いこの季節に袖そでの長いジャケットを着ているが、その袖から出るべき右手はなく、服はしぼんで見える。左足もおそらくは義ぎ足そくだ。それでも器用に歩いていくその背中を、美亜は陶とう然ぜんと見送りつづけていた。

　たった一いつ瞬しゆん、間近に見たその顔が脳裏に焼きついて離はなれない。春のうららかな陽ひ射ざしが似合う微笑ほほえみだった。右手、左足がなくとも、きっとあの人は幸せなんだろう、とほとんど何の根拠もなく美亜は信じた。そして、周りにいる人たちをも彼は無む意い識しきのうちに幸せにするに違いない。そんな男性なのだろう。

「いたたた……」

　と、路面から這はい登るような声が聞こえてきて、美亜は視線を落とした。ミイラが起き上がってくるところだった。視線が合う。しばし美亜は相手の顔を眺めてから、

「はああああああああああああああああああ」

「……何だ、何だ、その深いため息は」

「何でもない。理想と現実のギャップに苦しんでいる乙女おとめのため息よ。さ、いこ、お兄さま」







２──

　草くさ薙なぎ家けは閑かん静せいな住宅街の中にあった。群むら雲くも家を見たときも御殿のようだと思ったが、これは──。

「向こうは旅館みたいだったけど、こっちは、何か、学校にも使えそうだね」

　美亜のそのひと言が大げさに思えないほど、立派な構えの屋や敷しきだった。門前から見渡してみると、左手奥には庭園も広がっている。そのさらに奥にはレンガ造りの建物があり、上に瀟しよう洒しやな時計台がそびえていた。

「群雲といい、草薙といい、同じ盟めい主しゆ家なのに浅あそ生う家とのこの違いは何なんだろ」

　白はく亜あの洋館はどこか他人ひとを寄せつけない雰囲気に満ちており、美み亜あも一かず馬まもしばし門前で固まってしまっていた。周囲に人の気配けはいがないのが静せい謐ひつな神秘性に拍車をかけている。だから、

「浅あそ生うさまでいらっしゃいますね」

　いきなり声をかけられたときは跳とび上がるほど驚おどろいた。鉄てつ柵さくの奥、いつの間にやら人が立っている。そしてその人物を仰あおぎ見たとき、さらなる驚おどろきが兄妹を見み舞まった。

「お話は伺っております。どうぞ、中へ」

　蝶ちようネクタイをつけたタキシード。豪華な洋館にこの姿と来れば、いわゆる執事というものを連想させるが、目の前の男とその単語とがどうしても結びつかない。タキシードは特注品だろう。その特注品をもぱんぱんに張り詰めさせた巨体。見上げていてさえ、せり出した岩のような胸筋部が邪じや魔まをして顔がほとんど見えない。美亜はぽかんと口を開けていた。無む意い識しきのうちにか、数歩あとずさったところでようやく顔が見えた。

「ひ」

　美亜の口から細い悲鳴が洩もれる。そこら辺の岩を適当に削って、目鼻口をつけ、肌色の布でも上に被かぶせればこんな顔が出来上がるかもしれない。おまけに禿とく頭とう。とある人造人間の伝説を、美亜は思い出さないわけにはいかなかった。

「申し遅れました。わたくし、草くさ薙なぎ家けで執事をさせていただいております、堂どう間ま四し郎ろうというもの。以後、お見知りおきを」

　客人のそんなリアクションにも馴なれっこなのか、身の丈二メートルを超える巨人は気にしたふうもなく自己紹介すると、鉄柵を開いた。「どうぞ」と、ぶ厚い手が二人を内部へ誘いざなう。何となく脅きよう迫はくされている気分になりながら、美亜はとりあえず中へと一歩を進めた。兄はそのさらに後ろからついてくる。美亜を盾たてにしているのだ。この野郎、と思ったが、ボディーガード役を引き受けたのは自分なので、とりあえず我慢した。

　のっしのっしと歩く人造人間──ではなく、執事に案内されるがまま、四本の柱に支えられた天てん井じようつきの入り口まで来る。

「ここ、本当に草薙家？」

　美亜がこっそり一馬に耳打ちする。干からびながらもさすがに恐怖を覚えているのか、一馬も声をさらに小さくして、

「ほ……他ほかに、何が……ある？」

「敵の罠わなだったりして。中はおどろおどろしい魔ま物ものの巣そう窟くつ！」

「敵って誰だれだ、敵って……」

　ステンドグラスのドアが開いた。浅生兄妹は、導みちびかれるままにホールへ怖々と足を進めていく。ワインレッド色の絨じゆう毯たんが敷しかれていて、二階に通じる階段が見えた。踊り場に甲かつ冑ちゆうが飾ってあるのはご愛あい嬌きようだ。二人がきょろきょろ落ち着かなさそうにしていると、

「お嬢じようさまがお待ちかねです。あちらのメイドに案内させますゆえ」

　堂どう間ま四し郎ろうが指差す先に、確かにメイドがいた。おお、と一かず馬まの目がやや復活の光を帯びる。メイドという存在に憧あこがれを抱くのは男の性さがだ。黒のワンピースに、レースで縁ふち取どりされた白いエプロン、そして頭のカチューシャ。長すぎず、短すぎないスカートの裾すそから伸びた足には黒いストッキング。合格だ。何が合格かは知らねど、とにかく一馬はそう思った。メイドは雑ぞう巾きんを手に、廊下の手すり部分などを懸けん命めいに拭ふいている。すらりとしたその後ろ姿もこれまた合格だ。ヒップの迫力は壬み琴ことに及ぶべくもないが、しかしこれはこれでなかなか……おや？　一馬が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「モトコさん、浅あそ生うの方々がいらっしゃいました。お嬢じようさまのところへ、ぜひご案内を……」

　呼びかけた四郎の声が途と絶だえたのは、振り向いた彼女がモトコさんとやらではなかったからだろう。モトコさんというのがどういう人物かもちろん知るべくもない浅生兄妹にも、それがわかった。なぜなら、

「お、お嬢さま!?」

「みづき姐ねえ!?」

　出会ったばかりの二人が仲よく声をハモらせる。

「まあ、お早いですね。一馬さん、美み亜あさん、ご機き嫌げんよう」

　そう言ってひとつ頭を下げたのは、草くさ薙なぎみづきだった。長い髪を珍しく後ろで束ねている。白いリボンが楚そ々そとしてよく彼女に似合っていた。しかし……そう、しかしなぜにメイド姿なのか。執事の四郎にも意外だったと見えて、さっきの美亜と同様、でかい口をあんぐり開けて固まっている。美亜ははじめてこの執事が人造人間でないと信じる気になれた。と同時に、ふと嫌いやな予感がして、ちらりと横目で兄を見やった。

「みづきさん……」

　げげ。復活している!?

　干からびたミイラはもはや完全に浅生一馬の姿を取り戻しており、手を組み合わせ、目を輝かがやかせて遠目のみづきに見入っていた。そ、そうなのね──美亜は血が滲にじむほど唇を嚙かみしめながら、心中の『美亜ちゃんデータベース　項目：兄の萌もえポイント』に『年上メイド』という単語をつけ加えておいた。もはやどうでもいいが、『メイド』はともかく美亜に『年上』は無理だろう。

　そのとき、

「お嬢さま！」

　二階のほうから別の声が聞こえてきた。若い女性の声だが、まるで落雷みたいな迫力がある。皆の注目を集めた階段から、同じくメイド姿の女性が下りてくるところだった。ショートカットで、年の頃ころは二〇代半ばくらい。格好はほぼみづきと同じだが、あえて違いを述べるなら、こちらは黒い手袋グローブで肘ひじの先までを覆おおっていた。

「困ると言ったはずです！　掃除はわたくしどもがやりますから！」

　つかつかと足音高く歩み寄ったかと思うと、その女性はいきなりみづきの手から雑ぞう巾きんを取り上げた。力任せに。

　みづきはしばし、その女性と、取り上げられた雑巾と、それから自分の姿とを見比べていた。怒っているふうではない。何か思し案あんに暮れている様よう子すだったが……ふと、その目がきらめいた。ほっそりした顎あごに指をあてがいながら、別の手で女性の手袋を指差し、

「……コレがないから？」

「違います」

　間かん髪はつ入れず、メイドは断じた。緊きん迫ぱくして見入っていた美み亜あが、思わずその場でずっこけそうになる。

「服装の問題ではありません。お嬢じようさまは、わたくしどもの仕事にご不満があるのですか？」

「そんなことは。ただ、お客さまをお迎えするのですから、わたしにも何か手伝えることはないかと」

「ありません」これまたきっぱりとメイドは言った。「わたしどもは、お屋や敷しきやお嬢さま方のお世話をして草くさ薙なぎ家けから給料を戴いただいている身です。仕事を取り上げられてしまえば、わたしどもは路ろ頭とうに迷うしかありません。そういうご意志でやっているのならば……」

「あ、あの。モトコさん、何もそんなふうに……お嬢さまは、ただ、お友達をお迎えするのにじっとしていられなくて……」

　執事の四し郎ろうが気弱そうな声を出した。と、女性はそれでも抑えていたのか、いままで以上にきっと鋭するどい眼まな差ざしを彼に当てて、

「あなたは黙だまっていなさい！」

　と叫んだ。対する四郎は「はい……」とすごすご引き下がる。メイドはすぐにみづきに向き直って、

「いいですか、仕事というものは……」

　また説教をつづけた。みづきはいちいち真面目まじめくさった調子で頷うなずいている。目は真剣そのものだ。美亜はぽかんとそんな光景を眺めていたが、すぐに好奇心をそそられて、近くで小さくなっている──と言っても、無む論ろん、なまじの大人おとなよりでかいが──四郎に声をかけた。

「ねえねえ、あの人、誰だれ？」

「メイドの、堂どう間まモトコさんです」

　四郎はぼそぼそと答える。モトコさんはみづきに負けず劣らずすらりとし、なおかつグラマーな大人の女性だった。切れ上がった双そう眸ぼうに、いかにも意志の強そうな光が宿っている。広く出した聡そう明めいそうな額ひたい、頰ほおから顎あごにかけての引きしまったライン。自分を含め、他ほかの誰の妥協も許しそうにない、いるだけでその場をぴしりとさせそうな雰囲気。メイド服ではなくスーツで全身決めれば、一流企業の社長秘書といっても通りそうだ。

「ふうん。メイドなのに、みづき姐ねえに説教するなんて、凄すごいねえ」

「モトコさんはああ見えて、一〇年前──一七歳さいのときから草くさ薙なぎ家けにお仕えしておりますので。いろいろ気心の知れた仲でもあると同時、だからこそ人一倍厳きびしい面もあるのでしょう」

「一七歳のときから？　へえええー」大げさに感心した美み亜あはそのとき、とあることに気づいて声のトーンを改めた。「んん？　堂どう間ま？　確たしか、執事さんの名みよう字じも……」

「ええ。モトコさんは、わたくしの妻ですから」

　四し郎ろうは言った。首を不自然に傾け、手で頭髪のない頭を搔かいている。はにかんでいるらしい、と美亜は気づいて戦せん慄りつした。そりゃ人の好みは様さま々ざまだ。にしたって。にしたって。にしたって、限度はあると思ったり思わなかったりする美亜だった。

　美亜と同じく、その話にショックを受けつつも、しかしまだみづきのメイド姿に見とれ、また、叱しかられるみづきという意外な一面に驚おどろいていた一かず馬まは……。

　じいいいいいい。

「ん？」

　ふと、強い視線を感じた。あちこち見回しても、こちらを見ている人物などひとりもいない。気のせいか、と思った矢先。

　じいいいいいい。

　まただ。まるで肌に突き刺さるような視線。下からだ、と今度は気づいた。視線を落としてみると、確かに一馬を見上げている人物がそこにいた。

　無表情に、しかし視線だけは熱意を込めて見上げているのは、一〇歳前後の年ねん齢れいと思われる少女。白のブラウスに紺こん色のプリーツスカートという、簡かん素そかつ清せい楚そな姿ながら、足にストッキングを穿はいているのが少しおませさん。が、胸にはやや大きめのぬいぐるみを抱きかかえているのは年相応か。

　しかし一いつ瞬しゆん、むしろこの少女のほうこそ人形なのではないかと一馬は思った。目鼻立ちが整っていて、この年齢にしてすでに顔立ちは完成されている。そんな美しい少女が無表情に、瞬まばたきもせずにじっとこちらを見上げているのだ。

　ごくりと一馬の喉のどが鳴った。

　そのとき、いきなり少女がにっこり微笑ほほえんだ。目を細め、唇をふっとほころばせる。そうすると、非常に愛らしい笑顔えがおになった。ぬいぐるみの手を摘つまんで、ちょいちょいと振る。一馬に挨あい拶さつさせているのだ。

　その黒いぬいぐるみはどうやら手づくりのものらしく、さらにはあまりその手の才能のない人間がつくったせいか、あちこちつぎはぎだらけで、目の玉らしい部分も片方が取れかかっていた。おまけにそれが何なのか──犬だか熊だか、はたまた遊星からの物体・某なにがしかの判別もつかない。が、ともかく相手が微笑んでいるので、一馬もあわてて笑顔を取り繕つくろおうとした。

　にへらっ、と締しまりのない笑いを浮かべ、こちらも手を振る。

　瞬間。

　ぎらりと何かが光った。「よっ」と誰だれかがつぶやいた。そのぬいぐるみのような気がした。そんな馬ば鹿かな、と思ったときには、

「ぶべほべっ!?」

　奇声をあげた一かず馬まの足が宙を浮いていた。顎あごの辺りを何かが強烈に突き上げたのだ。そのまま吹き飛んだ一馬は、屋や敷しきの柱に背中をぶつけ、前のめりに倒れ伏した。

「あっ、兄あに貴き……」

　美み亜あが気づいたときには、倒れた一馬の下から、どくどくと真まっ赤かな血がこぼれ落ちてるいところだった。まさか──狙そ撃げき!?

　いつぞやの壬み琴ことのような恐怖を抱いた美亜が急いで近づくと、一馬はゆっくり顔を持ち上げた。とりあえずは生きているらしい。口に溜たまった血がつうと落ちる。

　──見え……なかった……。

「こわいー」

　ぼうとけぶる視界の中、怯おびえたようにあの少女がみづきのほうへ駆け寄っていく。

　──あいつが、何をしたのか、おれには、何も……見えなかったのだ……。

　一馬が格かく闘とう技ぎ漫画の主人公みたいなモノローグをしている最中、みづきが走ってきた少女を抱き止める。

「どうしたのです？」
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「あの男の人が、いきなり……」

　少女はわんわんと泣いていた。「いきなり」もクソもあるか。一かず馬まはなおも遠ざかりつつある意い識しきを必死に現世につなぎ止めようと歯を喰くいしばりながら胸の内で毒づいた。あの見えない打だ撃げきは、間違いなく少女のほうから飛んできたのだ。しかし……どうやって？　喧けん嘩かなら、腕っぷしに自信のある小学生相手にだってのされてしまう確かく信しんのある一馬だが、さすがに一〇歳さい前後の少女が放つアッパーカットに吹き飛びはしまい。

「なーに？　突然、変な声出してひとりで吹っ飛んで」

　見た目ほど大した怪け我がでもなさそうなので、美み亜あは膨ふくれっ面つらだ。が、すぐに持ってきたスポーツバッグに手をごそごそ突っこみ出したかと思うと、

「そっか、おにーさま、美亜に看病してほしいのねっ」

　いきなり看かん護ご婦ふのコスプレをして、怪しげな注射器まで取り出した。事態は悪化の一途をたどる一方だ。

「大丈夫よ」みづきは優やさしく少女の頭を撫なでていた。「あの方──浅あそ生う一馬さんは、時々おかしなことを口にしたり、おかしな行動をしたりしますが、基本的に害はありませんから」

　えらい言われようだ。やはり普段ふだんの行いのせいだろう。誰だれも本気で心配してくれてない。

　と──。

　一馬はそのとき、信じがたい光景を目撃した。

　頭を撫でてもらい、幸せそうに目を細めていた少女がこちらを向いて、にっ……とまた微笑ほほえんだのだ。それだけではない。一馬の限界までひん剝むかれた目は、少女の胸に抱かれた犬だか熊だかのぬいぐるみに焦点を結んでいた。

　──なっ、何ィ……。

　そのぬいぐるみまでもが笑っていたのだ。高笑いの類たぐいではない。そんな、勝利を誇るべきものではなく、むしろ、これぐらい当然さ、と言わんばかりの「ふっ」という笑い。

　間違いない。あいつだ。あいつがおれにアッパーカットを放ったのだ。

「ねー、お姉さま。白びやく夜やと遊んできていい？」

「遊んでらっしゃい。だけど、お客さまがいらっしゃるのだから、なるべく静かにね」

「はあい」

　駆け去っていくその途中、一度だけまた一馬を振り向いた少女は、にこっ、と最初に見せたあの笑顔えがおを浮かべると、そのまま一馬のぼやけた視界から消えていった。

　と同時に、一馬の精神力も限界を迎えたか、がくりとその首こうべが垂れる。

　城主・一馬の完敗であった。







３──

　草くさ薙なぎなつき──という名の少女らしい。

　みづきの従妹いとこで、現在、天あま津つ学園の初等部五年生。以前は家族ともども別の屋や敷しきで暮らしていたが、天津学園に近いという理由で、現在はここに住んでいる。

　執事の堂どう間ま四し郎ろう曰いわく、「昔から、実の姉妹のように仲がよろしい」らしい。

　……一かず馬またちは庭園に面した応接室へ通されていた。そこで用意してあったお茶が、モトコの手で淹いれられる。ちなみにみづきには触らせもしなかった。

　アーチ型にせり出した窓からは、緑豊かな庭園が覗のぞいて見える。そこではなつきが草薙家の飼い犬である白びやく夜やと遊んでいた。陽光降り注ぐ芝しば生ふの上、ラブラドールレトリバーと戯たわむれる少女の姿は絵になっている。そうしているとごく普通の、無邪気で愛らしい娘だ。が──、なぜだろう。時折、窓越しに一馬を見つめる眼まな差ざしが冷たい。只ただ事ごとではないくらいに。

　総毛立つようなその悪お寒かんには、一馬自身覚えがあった。これは、そう、あれだ。みづきが一馬を非ひ難なんするときの眼差しに似ている。切れ長の目に射いすくめられると、ぞぞぞっと、鳥肌が立つのだ。さすがに従姉妹いとこ同士、眼力も同じらしい──と納得している場合ではなかった。

　一馬はさらに、寒気がひどくなるような事実を教えられていたのだ。

　草薙なつきはもちろん、いうまでもなく一族の人間である。が、みづきのように迦か具ぐ羅らではない。防人さきもりでもない。一馬のような霊力イイロ使いでも、心しん霊れい治ち癒ゆ師でもなく──彼女は、祈き魂こん師という、非常に珍しい肩書きを手にしていた。

　外げ法ほう士よりも一族で占める割合の少ないその祈魂師の能力とは、生きた人間から霊力のみを抽ちゆう出しゆつするという、ある種究極のものだ。その用途は様さま々ざまで、たとえば、一時的に結界を強化したい場合、一族の人間から抽出した霊力を結界そのものへと送りこんだり、また、迦具羅たちの戦いの補助に利用したりもする。攻こう撃げき、防御ともに使い出があるかと思えば、迦具羅たちの訓練において、その抽出された霊力のみで〝歪ゆがみ〟に挑ませることもあり、また、現在は禁止されているものの、かつて一族はその能力をもって、結界に人ひと柱ばしらを捧ささげていたともいう。

　いわばオールマイティーな場面で活かつ躍やくする優ゆう秀しゆうな能力者なのだが、それを聞いて一馬は青ざめた。

　──きっと、あのぬいぐるみの中には、人の魂が入っているに違いない！

　そんな恐るべき思いが胸を凍てつかせる。おそらく草薙なつきは、誰だれか気に喰くわない人間の霊力……すなわち魂を、能力を使って抜き取ったのだ。そして、「罰」と称してあのぬいぐるみに封じこめたのだろう。わたしの言うことを聞かなければ、ずっとあなたはぬいぐるみのままよ……と。

　だから動くのだ。だから殴るのだ。だから笑うのだ。

　そう考えると、なつきの視線がさっき以上に恐ろしくなる。あの人形じみた、無む機き質しつな表情。きっと人の魂を抜き取るときも同じ顔に違いない。子供なのに、ではなくて、むしろ子供だからこそ、そうしたときにはよりいっそう酷こく薄はくになれるものだ。

　身体からだの冷えきった一かず馬まは何杯もお茶を飲み干した。カップを持つ手は震ふるえ、口に入れるお茶もなぜだか少しも熱くない。

「あ、あの」

「はい？」

　さらにお代わりを注いでくれようとしたモトコに一馬は訊きいた。ちなみにまだメイド姿のみづきは手持ち無ぶ沙さ汰た気味に入り口の辺りをうろうろしている。無表情に。それをモトコは一〇〇パーセント無視していた。美み亜あは美亜で、みづきにケーキのお代わりを頼んだら持ってきてくれるだろうか、と逡しゆん巡じゆんしている様よう子すだ。皿は一〇分前から空だった。

　一馬は他ほかの人の注意が逸それている隙すきに小声で、

「その、なつき……ちゃんに関かんして、何か、おかしな噂うわさはありませんか。彼女を虐いじめていた誰だれかが忽こつ然ぜんと転校していっただとか、意地の悪い教師がふらふらーっと倒れたまま、意い識しきが回復していないとか……」

「ハ？」

　眉まゆを互い違いに動かして、モトコは不快感を表明した。きっと怖い顔を一馬に近づける。彼女も、他の誰にも聞こえないような声で言った。

「そんな馬ば鹿かな話はございません。祈き魂こん師しというと、外げ法ほう士し以上に恐ろしい存在だと距きよ離りを置かれる方もいますが、なつきお嬢じようさまはごく普通の、すこやかなお育ちをなさったお嬢さまです。それに祈魂師というもの、そうそう自由に力を使えるわけではありませんのよ。そんな、同級生が転校しただとか、意識がなくなったまま戻らないだとか……」

　そこまで言ってから、ふとモトコは黙だまりこんでしまった。何かに気づいたふうに、一馬に近づけたままの視線を泳がせる。

「ちょっと、モトコさん！」

　美亜の声が飛んで、はっとモトコは顔を戻した。ほんの少し目もとを赤らめつつ、

「そんな事実はいっさいございませんので、ご安心を」

　とだけ言った。「どんな事実よ！」と美亜が突っこんでくるのを無視して、一馬はひとり冷たい戦せん慄りつにふたたび身を委ゆだねていた。

　いま、モトコさんは確たしかに言いよどんだ。何かを知っているのだ。つまりそれは、「何か」があった、という意味であり、一馬の抱いた疑惑を確かく信しんへと近づけるものだった。やはりなつきは、抜き取った魂をあのぬいぐるみに宿している！

　だが……だが、なぜだ。そんな娘に、なぜおれは攻こう撃げき的てきな視線を向けられなければならないのだろう。おれがあの娘こに何をしたというのだ。クラスメートの女子たちに、「時々」嫌われるのはわかる。そういうことを「たまに」おれがしているのだという自覚くらいはある。しかしあの娘とは初対面だ。多分。それを、なぜにああも嫌われねばならないのだ？

　きっと何か誤解があるはずだ。話せばわかってもらえるはず。というより、わかってもらわねばまずい。何せ、これから自分は群むら雲くも家けとここ草くさ薙なぎ家を往復する身分になるのだ。なつきともほぼ一日置きに顔を合わせることになるだろう。その間に霊力イイロを抜き取られてみろ。あの妙なぬいぐるみ──どころか、いま彼女がいっしょに遊んでいるあの犬に封じこめられでもしたら……。そして、あのぬいぐるみ同様、誰だれにも気づかれないまま、永遠に畜生道をさまよいつづけるのだとしたら……。

　ぞぞぞぞぞっ。

　鳥肌が一気に立った。何だか最近こんなことばっかりだ。銃弾に怯おびえ、日本刀のきらめきから逃げ惑い、挙あげ句くの果てには犬とぬいぐるみの板挟みだ。とにかく、あのなつきという少女の誤解を解かなければならない。

「どれ」

　と一かず馬まはいささかわざとらしいくらい空から元気の声を出して、カップをテーブルに置き、席を立った。

「なつきちゃんにきちんとご挨あい拶さつしなくちゃ。そうそう、あの犬──白びやく夜やだっけ──も家族の一員だし、おれの顔を覚えてもらわなくちゃね」

「申もうし訳わけありませんが」と硬い声と表情で言ったのはみづきだ。「一馬さんは群雲家とここの聖堂の統とう括かつを兼任していただくことになりますので、時間はあまりございません」

「ございませんって……お茶の用意をしてくれたのはそっちじゃないかよう」

「ともかく、すぐに聖堂へご案内いたします。こちらへどうぞ」

　口を尖とがらせた一馬にも構わず、みづきはマイペースに話を進めると、そのまま応接室から出ていった。こうなると無む論ろん、一馬の言い分などまったく通らない。経けい験けん上じよう、それを知っている一馬は「くっそお」と毒づくと、カップに残った最後のひと口を呷あおると彼自身も席を立った。

「あ、待って」

　美み亜あがさらにそれを追いかける。ケーキのことは断だん腸ちようの思いであきらめたようだ。

　ばたばたと騒さわがしい足音が遠ざかっていくと、モトコはさっそく片づけに入った。しばし無表情を保っていたが、いきなり「ぷっ」と噴ふき出すや、

「あはははっ……ははっ……ははははっ」

　大声で笑いはじめ、ドアの辺りに立っていた旦だん那な──四し郎ろうをぎょっとさせた。

「な、何ですか、いきなり」

「何って、もちろん、みづきお嬢じようさまのことよ。あー、おっかしい。大人おとなびていらっしゃると思ったら、変なところで子供なんだから」

「それは……まあ、さっきは確たしかにびっくりさせられましたが。そんなに笑うところですか？」

「あの坊やが浅あそ生うくん？」モトコは突然別のことを口にした。「ふうん。まあ、人っていろいろあるものよね。わたしも人のことはとやかく言える口じゃないかも。ね」

　と、ウィンクする。四し郎ろうの化ばけ物ものじみた顔はますます困こん惑わくの色を深めた。




　その三時間後。

　草くさ薙なぎ家けの地下室から出てきた一かず馬まは、疲労困こん憊ぱいを極めていた。無む論ろん、霊力イイロ統とう括かつ作業の直後だ。草薙家の聖堂である、石いし壁かべに囲われた四方二メートルほどの一室はさながら中世の城にある監かん獄ごくじみていて、そのうち石と石の合間からゆらーっと亡ぼう霊れいが染み出てきそうな感じさえし、一馬は少しも落ち着くことができなかった。

　ともかくも、孤独な作業を終えたときには、窓の外は真っ暗になっていた。

「お食事になさいます？　お風ふ呂ろがお先？　いいえ、それとも……あ・た・し？」

「うーん……。何か、一回横になりたいんだよね。ちょっとの間でもさ」

　メイド姿で出迎えた美み亜あを無視して、一馬はその奥で待っていたみづきに声をかけた。

「わかりました。ご案内いたしましょう。夕食は一時間後でよろしいですか？」

　と、みづきが歩き出そうとしたとき、

「あたしがいくー」

　妙に幼い声がした。一馬の疲れきった表情が、一気に恐怖のそれへとすり替わる。みづきの後ろからぴょんっと跳とび出してきたのは、草薙なつきだった。胸にやはりあの遊星からの物体を抱えている。

「ね？　あたしが、お兄ちゃんをご案内したいの。いいでしょう、お姉さま？」

　みづきのスカートを引っぱりながら、甘い声と仕し草ぐさでおねだりする。「え、え」とみづきは珍しく戸惑っている様よう子すだ。

「さっき、お兄ちゃんとも約束したのー。あたしがお世話するんだって。ねえ？」

　ちらっと一馬を窺うかがう。血管がきゅうッと収しゆう縮しゆくしていくのを一馬は感じた。首筋に冷たいものを感じながら、

「う……うん」

　と頷うなずく。

「まあ」みづきは驚おどろき、それから従妹いとこを見つめていた目線を少し上げて、「すいません、一馬さん。よろしいですか？」

「う……うん」

　さっきと同じ返事を機き械かい的てきに返す一馬。その後ろにいた美亜は小声で、

「お……お兄さまったら……メイドのあたしより、ロリータとのいけない関係をお選びになるのだわ！」

　と嫌味いやみを言った。いつの間に親しくなったんじゃいボケ、と本当は言いたいのだ。手ェ早いのう、われえ。

　そんな妹の言葉裏は読める一かず馬まだが、しかし彼女と五つ歳としの違う少女の考えまでもは読めない。この娘……何を考えている？　なつきは目を細め、きゅっと唇の両端を吊つり上げて微笑ほほえんでいる。とても愛くるしいその微笑みはしかし、人形のそれに似ていて、見ようによってはとても冷たく、無む機き質しつで、見るものを不安のどん底に陥おとしいれそうでもあった。

「じゃ、いこっ、お兄ちゃん」

　一馬の手を取ったなつきはとても嬉うれしそうに跳とびはねて、ひだの多いプリーツスカートをなびかせながら歩き出した。むうう、と美み亜あが険悪そうな鼻息を洩もらす。自分より「妹具合」がよくできていたからだろう。

「お部屋、わかっていますね？」

　みづきがそう声をかけるのを、「わかってまーす！」と小さく手を振って応じたなつきは、そのまま一馬の手を引いていった。

「あのなつきが、初対面の人とあれほど親しくなるだなんて」みづきが感心したようにつぶやく。「これも、人ひと柄がらというものかもしれませんわね」

「うーん、そっかなあ……」

　一方の美亜は首をひねった。これ以上ないくらいに。みづきはその美亜をちらりと見やって、

「美亜さんもお泊まりになります？」

「えっと、どうしよっかな」

　悩んでみせながら、実は心中ほくそ笑んでいる美亜。群むら雲くも家けで出された、旅館の料理にも似た豪勢な和食もよかったが、草くさ薙なぎ家の食卓にはいったいどんなものが並ぶやら、だ。やっぱり館やかたの雰囲気に合わせた洋食だろうか。フレンチ？　それともイタリアン？

「ちょうどよろしいですわ」みづきはひとつ手を叩たたいた。「七時に新にい山やま食品の社長さんとその息子さんがいらっしゃるんです」

「はい？」

　新山食品とは草薙グループの傘さん下かにある食品会社のことだ。社長の血筋は草薙の分家に当たる。話が読めず、美亜がきょとんとしていると、

「二七になられるその息子さんは確かまだおひとり。美亜さんも確たしかまだ、決まった方はいらっしゃらないはずですよね？」

　何やら雲行きが怪しくなってくる。げげっ、と美亜はあとずさった。

「え、えーと、あのう。そういう話はまだ早すぎるかなー……って」

「別にいますぐお話を進めようというわけではありませんよ。何といっても、美亜さんは浅あそ生う家の跡取りですからね。その方かたが婿むこ養子に入っていただけるのかということもありますし……」

　思いっきり話を進めている。一族の盟めい主しゆ家、それも跡取りとなれば、確かに早いうちから婚約者が決まっていたっておかしくはない。美亜の場合、ずっと跡取りのはずだった一馬が違う家の生まれであることが判明したのがつい最近のため、そうした自覚が紙のように薄うすかっただけなのだ。

「どうでしょう。お食事をしながら顔を合わせるだけでも。そんな、堅苦しい席にはいたしませんから」

「あははは」

　美み亜あは意味もなく笑いながら、あとずさっていた。どうやら、草くさ薙なぎ家けのご馳ち走そうはあきらめたほうがよさそうだ。




「あ、あのさあ」

　一かず馬まは何度目かのチャレンジを試みていた。絨じゆう毯たんの敷しかれた廊下を歩きながら。

「びゃ、白びやく夜やだっけ。あの犬。名前つけたの、なつきちゃんだって？」

　しーん。

　一馬の数歩先をいく草薙なつきは、ぬいぐるみを抱えたままとことこ歩いていく。その無関心ぶりはいっそ感心するくらいで、知らない人が見たならきっとなつきは耳が聞こえていないのだと勘かん違ちがいするだろう。腰まで届きそうなほど長い髪が揺れている。ひと房ふさ編あみこんだぶんを頭に巻きつけ、それを赤いリボンで飾っていた。

「い、いい名前だよね」

　黒色のラブラドールレトリバー──いわゆる黒ラブと呼ばれる種類だ──に白夜と名づけるのも、ほとんど嫌いやがらせかと思われるセンスだが、もちろん一馬はそれを茶化ちやかしたりなどしなかった。

　ご機き嫌げんを損ねるわけには絶対にいかない。何としてでも、きっかけをつくって仲よくならなければ──せめて、嫌われている理由のひとつでもわかれば──と考えていたとき、ふと一馬は自分たちが裏庭のほうへ出ているのに気づいた。

「ありゃ？」

　と思ったものの、口には出さず、相変わらず一定の距きよ離りを保っているなつきに黙だまってついていく。と──、ぴたりとその足が止まった。

「ここよ」

　振り向いたその顔は、無む論ろん、「あたしがいく」とみづきに案内をせがんでいたときの笑顔えがおではない。といって、初対面のときの無表情とも違う。小首を傾かしげたまま、半目を閉じて顎あごで促うながすようなその仕し草ぐさは、あきらかに一馬を見下していた。

「うぬ」

　と一馬の頭に血が昇りかける──が、なつきの抱えているぬいぐるみが視界に入るや、多量の血は一いつ瞬しゆんにして怒りごと凍りついた。駄だ目めだ。感情的になっちゃいけない。

「ちょっと待ってて」

　言うなり、なつきはその場から駆け去った。一かず馬まとしては待つしかない。しかし……ここって？　裏庭は意外にも狭苦しい。ひとつ、背丈の低い、小さな小屋があった。というよりも、これはどう見ても……。

「はい」

　いつの間にか戻ってきたなつきが、一馬に何やら差し出した。ろくに考えもせずに受け取ると、それは箒ほうきとちり取りだった。当然、一馬としては、

「うん？」

　となる。

「うん？　じゃないでしょ。自分の住む部屋くらい、自分できれいにしなさい」

「ああ、なるほど……って、何ィ!?」

　ぽんと掌てのひらに拳こぶしを打ちつけた一馬は、次の瞬しゆん間かん、目をひん剝むいた。『自分の住む部屋』って、だからこれは、どう見ても──。

　が、またもなつきは姿を消していた。いろいろ忙しいようだ。ひとりでぽつんと立ち尽くしているわけにもいかない。そうだ、これはなつきが与えた試練なのだ。そう思うことにしよう。でなければ、地べたに屈かがみこんで、そのどう見てもアレな小屋を、自分が住むための掃除などできるものではない。きっと、おれを試しているのだ。すべて終わったら、「よく頑張ったわ」と言って、おれへの理由なき反抗をやめてくれるに違いない。そうさ。そうに決まってる。ぐすん。

　小屋の中は土や砂、果ては糞ふん尿にようにまみれていた。それも人さまのものではない。敷しき詰められた藁わらを搔かき出し、隅々まで箒で掃いたあと、おそらく代わりのためにと小屋近くに積んであった新しい藁を中に詰めこむ。

「ふう」

　とひと息ついたとき、

「よく頑張ったわね」

　いきなり背後から声をかけられた。びっくりすると同時に、やはり、と内心で嬉うれしくなる。そうさ、わがままなお姫さまにはよくあるパターンだ。他人ひととのコミュニケーションに慣なれていないから、つっけんどんに用事を押しつけたりして、相手がそんな些さ細さいな悪戯いたずらに怒るかどうか試すのだ。つまり、終始ジェントルマンだったおれは見事合格。満面の笑顔えがおで振り向いた一かず馬まは、

「わっ」

　跳び上がった。そこに、真っ黒い犬が鎮ちん座ざしていたからだ。

　こちらを見つめ返す、茶色のつぶらな瞳ひとみ。知性を窺うかがわせる精せい悍かんなマスクをしているが、はっはっ──と息を吐きながら覗のぞかせる白い牙きばは野生の面おも影かげを残して鋭するどい。背丈は五〇センチほどか。

「よかったわね、白びやく夜や」声はそのさらに後ろから聞こえた。「あなたの寝ね床どこ、きれいになったわよ。お客さんがいるけど、気にしなくていいからね」

「ど……どういうことかな？」

「あら、あなたも気にしないで。誰だれか近くにいると眠れない、なんてデリケートなタイプでもないでしょ。見た目でわかるわよ、そんなもの。白夜は歓迎してくれてるみたいだから、気を遣つかわなくて結構よ。さっさと寝たら。横になりたいんでしょ？」

　ぽんぽんぽん、と弾はずみよく言葉を畳みかける。

　一かず馬まが硬直したその足元で、白夜が当たり前のような顔をして、きれいにしたばかりの犬小屋にのそのそ入っていく。「よっこらしょ」という感じで腰を落ち着かせ、こちらへ向けた頭を地べたにつけた。

　生ぬるい風が吹いた。

　小屋の入り口を見やる。確かに犬一匹の寝床にしては広いほうだが、しかしさすがに犬と人間が仲よく同どう衾きんできるスペースはない。そういう問題でもないような気がするが、ともあれ、いまの一馬にできることなどたったひとつだ。

　なつきを叱しかり飛ばすのだ。子供だからといって、目上の人間に対して悪戯いたずらが過ぎる。きっと甘えたい放題で育ってきたのだろう。ここは大人おとなとして、たとえ嫌われようとも心を鬼にする必要がある。他ほかならぬなつき自身のために。何を恐れることがあろう。男、浅あそ生う一馬一六歳さい。腐っても武士であります。

「やい、こら」

　一馬は怒ど鳴なりつけた。つぶらな瞳ひとみがこちらを見上げる。その、大人しげな風ふう貌ぼうが一馬を調子づけた。

「そこをどけ。掃除をしたのはおれだぞ。今夜、そこで眠る権利はおれのほうにある。おお!?　欠伸あくびなんぞしやがって、聞いとんのか、こら」

　ちなみになつきはすでに立ち去ったあとだ。つまり一馬が怒鳴りつけているのは、

「ぐるるる」

　といきなり、険悪そうな唸うなりを発しはじめた白夜のほうだった。眉み間けんから鼻にかけて凶悪なしわが寄っている。

「お、お、お!?　何だ、その顔は。人間さまと勝負するってか。いい度胸だ、この犬畜生。いくぞ！」

　一馬は鬨ときの声をあげると、頭を低くした臨りん戦せん態たい勢せいの白夜めがけて跳びかかっていく。

　一夜の褥しとねを賭かけた、畜生と人間との壮絶なバトルがはじまった。




「お兄ちゃん、疲れたからもう寝るって。お食事はいらないみたい」




　三〇分後。

　犬小屋では、白びやく夜やがすやすやと寝息を立てていた。

　そのすぐ近く、一かず馬まはボロ雑ぞう巾きんのようになって横たわりながら、「しくしく」と泣いていた。

　それを窓から見下ろし、「ふふん」と笑っているのがなつきだった。

「あなたもさっさと逃げ帰りなさい、浅あそ生う一馬」

　住宅街の夜は静けさに満ちている。長い髪を指の先で弄いじりながら、なつきは半月状に目を細めた。

「みづきお姉ねえさまに、むくつけき男など似合わない。近づく男はただのひとりも許さないわ。浅生一馬──あなたは特にね」

　両腕に抱えられたぬいぐるみの、取れかかった目玉の部分がほんの少し揺れていた。










四章「姫君は仁義がお好き」













１──

「群むら雲くも壬み琴ことさんですね？」

　と、突然車の中から声をかけられる。開いたウィンドウの奥から、顔を見せたのはひとりの紳士。

　あわてた様よう子すで、

「お父さまが突然倒れられました。急いで病院へ！」

　とドアを開ける。

「わあ、そりゃ大変だ」

　と答える壬琴はなぜだか棒読み口調だ。そのまま乗りこむ振りをして、ドアを開けてくれたそいつを思いっきり中へと蹴けり入れる。何すんじゃい!?──と抗こう議ぎする間もないままに車内が騒さわがしくなり、隠しておいたらしい銃や刀剣がわらわらと散乱していく。

「ちくしょう！」

「こうなったらやっちまえ！」

　これも隠れていたらしい数名が車から降りてきて、壬み琴ことを力ずくで拉ら致ちしようとするのだが、

「ぶげっ」

「ぐあっ」

「ほげらっちょ」

　それぞれ、顔を陥かん没ぼつさせたり、あばら骨を折ったり、失神したり。その間、約数秒。相手が相手なだけに壬琴も手加減がない。というよりも、手加減してたらこっちの命タマが危ないぜ、的な世界なわけでして。

　ここ数日、そんなことが日常茶さ飯はん事じになっていた。だから今日の放ほう課か後ご、校門前にいかにも怪しげなワゴン車が停とまっているのを見つけたときには、

　──ああ、今日は人数揃そろえてきやがったな。

　などと、女子高生にあるまじき発想をしてしまう壬琴さんであり。用心しいしい近づこうとしたとき、そのワゴン車がゆっくり走り去ったときには「ありゃ？」とむしろ拍子抜けしてしまったほどだった。

　が、数秒もしないうちにワゴンは急停車した。壬琴の少し前を歩いていた天あま津つ学園の女子生徒の傍かたわらだ。開いた窓から、すっと腕が伸びて彼女の手を引き、強引に中へ連れこもうとする。

　ちらりと覗のぞいて見えたパンチパーマはどう見てもカタギの職しよく業ぎようではなさそうで。

　──人質か!?

　閃せん光こうのように頭をよぎったその考えが、壬琴の足に全力疾しつ走そうを命じた。自分ひとりに災さい難なんが群がるのはまあ家庭の事情ゆえある程度は仕方ないが、さすがに無関係の人間を巻きこむわけにはいかない。

　すぐさま駆け寄った壬琴は、ウィンドウから少しだけ覗いていたパンチパーマに有う無むを言わさぬ全力パンチを見み舞まった。「ぐげ」と退ひいたその頭の代わりに、反対側の窓を開けて出てきたダボシャツ姿の男に先制の蹴けりを放つ。よけられた。あたかも壬琴を中心に円を描くかのように移動したその男は、即座に壬琴の背後に位置する。ボクシングのフットワークに似ていた。

　そのまま羽は交がい絞じめにしようとした男の顔が、なぜか一気に青ざめる。壬琴は前に放った蹴り足を地面に叩たたき下ろすや、それを軸にした後ろ回し蹴りを股こ間かんめがけて放っていたのだ。

　言葉もなく悶もん絶ぜつする男を尻しり目めに、壬琴はうずくまっている女子高生の肩を叩いた。

「大丈夫？」

　返事はない。おびただしく震ふるえる背中は壬琴の手をも拒絶するかのようだ。

「ごめんね、ひょっとしたら、あたしのせいで……」

「そうよ、あんたのせいよ！」

　くるりと振り向いた女子高生の手にはナイフが握られていた。ぎらりとした光が斜めに壬み琴ことの視界をよぎる。反射的にバックステップを踏んだのだが、足もとに転がっていた空き缶かんに足を取られて後ろに転倒してしまったのだ。

　よく見ると、女子高生は、『女子高生（？）』だった。かっこクエスチョンかっこ閉じの部分は、濃こい化粧でかろうじて覆おおい隠している感じ。つまりは、一〇代どころかひょっとしたら三〇代の可能性さえあるわけで。

「あんたさえいなくなればぁーっ！」

　鬼女の形ぎよう相そうとなった『女子高生（？）』は、両手に持ち替えたナイフを力いっぱい突き下ろそうとする。壬琴は咄とつ嗟さに相手を蹴けり飛ばそうとして──ぎょっとなった。股こ間かんを蹴られ、悶もん絶ぜつしていたはずの男が壬琴の背中を後ろから押さえていたのだ。さすがに顔から血の気が引いた。

　きらめきが壬琴の胸めがけて落ちる──。

「待った」

　さびを含んだ声とともにぴたりときらめきが停止した。横合いから伸びたたくましい腕が、女の腕を摑つかみ取っていたのだ。

「……何の真似まねだ」

　と訊きいたのは、なぜか壬琴のほうだった。

「こういうことも、あり得るかと思ってな」

　そう言った腕の主は、十と拳つか征せい司じだった。「おい！」と彼が声をかけると、そのさらに背後から現れた十拳の組員らしいものたちの手によって、倒れている男二人や、『女子高生（？）』が捕えられていく。

「あたしを見張ってたのか？」

　そうにらみ上げると、征司は「はっ」と笑ってかぶりを振った。

「天下の群むら雲くも組ぐみのお嬢じようさんは、助けられても礼はなしか？」

「助けてくれと言った覚えもないし、群雲の看板をしょってるつもりもない」

「へえ？　誰だれが信じてくれるんだろうね。浅あそ生う一かず馬まとの婚約を利用して、盟めい主しゆ家けに居座りつづけようって魂こん胆たんを抱いていやがるくせして。たとえおまえにその気がなかったとしても、誰も生まれなんぞ否定できやしないのさ。おまえをやくざの娘として見ないのは、それを知らない連中だけだ」

「だから、おまえはやくざになったのか？」壬琴は嘲あざ笑わらうように言った。「生まれなんて関係ない。ただ、自分自身が道を選ばなかっただけの話じゃないか」

「関係ないなんて、いまのおまえがそれを言える立場だとは思えないがね」

「あたしは……！」

　反論しかけて、壬琴は唇を嚙かみしめた。スカートの裾すそを払いながら立ち上がる。やはり征司の背は伸びていた。昔は並んでもいつも見下ろしていたのに、いまはほとんど目線の高さがいっしょだ。征せい司じはこれも三年前とはまるで違う、切れ味の鋭するどい視線を幼おさな馴染なじみに当てながら、

「隠していたつもりだろうが、おまえの父親は知っていたぞ。ここ数日、おまえまでも狙ねらわれてるってことをな。……ま、他ほかの組が動いている原因があの浅あそ生う一かず馬まにある以上、おまえの身に危険が及ぶのはわかりきってるがね」

「…………父親？　また会ったのか」

「ああ。ついさっき、泣きついてきやがったのさ。うちに、喧けん嘩かの仲裁を頼みによ」

「何だと!?」

　壬み琴ことは狼ろう狽ばいして大声を出した。征司の父親である十と拳つか学まなぶは以前、群むら雲くもの若わか頭がしらだった男だ。が、貴たか文ふみのやくざとしての気き概がいと手腕のなさを嘆なげいて、一〇〇名以上もの組員を引き抜いて独立した。それだけでも貴文はやくざとしての名を貶おとしめたといっていいのに、さらには苦境に立たされるあまりにその十拳に泣きついたという。おまけに、いまその十拳学は病気療りよう養よう中ちゆうという話だから、事務所にもいないはず。つまり、貴文が泣きついた相手とは他ほかならない、壬琴の目の前にいる征司自身だった。

「あの……馬ば鹿か親父おやじ……また中ちゆう途と半はん端ぱに……しやがって……」

　ぎりぎりと歯を嚙かみ鳴らす壬琴に、

「壬琴。もう、群むら雲くも家けのことはあきらめたらどうだ」征司は言い放った。「群雲にはもう、やくざとして立たせるメンツは残ってねえよ。将来もねえ。あの浅生を引きこもうとしたことで、むしろ他ほかの天てん昇しよう会かい系列の組にまで火種をまいちまったんだ。もう盟めい主しゆ家であることもあきらめたほうがいい。そのほうが、余計な争いは起こらずに済む」

「あたしは別に、こだわってなんかない。やくざ同士、好きにしたらどうなんだ」

「そうか？　本当に？」

　征司の追求から、壬琴は顔を背けた。そんな彼女に、征司はさらなる追い打ちをかける。

「それとも、本当に浅生一馬が好きなのか」

「ぶっ！」

　とおつゆを噴ふき出した壬琴は、顔を火のように燃え立たせて、

「ふ、ふざけるな。今度そんなこと言ったら、承知しないぞ！」

　と殴りかかる真似まねをした。いつもはそれで引くはずだった。風を巻くようにして拳こぶしの下から逃げていくのだ。一馬も……三年前の十拳征司も。

　そして、いまはもちろん三年前ではなかった。

　振り上げた拳が手に包まれた。征司の顔は、さっきよりも近い距きよ離りにまで迫っていた。

「なっ……」

「変わらないな」征司の囁ささやきが、そっと壬琴の睫まつ毛げを震ふるわせる。「ずっと、変わらない」

「……おまえは、変わったよ」

　壬み琴ことは拳こぶしを引き抜こうとした。が、征せい司じの握力は存外に強くてなかなか振りほどけない。

「犬が嚙かみついてきたって、蹴け飛とばすのが嫌いやだって理由で、ずっと泣きながら耐えていたおまえなのに。あんなに優やさしかったおまえが、どうしてやくざなんて──」

「優しかったんじゃない。弱かったんだ。だから強くなりたかったんだよ。あの頃ころからな」

「やくざが、強くなることか？」

　言い返しながらも、どこか弱々しいのは、三年前とは様さま変がわわりしたとは言え、やはり間近に見たその顔は、長い時間をいっしょに過ごした少年の面おも影かげを強く残していたからだ。

「それだけじゃない」

「お、おい」

　さらに征司は顔を近づけてきた。そして、

「壬琴、おれといっしょになれ」

　手を振りほどこうとしていた壬琴の動きが瞬しゆん間かん、硬直した。啞あ然ぜんとするその顔に、征司の落とす影かげが侵食範はん囲いを広げていく。

「おれは近い将来、必ず盟めい主しゆ家けの座を手に入れる。そのおれといっしょになれば、群むら雲くもだってメンツを保てるはずだ」

　壬琴の目に、そのときなぜか征司の双そう眸ぼうが青白い光を放つのが見えた。奇妙な圧迫感が胸を締しめ上げる。それは目に見えない鎖くさりとなって、壬琴の手足をも縛しばりつけていた。

「そのために──強くなるために──おれは、何でもやったんだ……」

　──な、何!?

　壬琴は愕がく然ぜんとした。と同時に、恐れおののく心が気弱そうな表情を浮かばせる。征司の手はいつの間にか壬琴の顎あごを摑つかんで固定していた。

　──い……。

「いや……」

　唇から洩もれた声。吐と息いき。それを丸ごと吸いこむかのように、征司の唇がそっと……。

「あーっ！」

　突然、湧わき起こった黄色い声が少女の呪じゆ縛ばくを引き裂いた。壬琴ははっとして、征司の胸を突き飛ばして離れる。

「み、壬琴さんがー！」

「変質者に襲おそわれているわ！」

「みんなで助けるのよ！」

　天あま津つ学園の女子生徒たちだった。そういえば、ここは学園の校門近くなのだ。壬琴を宝ジェンヌのように崇すう拝はいする中等部の女子生徒たちは、鞄かばんやら石やら、とにかく手当たりしだい、近くにあるものを征司に投げつけた。

「わっ、たたっ、な、何だよ、くそっ！」
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　あわてふためいて壬み琴ことから離はなれながら、征せい司じは待たせておいたらしい車のほうへと走った。乗りこむ寸前、壬琴に指を突きつけて、

「忘れるな、壬琴！　おれといっしょにならない限り、群むら雲くもに未来はないぞ！　よく考えろ。このまま、血なまぐさい争いに……あいたっ！」

　なぜか転がっていたらしいスパナをぶつけられ、鼻から血を噴ふき上げた征司は何事か大声で毒づいてから助手席に乗りこんだ。そのまま黒い車体が遠ざかっていく。

「壬琴さん、大丈夫ですか!?」

　駆け寄ってくる女子生徒たちに、「あ、ああ、ありがと」とお礼の言葉を述べながらも、壬琴はまだ車の消えた方向を見やっていた。

　それから、「壬琴自じ警けい団だん」を結成しよう、と鼻息も荒い彼女たちを必死で制しながらも、壬琴は自宅へ急いだ。




「おい！　十と拳つかに泣きついたって、どういうことだ！」

　一階の事務所に飛びこむなり、いきなり父親に怒ど鳴なりつけた。デスクの上で書類整理をしていた群雲組組長・貴たか文ふみがふと顔を上げる。こういうとき、老眼でもないくせに眼鏡めがねをかけているのは真面目まじめそうに見えるからだという。やくざなのに。その眼鏡の下から上うわ目め遣づかいに娘を見やりながら、

「やあ、お帰り」

「お帰り、じゃない！　質問に答えろっ。娘と歳としの変わらない男に頭を下げたのか！」

「まあまあ、ずいぶん聞こえが悪いな、そりゃ。もともと、十と拳つかだってうちの〝祠ほこら〟を狙ねらってたんだし、うちやうちの娘が襲おそわれたといったら、真っ先に疑われるのは十拳だよ。さすがにその汚名を一身に負うつもりはないらしくて、相手も快く引き受けてくれたんだ」

「何を？」苛いら々いらと指を嚙かんで壬み琴ことは訊きいた。「十拳が手打ちの指揮を執るっていうのか？」

　泣きついた事実は知らされているのか、事務所にいた他ほかの組員たちはさすがに苦い顔つきをしている。が、貴たか文ふみはいたって普通の口振りで、

「いいや。今回、手打ちといったって、表立っての抗争にまでは発展してないからね。疑わしきは天てん昇しよう会かい系列の組全部だけど、そいつらの雁がん首くび並べて、『はい、喧けん嘩かはおしまい』ったって、うちはやってない、うちもやってない、の一点張りで手打ちにもならんだろ。むしろ言いがかりつけやがって、なんて言われ、挙あげ句くにゃ余計な争いを増やしかねない。だからさ、いっそのこと天昇会会長の前で、おまえと一かず馬まくんの婚約を発表しちゃおうかって」

「ああ」

　と壬琴は頷うなずいた。パパはニヤリとして、

「悪くない考えだろ？　ちょうど明日が会長の誕たん生じよう日びだから、うちがその祝いの席を設けることになったんだ。そこに組長全員集めて、婚約を大々的に発表すれば、さすがに他ほかの連中も派は手でな動きはできなくなる。会長が仲人なこうどやってくれるなら言うことないんだけどなー。まあともかく、誕生日までの段取りを十拳が全部調ととのえてくれてね。おまえも今日は準備しときなさい。なに、服やらそういったものは母さんが全部用意しといてくれるから」

「そうか。それなら……って、この馬ば鹿か親父おやじ！」

　大人おとなしく聞いていた壬琴は突然、一匹の女め豹ひようと化して父親に跳とびかかった。組員たちが止める間まもなく、

「もう勘かん弁べんならない、このまま死ねっ！」

「あたたっ、痛い痛い、何をするんだ壬琴、放しなさい、腕を嚙かむんじゃない、殴るな、引っかくな。おごごごご、腹を蹴けるのもいいだろう、おお、今度は関かん節せつ技わざで来たか。それもいい。腕の一本はくれてやる。しかし、しかしだ、壬琴。他の何をしても、髪の毛を引っ張るのだけはやめなさい。いかに愛する娘といえど、パパはそれをされたら本気で怒るぞ。おまえは知らんだろうが、パパは二、三年前からそれをされたら洒落しやれにならなくなるのだ。いたた、だからやめろと言っとろうが。髪の毛を押さえているわたしの手を取ろうとするな！　半年前まではママにも内緒にしていたんだぞ！」

　実に壮絶な戦いがくり広げられていく。

　数分後、ようやく動きも収まり、お互い、はー、はー、と息も荒くにらみ合っていると、

「おまえにもわかってるだろう、壬琴」

　ずれた前髪を元に戻し、ヘアスタイルを整えながら貴たか文ふみは言った。

「いまのままでは、おまえだけでなく、お友達にだって被害が及ぶかもしれん。何しろ、我々は悲しいくらいにやくざなのだからな。相手も手段は選ばんだろう」

「諸悪の権ごん化げが何を偉そーに」

「だから、会長への婚約発表はそれを喰くい止める唯ゆい一いつの手段なのだ。いいな？　わたしだって、組を去った十と拳つかに頭を下げるのは辛つらかった。おまえの言うように、相手は一七歳さいの子供なんだぞ。もともとの〝祠ほこら〟の所持者だった剛ごう田だ家けにすべてを託すというのも複雑だ。だから壬み琴ことも我慢しなさい」

「はーい……って、言うと思ってんのか！　大体、明日って何だ。一かず馬まは明日、草くさ薙なぎ家のほうの任務があるんだぞ！」

「それなら大丈夫、抜かりはない。きちんと向こうさんに話は通してあるから、夕方までには一馬くんをこっちによこしてくれるはずだ。おまえは余計な心配はせず、自分の準備だけしていればいい。いいな？」

「いいな、じゃねえ！」

「あたたた、だから髪の毛はやめなさい！　命のひとつや二つはくれてやるから、それだけはやめなさい！」

　親子水入らずの時間がしばし過ぎ去ったあと。

　外はもう、すっかり夕暮れの黄こ金がね色いろに包まれていた。

　奇妙な形をした岩が円を成して群がるその中央、頭上の木々から血色の滴しずくとなってこぼれ落ちてくる陽ひ射ざし。長く、いびつな形に重なり合う奇岩の影かげが、聖堂の前に立ち尽くす壬琴の表情をも暗くさせていた。

「……ったく、あの馬ば鹿か」

　地面を蹴けっ飛ばす。頰ほおの辺りが少し赤くなっていた。親父おやじが嫌いやがるものだから、意地になって頭に跳びつこうとしたら、最後はさすがに他ほかの組員たちに力ずくで止められたのだ。もちろん彼らだってアレのことは気づいちゃいるはずだが、この先、見て見ぬ振りをしているのが辛くなるからだろう。

「好き勝手しやがって。……いつもは半はん端ぱなくせして、こういうときに限って徹てつ底ていしようとするから、色々無理が生じるんだ」

　壬琴はもちろん、やくざが好きなわけではなかった。幼い頃ころ、父はサラリーマンをやっていたから、そういう世界に馴な染じむのが遅かったこともあるし、そもそも、暴力で人を脅して成り立つような職しよく業ぎようを職業とは認めたくなかった。

　が、それより何より、壬琴はまず父親が嫌いだった。何をするにも中途半端。サラリーマンもずっと平社員のままだったようだし、やくざになってからも、争いを恐れて分家の下についたり、はたまた十拳の独立を認めたり、そして同じ理由で群むら雲くもを大きくする気き概がいを見せることもなく──。

　やくざが自分に合わない、とは常つね日ひ頃ごろからの貴たか文ふみの口くち癖ぐせだった。なら他ほかに何が似合うのか、という突っこみはさておいても、そんなにやくざが嫌いやで、自分には向いていないという自覚があるのなら、最初から断ればよかった。それなのに、伯父おじに群むら雲くもの組長になるよう頼まれたときも、ほとんど抗弁しなかった記き憶おくがある。頑として首を縦たてに振るべきではなかったのに。

　母親の圭けい子こは、夫については半ばあきらめているようでもあり、あるいはすべて承知の上でついていっているようでもあり。が、壬み琴ことは性格が性格だから、父親のそんな半はん端ぱな姿勢が許せない。いつ頃からだったろう。いっしょの食卓につくのさえ嫌になったのは。壬琴が小学校で男子十数名を相手に喧けん嘩かをしたとき、病院送りになった児童の親たちを前に土ど下げ座ざしたときからだろうか。

　貴文の職業がやくざだということを知っていて、ずっと表情がこわばっていた父兄たちは、白けたように顔を見合わせていた。さすがに怒ど鳴なるもならず、申し訳わけ程度に非ひ難なんする言葉を口にしたあと、逃げるようにその場を去っていった。

　壬琴は最後まで頭を下げなかった。だからなおいっそう悔しかった。情けない父親が嫌だったのではない。喧嘩の理由も聞こうともしないで、ただその場を収めるためだけに頭を下げた父親が許せなかった。

　悪いことに、壬琴が嚙かみついて怪け我がをさせた児童の中には、十と拳つか征せい司じの姿もあった。もちろんそこには父親の十拳学まなぶもいた。彼は、土下座をする組長の姿をどう見たのだろう。関係があるのかわからないが、彼が組を離はなれたのはそのおよそ三ヶ月後だ。

「征司──」

　ふと、胸をどきりとさせた壬琴は地面を蹴けろうとした足を止める。ほんの少しの距きよ離りにあった幼おさな馴染なじみの顔。唇と唇は、そよ風が吹き抜けるぶんくらいの距離しかなくて。

「くそっ……」

　さっきよりはいくぶん弱々しく、壬琴は止めていた足で地面を蹴った。

　中等部に入って、ひとり暮らしをするようになってからは、父親ややくざのことなど考えもしなかった。そうして久しぶりに会った父親はいまだに半端なやくざをやっていた。一かず馬まを利用し、娘をも利用して、中途半端にぶら下げたままの看板を守ろうとしている。

　取っ組み合いをしたときのことが頭をよぎり、壬琴は身体からだ中じゆうに血が騒さわぐのを感じた。もっと早いうちから、そしてもっと徹てつ底てい的てきに打ちのめしてやればよかった、とさえ思う。そうだ。いまからでも遅くない。一馬にこのことを話そう。〝祠ほこら〟の任務だけは逃れられようもないだろうから仕方ないが、やくざの事情に巻きこまれるのはもう嫌だ。何とか父親を、拳こぶしを交えてでも説得し、自力で事態の解決を図るように言ってみよう。

「遅いな、あいつ……」

　壬琴は暗くなりかけた周囲を見渡しながら毒づいた。岩から伸びていた影かげもいまやすっかり暗がりに埋没している。

　そりゃやくざの家よりは、みづき姐ねえのいる草くさ薙なぎ家けのほうが居い心地ごこちはいいだろうけど……。そう思いかけて、また地面を蹴けった。

　と、

「壬み琴こと？」

　坂道の下から声が聞こえてきた。振り向くと、一かず馬まがちょうど聖堂のほうに登ってくるところだった。何となく壬琴はほっとした。

「遅いよ。昼には帰ってくるはずだったろ？」

「犬小屋の近くに新しい小屋をつくっていたから……でも意地悪されて、他ほかの用事も言いつけられて……」

「あん？　まあいいや。とにかく、大変なんだよ。聞いてくれ。うちの馬ば鹿か親父おやじが……」

「ごめん……疲れてる……」

　長年つき添った夫みたいなことを一馬は言った。

「こっちはこっちで……やらにゃならんし。また明日は早くから……草薙家。なあ、婚約者だったら、あとで尻しりのひとつでも触らせて……くれ。それで……リフレッシュするから……安いもんだろ」

　いつもの軽口だった。が、なぜか壬琴はいつも以上にむっとした。

「ああ、あとで来い！　いくらでも触らせてやる！」

　肩をいからせ、驚おどろいた一馬がこっちを見るのにも構わず、坂道をひとりで下りていく。

「ああ、もう！」

　自分でも説明のつかない感情が次々と湧わき出てきて、壬琴は時々わけのわからないことをわめき散らした。

　……が、自分の部屋に戻った直後、本当に一馬が来るとやばい、と理性を取り戻した壬琴は、枕まくら元もとに木刀を忍ばせてから床とこについた。

　そのせいだけでもないだろうが、壬琴は長いこと眠れなかった。

　だから日にち曜よう日びに当たるその日、遅くに起きた彼女はすでに準備万端調ととのいつつあることを知って愕がく然ぜんとした。

「さ、壬琴。急いで準備をして。夜には会長のお宅へお伺いするのよ」

　圭けい子こが珍しくあわてた様よう子すで、家中をばたばた走り回っている。すでに一馬は草薙家へ出かけ、父親も仕事に出たあとだという。どちらも夕方には戻ってくる。婚約発表の「晴れの日」だというので、着つけやら化粧やら、やたらと世話を焼きたがる母親から逃れるため、壬琴は学校にいっていつものように女子ソフトボール部の練習などにつき合っていた。

　が、頭の中はいっこうに一連の出来事から離はなれなかった。

　昔、よく征せい司じとも野球をした。壬琴が女子の中ではずば抜けて強きよう肩けんだったため、同じ女子チームの中に彼女のボールを捕れるものがいなかった。だから壬み琴ことは、征せい司じに女装をさせてキャッチャーをやらせていたのだ。もちろん征司は泣いて嫌いやがった。それをもっと泣かせて強引に承服させた。

　そのおかげか、壬琴のチームは不敗を誇っていた。が、あるとき……。

　壬琴は頭をぶんぶん振って、放っておけばいくらでも湧わいてきそうな思い出を追いやった。いまは他ほかに考えなければならないことが山ほどあるのだ。今夜、下手へたをすればますます壬琴はこの世界から抜け出すことができなくなるのだから。

　どうしてやろうか、と壬琴は頭を切り替えて考えはじめた。さすがに会長の誕たん生じよう日びに、「実は婚約発表など噓うそです」とのたまいて、場を混乱させるのもまずい気がする。剛ごう田だ会長もいい気はしまい。ただでさえ群むら雲くも相手には複雑な心境だろうからだ。

「くそっ、何でやくざに気を遣つかわなくちゃいけないんだ」

　結局、家に戻る頃ころになっても明めい確かくな答えは出せずじまいだった。どうせなら、ろくでもないことを言わないうちに親父おやじを気絶させて「病気で来れなかった」とでも言い訳わけしようかとも思った。が、群雲が会長の誕生日祝いを取り仕切ると言い出したからには、組長の貴たか文ふみがいなければお話にならない。欠席の理由を勘ぐって、「顔に泥を塗られた」とまで考えるやくざだっているのだ。

「ええい」

　こうなりゃ、出たとこ勝負だ──と拳こぶしを握りしめたとき。

「た、大変だ！」

　事務所に組員が息せき切って飛びこんできた。そろそろ出発の時刻が近づきつつある頃で、ようやく落ち着いた圭けい子こが皆にお茶を淹いれていた。壬琴に手渡そうとしていた湯飲み茶ぢや碗わんが、次の組員のひと言で床ゆかに落ちた。

「オヤジが、オヤジが、撃うたれました！」

　最初、壬琴は彼が何を言っているのかわからなかった。こつん、という硬質の音を立てて転がった茶碗を見て、あ、案外頑丈なんだ、これならみづき姐ねえもあんなに無理して刀で拾わなくてもよかったのに、と思った。大体、あれは何で白いテープを巻きつけてあるんだろう？

「賭と場ばに、警けい察さつが踏みこんできやがったんです！　寛かん治じの奴やつが組長逃がそうと、警察に摑つかみかかって……大おお騒さわぎになっている間、ひとりになっていたオヤジは、何者かに……！　姐あねさん、じき、ここにも警察が来ます！」







２──

　階段の途中──、

「どちらへいらっしゃるの、お姉ねえさま？」

　声をかけられたみづきがふと立ち止まる。振り向くまで一いつ瞬しゆんの間まを要したのは珍しいことだ。おそらく見つからないようにしていたからだろう。

「まーた、そんな格好なさって。モトコさんに叱しかられるわよ」

　なつきは踊り場からみづきのほうに降りてきた。あとには尻尾しつぽを振り振り、真っ黒いラブラドールレトリバーがつづく。

「モトコさんはいまとてもお忙しくていらっしゃるみたいですから。一かず馬まさんにお茶でも、と思いまして」

「ふうん」

「一馬さんも今日はとても忙しいご様よう子す。いっときでも息を抜いていただかなくては」

　少し自慢げなのは、この前と違って黒い手袋をしているからだろうか。当たり前だが、別にそれがメイドのライセンスというわけではない。が、なつきはあえてそれを口にせず、

「でもでも、今日は休きゆう憩けい時間三〇分もないみたいだしィ、あたしが届けたほうがいいような気がするわ」

「お時間と何か関係が？」

　本気で不ふ思し議ぎそうにみづきは訊きいた。夕方から群むら雲くも家けでの用事があるというので、今日の一馬はここにいるほとんどの時間を霊力イイロ統とう括かつに費やさねばならなかった。普段ふだんは三、四時間を挟んで行うべきところを、三〇分の休憩のみを挟んで、二度にわたっての統括作業を行うのである。

　ちなみに、兄の送り迎えを毎日行っている美み亜あは、兄の作業時間は大体応接室でくつろいでいらっしゃる。クーラーの効いたその部屋で、いまも趣しゆ味みの少女漫画を読破中のはずだ。

「そ、それはね」

　なつきは口よどんだ。一馬が一昨日おとといの夜を裏庭で明かしたことなど、無む論ろんみづきは知らない。みづきが用意した二階の部屋には誰だれもいないのだ。素早く考えを巡らせたなつきは、すぐに瞳ひとみを猫のようにきらめかせて、

「そうそう、ご両親がいない以上、いま草くさ薙なぎ家の当主はみづきお姉ねえさまでしょ。歴史のある盟めい主しゆ家けの当主というのは、それ相応の責任があるのよ」

　顎あごに手を置いて頷うなずくみづき。ここまでは納得したようだ。となるとあとはすべてなつきのペースだった。そういう関係なのだ。

「こういうとき、当主のお姉さまがお茶なんてお持ちしたら、逆に相手が気を遣つかわれてしまうわ。せっかくの休憩時間なのに、それだとお兄にいちゃんがリラックスできないでしょ」

「そういうものですか……」

　なつきの飛ひ躍やくした論理にもみづきは頷いた。というより、しょんぼりうなだれた。なつきは勢いこんで、

「みづきお姉さまは世間知らずでいらっしゃるから、こういうことには疎うといのよね。いいから、こういうことは全部あたしに任せてくださればいいの。ね？」

　と、みづきの手からケーキとティーポットの載のったトレイを奪い取る。「世間知らず」と言われ、みづきの眉まゆ根ねがやや曇くもった。気に病やんでいる部分もあるのだろう。というより、いまなつきに諭さとされそうになっているのが他ほかならず、まさに世間知らずのためなのだが。

「じゃあ、あたしが届けてくるわね」

　そう言ってみづきから離はなれ、廊下を歩いていくなつきは、さあ、このお茶をどうしてやろうか、と考えていた。当然、一かず馬まに届ける気などない。お茶を受け取ったのは、少しでもみづきを一馬に近づけさせたくなかったからでもある。

「まったく……うちに入ってくる霊力イイロ使いはみんな男ばっかりなんだから」

　ぶつぶつと不平をこぼす。どいつもこいつもみづきお姉ねえさまに色目を使っている気がしてならなかった。何しろ言葉を交わしているのを見るだけでも嫌いやなのだ。あの西さい園おん寺じとかいう男はしかも馴なれ馴なれしく肩まで抱いていた。あのとき自分が感じた驚おどろきと怒りを考えれば、いま彼に命があるだけでも感かん謝しやしてほしいくらいだった。

　お姉さまの近くにはあたしがいる。それで充分だ。なつきは夢見る乙女おとめのように視線を宙へ飛ばし、うっとりと微笑ほほえんだ。

（わたくし、みづき。草くさ薙なぎみづき）

　暗い世界へ、単身忍びこんできた侵入者はそう名乗ったのだ。誰だれからも疎うとまれ、誰からも恐れられた鬼子に、その少女は白い手を差し伸べた。

（今日からあなたの従姉いとこよ。仲よくしましょうね）

「ええ、ずっとよ。ずっと仲よくするのよ」

　歩きながらおかしなことをつぶやいて、さらには行ぎよう儀ぎの悪いことにポットからカップに注いだお茶をひと口飲む。うん、お茶は悪くない。問題はケーキのほうだった。

　見た目、形が崩れている。つまり市販品ではない。ということは……。

「食べる？」

　と、傍かたわらを歩いていた白びやく夜やに差し出してみる。鼻をひくつかせた白夜は、すぐにぷいとそっぽを向いた。無理もない、となつきは思った。大抵のことは何でもこなすみづきお姉さまだが、才能に恵まれないジャンルのひとつや二つはある。

「うーん。恋って試練だわ」

　なつきは真剣な眼まな差ざしでケーキと対面していたが、少しの勇気を振り絞って、指ですくったそれを口に運ぼうとした。と……。

　はっと顔色を変えたなつきは、近くの柱の陰に隠れた。

　一階の玄関口でみづきと鉢はち合あわせたのだ。別のところから降りてきたらしい。それならまだいいが、何と一馬も近くにいた。

　休きゆう憩けい時間といっても、一馬は自分でつくった小屋──白夜のそれより若じやつ干かん小さい──に寝そべるだけなので、さすがに耐えきれずに屋や敷しきの中へと入ってきたらしい。

　そして……足もとで「きゃん」と白びやく夜やが小さく鳴いた。手から落としたケーキが白夜の顔に命中したのだが、なつきは気づきもしなかった。それほど衝しよう撃げき的てきな光景が目の前にあったのだ。

　二人は抱き合っていた。一かず馬まの胸に頭を寄せたみづき。その両肩を抱いている一馬の手。

　どくん、どくん、どくん……となつきの小さな胸の奥で高鳴るリズム。頭の中は真っ白で、何も考えることができない。やがてみづきが恥じらうように離はなれた。逃げるように駆け去っていく。

　──そう。

　なつきはわなわなと握りしめた拳こぶしを震ふるわせていた。

　──そうなの。あたしの怖さが、全然伝わっていなかったみたいね。

　その瞬しゆん間かん、風もないのになつきの長い髪がふわふわとそよいでいた。「わふっ!?」と、白夜が嚙かみ殺しそこなった悲鳴のような声をあげる。

「いい子だから……大人おとなしくしていなさい……」

　いまそのとき、白夜そのものをなつきは鷲わし摑づかみにしていた。見えざる手によって。

「へえ」くすりとなつきは笑った。「力が集まるのが早いわ。あの馬ば鹿かのおかげね」

　たったいま一馬が統とう括かつし、練り上げたばかりの霊力イイロが、微笑ほほえんだ少女を中心に渦うずを巻く。その大きな力の脈動に気づいたか、一馬がこちらを向いた。

　さっと青ざめたその顔は、なつきにとってなかなか愉ゆ快かいなものだった。だけどもう許さないわ。あなたはあたしの大事なものを踏みにじった。あたしが怖くないというのなら、望みどおり、その代だい償しようを支払いなさい！

　なつきの内部で練り上げられた全霊力が解き放たれた。

　一馬との距きよ離りを一瞬で飛び越えた見えざるその手が、対象物を摑み上げる。肉体という余計な外殻を素通りして喰くいこんでいくその指が、徐々に徐々に一馬自身の霊力へと届いていった。

「ぅわあ!?」

　一馬がその場にしゃがみこんだ。正体不明の、そして生まれてはじめて感じる種類の苦痛が彼を苛さいなんでいる。いい気味だわ──となつきは薄うすく笑った。できるなら、未来永えい劫ごうその苦痛を味わわせてやりたいところだけれど、目的はまた違うところにある。あなたのような下げ劣れつな魂に人の殻はふさわしくない。

　なつきはぎらぎらとした眼光を遠目の一馬に当てながら言った。

「どうせそのまま生きていたってろくでもない人生。しばらく人間をお忘れなさいな！」




　さかのぼること数分前。

　とりあえずの休きゆう憩けい時間に入った一馬は、「部屋」の中でへばっていた。草くさ薙なぎ家けと群むら雲くも家を往復するようになってからいきなりハードスケジュールとなった上、今日は群むら雲くも家けで何やら用事があるらしく、夕方には戻らねばならないために忙しさが増している。

　おまけに、「部屋」──すなわち、犬小屋近くに一かず馬まが建てた小屋は、日当たりがよすぎた。うつ伏せになったまま屋根の下に頭だけ突っこみ、ぴくりとも動かない一馬の姿は死人のそれで、時々勘かん違ちがいした白びやく夜やが前足で土をかけようとするくらいだった。

　その白夜は、ちょっと前に訪れたなつきによって別の場所へ連れられていった。一馬となつき、どちらも互いに関かかわりを持ちたくなどないから声も交わしていない。

　じりじりとした陽ひ射ざしが一馬の背中を焦がしていた。屋根の下はただ陽射しが当たらないというだけで、暑いことには無む論ろん変わりない。というより、蒸し風ぶ呂ろ同然だ。顔からは洪水のごとき汗があふれ出ている。

　──上は洪水、下は大火事、コレなーんだ。

　──答え、死ぬ間ま際ぎわの浅あそ生う一馬くん。

　──あははは、正解。

「………………ぐあああああああああ！」

　ひとりで遊んで、ひとりでキレた一馬は、小屋から顔を引っこ抜くと、多量の汗をまき散らしながら屋や敷しきの中に駆けこんでいった。「必要以上に屋敷に入らないでね」となつきに釘くぎを刺されているが、命に関かかわるこの一大事、コレが「必要」以外の何だというのだ。

　とにかくクーラーの効いた部屋に！　いや、まずは冷れい蔵ぞう庫こ！　冷たいものを！　なつきに見つからないうちに！

　と、全力疾しつ走そうを開始したその瞬しゆん間かん、一馬は玄関口でばったりみづきと出くわしたのだ。足に急ブレーキをかけた一馬は、心持ち目をぱっちりと開いて驚おどろいているみづき相手に、

「い、いええええ、な、何か、冷たいものでもと思って……いえ、決してサボったり、脱走しかけてたりしたわけではありません！　天てん地ち神しん明めいに誓って！」

　と、暑さで朦もう朧ろうとなったまま意味不明の言葉を叩たたきつけた。一馬はなおも言い訳わけの言葉を探し出そうとしたが、

「凄すごい汗」

　みづきは目を見開いたまま言った。実際、一馬のＴシャツはもはや用を為なさないほどに、肌にぴっちりと貼はりついていた。真まっ赤かに茹ゆで上がった顔からはなおも大洪水。

「なつきと入れ違いになったのですね。少しお待ちください」

　一馬を残していったんその場を去ったみづきは、すぐにトレイの上に二つのグラスを載のせて戻ってきた。

「おお！」

　一馬はお礼も忘れて、一方のグラスを奪い取るようにして中身を貪むさぼり飲んだ。いつもならその無作法をとがめるみづきが何も言わない。一馬の必死に飲み干そうとする姿を見守っていたみづきはしかし、気づいていなかった。

　まず、この家にジュースの類たぐいはなかった。あるのはお茶の葉が数種類とミネラルウォーターのみ。そういう嗜し好こうのある人間しか住んでいないからだが、ただひとり、草くさ薙なぎ家けに住まう人間の中に違う趣しゆ味みのあるものがいる。夜中、すべての仕事を終えたあと、くうーっ、と、缶かんチューハイを飲み干すのを日課としている、堂どう間まモトコさんが。

　そして缶チューハイは見た目、知らない人間からすればジュースのようにも見える。冷れい蔵ぞう庫を開けたみづきは、さすがにただのお水では、と気を遣つかい、その「ジュース」を氷を入れたグラスに注いだのだ。

　結果、

「ぶはぁーっ！」

　と一かず馬まの吐いた熱い息を正面から受け止めてしまい……、

　たちまちのうちに目の据わったみづきはふらあっと前のめりになった。気づいた一馬があわてて受け止めたものの、トレイに載のっていた別のグラスとその中身が二人の頭上にぶちまけられた。

　その冷たさで目が覚めたか、はっと一馬から跳とび退のいたみづきは、

「失礼いたしました。少々お待ちになってくださいませ。タオルをお持ちいたしますデスから」

　早口で奇妙なことを口走ると、またその場から姿を消した。

　置き去りにされた一馬はしばしぽかんとしていたが、急に震ふるえ上がった。さっきまで湯気を噴ふきそうなほどだった身体からだの熱が一気に奪い去られたのだ。凍こごえそうな冷たさがとある方向から強烈に吹きつけている。

　──すわ、敵か!?

　だから敵とは誰だれなんだ、と自分で思いつつも振り向いた一馬は、そこに怒り狂ったみづきを発見した。いや、みづきにしては小さすぎた。あれは──そう、草くさ薙なぎなつきだ。

　しかし、一見、間違えても不ふ思し議ぎではないくらい、その姿は一馬に対して怒りを爆ばく発はつさせたときのみづきそっくりだった。そよぐ長い髪、白々と輝かがやきを放つかのような二つの瞳ひとみ。ただひとつの違いは、みづきの場合はそういうときに刀を手にしているのだが、なつきは何も持っていないその手をこちらめがけて突き出しているところ。

　心身ともに凍りつきそうな冷気はそこからあふれ返っていたのだ。

「や、やめろ！」

　何をしようとしているのか悟った一馬は制止の声をあげたが、すぐに言葉を発することさえできなくなった。それどころか指一本動かせなくなる。そうしようとする意思すべてが、まるで身体をそこに置き去りにしたまま、どこかへ持っていかれそうになっているのだ。

「うぐあああああ」

　もはや悲鳴も蚊かの鳴くような声しか出せず。一かず馬まは暗い何かが周囲に舞まい降りてくるのを感じていた。身体からだの感覚さえ失われていく中、

　──ああ、これが、死……。

　うっすらとそう考えた。

　そして奇妙にあたたかく、柔らかい何かが自分を包み上げていくのを感じた。これが結界になるということなのだろうか。立ってもいられなくなって、一馬は二本の手を地面についた。このほうが楽でしっくりくる。なぜいままで二本足で立っていられたかのか不ふ思し議ぎなくらいだった。尻尾しつぽも見事だ。やはりこれがなければ話にならない。いままでお尻しりに何も生えていなかったのがむしろ恥ずかしいくらい。黒の毛並みも素敵すてきだし、足裏の肉球が地面を踏みしめる感覚といったらもう、これなしでは生きていけませんよ奥さん、ってな具合で。

　……。

「わふ!?」

　一馬は叫んだ。というより、吠ほえた。犬の口で。もっと言えば、白びやく夜やの口で。

　あははははは、と甲かん高だかい笑い声が聞こえてきた。振り仰ぐと、そこにプロレスラーもかくや、という巨大な人ひと影かげがあった。すぐ近くで仁に王おう立ちした草くさ薙なぎなつきだった。

「天罰よ。ずっとそうしていなさい。もっとも、前よりずっとハンサムになったのだから、罰と呼べるかどうかわからないけど！」

「わ、わふ！　わん！　わわん、わん！」

「何を言っているのだかちっともわからないわ。そこらの雌めす犬いぬにでも吠えていたらどうかしら。黙だまっている白夜のほうがずっとお利口さんじゃない。ねえ」

　そう言ってなつきが頭を撫なでたのは、近くでぼんやり突っ立っている男だった。こんな奴やつがいたか？　と思いつつ仰あおぎ見ると、それは、他ほかならない浅あそ生う一かず馬ま自身であった。

　自分自身の姿をそうして客観的に見つめた瞬しゆん間かん、一馬は八や咫た邸ていで肉体から霊力イイロを抜き取られたときのことを思い出した。思えば、あのときも祈き魂こん師の力によって魂だけの存在にさせられたのだろう。そう──ということはいまも。それも、ただ抜き取られたのではなく、白夜のそれと交換させられて！

「わ、わわん、わん、わんわん！」

　一馬はあわてふためいて叫んだ。いやだから吠えた。そしてあわてるあまりか、自分の尻尾を追いかけてその場でぐるぐる回りはじめた。早くも犬の習性に馴な染じみつつあるらしい。

　──こら！　おれの身体をさっさと返せ！

　そう怒ど鳴なりたいのだが、無む論ろん声になるはずもない。なおもなつきは甲かん高だかく笑っている。ぐるるるる、と一馬は牙きばを剝むいた。すると、

「あっ」

　なつきは一馬の──というより、白夜の魂が宿った一馬の肉体の──手を引いて、素早く柱の陰に隠した。その直後、廊下の向こう側からみづきが歩いてきた。タオルを手にしている。

「あら？　なつき」

「あ、あら、お姉さま。おほほほほ」

　なつきは一かず馬まを後ろの柱に隠したまま、つくり笑いを浮かべた。珍しく焦りまくっている。

「一馬さんは？　さっきまでいらしたはずだけど」

「う、うん？　もう休きゆう憩けい時間が終わるからって、聖堂のほうへいったみたいよ」

「そうなんですか……」

「わわん、わん、わおーん、おん、おん！」

　みづきさん、おれはここだ、ここにいる！──と言っているのだが、さすがのみづきとて犬の言葉はわかるはずもなく。

「どうしたの、白びやく夜や。騒さわがしいですよ」

「は……発情期よ、きっと。あたし、忙しいからこれでね！」

　みづきが白夜に注目している隙すきに、なつきは一馬の──いやだから、白夜が宿った一馬の肉体の──手を引いてさっさと駆け去っていってしまった。

「わおーん！」

　その背中に遠とお吠ぼえを放つ白夜、の中に入っている一馬。するといきなり、ぺしっ、とその頭を叩たたかれた。

「わふ!?」

「静かになさい。もう」

　見上げると、みづきが表情に乏しいながらも精いっぱい、めっ、という顔をしている。犬の躾しつけはきちんとしているらしい。ああ、こんな感じで叱しかられるのも悪くないなあ……などと感動している場合ではなかった。この場合の犬とは誰だれだ、おれだ。

「わ……わん！　わん、わん！」

「もう……どうしたの？」

　困ったふうに首を傾かしげたみづきは、すぐに「あら？」と何かに気づいた。おおお！　一馬のテンションが高くなる。高くなると自然と尻尾しつぽの振りも激しくなる。さすがみづきさんだ！　どんなに姿が変わろうとも、愛いとしのおれだけは見抜いてくれるのだ！

「ずいぶん汚れてるわ。あの子ったら、白夜にケーキを落としたのでばつが悪かったのね。あわてていたみたいだし」

「わ……わおん、わおん、わおーん！」

　やっぱりちっともわかってなかった。一馬は状況を伝えようと、とにかく吠ほえまくった。このまま畜生道を歩むわけにはいかない。彼には学園大奥ハーレム化計画という壮大な野望があるのだ。

「わん、わん、わん、わん！」

「だから苛いら立だっているのね。わたしも汚れてしまったし……いっしょにお風ふ呂ろに入りましょうか」

「わん、わん、わ──わお!?」

　吠ほえ声のオクターブが急激に跳ね上がる。それから、「わ、わふー……ン」といきなり甘えたような声を出した白びやく夜やにほんの少し笑いかけたみづきは、

「そうね。あなた、お風ふ呂ろ大好きですものね。いきましょう」

　うン、ぼくお風呂大好き。いきましょう、いきましょう。

　一馬は尻尾しつぽを振り振り、歩きはじめたみづきに大人おとなしくついていった。とりあえず野望のことは忘れ去ったらしい。果てにある巨大な野望より、近くにある桃とう源げん郷きよう。

　嗚呼ああ、畜生道まっしぐら。







３──

　群むら雲くも壬み琴ことは、素早くタクシーから降りた。

　タクシーを待たせたまま、何度かいった覚えのある草くさ薙なぎ家けへと急ぐ。走る合間に洩もらす息は、昂たかぶった感情のせいか、いつもより荒々しい。

　親父おやじが撃うたれた。撃たれた。撃たれた。

　同じフレーズが何度も何度も胸を引き裂いていく。

　担かつぎこまれた病院の行き先を聞いて、壬琴はすぐに事務所を飛び出そうとした。が、

「お待ちなさい、壬琴」

　止めたのは母親の圭けい子こだった。彼女は組員に父親の容よう態だいをひと通り聞いたあと、

「肩と足を貫通しただけです。なら大丈夫。壬琴、あなたは他ほかにいくところがあるでしょう」

　と言い張った。当然、壬琴は取り乱した。

「何言ってるの!?　親父が撃たれたんだよ。他のことなんかしてる場合じゃないだろ！　母さん、いいから早く病院に……」

　振り回しかけたその手を、圭子の手ががっしりと摑つかんだ。「何を……」と言いかけた壬琴のすぐ近くで、母の瞳ひとみが、小さざ波なみの立った湖面のように揺れていた。

「なりません。わたしにとっては夫、あなたにとっては父親。だけれど、わたしたちは血のつながり以上に大事な家族が他にあるのです。そしてたとえ、実の家族が危機に陥おちいったときでも、そちらより優ゆう先せんしてその『家』を守らねばならない義ぎ務むもあるのです。お父さんもそう望んでいるでしょう。わたしはここに来る警けい察さつの相手をし、少しでも彼らの目を逸そらす必要があります」

「そんな！」

　やくざの事情なんか……と言いかけた壬琴は唇を閉ざした。目の前で揺れる母の目。そして何より、壬琴の手を摑んだ母の手。それは、ほんのかすかだったが、しかし確たしかに震ふるえていたのだ。

「高たか遠とお、神かみ山やま、道具を一式、例の倉庫に。書類や名めい簿ぼは念のため、それぞれの隠れ家に運んでおいてください。あまり人がいないのも不自然でしょうから、他ほかは残って、いつもどおりに」

「しかし、それじゃ姐ねえさん。会長のところへは誰だれが……」

　高遠がさすがにこわばった顔で問う。圭けい子こはかぶりを振った。

「仕方ありません。わたしからお詫わびの電話をしましょう。あとは段取りを調ととのえてくれた十と拳つかにすべてを託すしか……」

　無む論ろん、顔と声には苦く渋じゆうが滲にじんでいる。壬み琴ことは最後まで聞いていなかった。母があわてて制止の声を出すより早く、事務所の外へと飛び出した。

　やくざを許せるわけじゃない。父を大好きになれたはずもない。母を理解できるとも思えない。しかし、いまその渦中にあるならば、たとえ相手を百の言葉で罵ば倒とうしたところで何もはじまりはしないのだ。だから、壬琴はむしろ、

　──見ていろ！

　という思いで走っていた。




　それから数時間。

　ひっそりとした通りに提灯ちようちんをぶら下げた料亭では、天てん昇しよう会かい系列の主だった面メン子ツが顔を並べていた。上座で酒を飲んでいるのが天昇会会長・剛ごう田だ茂しげる。初老の、細ほそ面おもてをした男だ。

　居並ぶ親分連中の中には、ひときわ若い、十拳征せい司じの姿もあった。

「遅いですな、群むら雲くもの方々」征司はせせら笑うように言った。「会長の誕たん生じよう日びに、こんな安っぽい料亭用意して。おまけに主催者は遅刻ときた」

「まったく、いつまでも会の中ちゆう枢すう気取りだ」

　頷うなずいたのは火ひ野の組ぐみ組長。以前、一かず馬まをクラブに誘ったタコ頭の男だ。彼は征司と目配せし合ってから、

「盟めい主しゆ家けといったって、いまや組員十数名の弱小組そ織しき。会長、あまり甘やかさんほうがよろしいのでは。前の会長が群雲だったり、その会長が六ろつ賢けん人じんのひとりだったりするからって、いまでも天昇会に自分たちの我ががまかりとおるって、信じてるんじゃないでしょうかね」

「舐なめられてるっていうんですかい」

　火野組の若わか頭がしらが段取りどおりに憤いきどおる。火野組長は大おお仰ぎように首を振って、

「もともと、〝祠ほこら〟を強奪した泥棒一家だからな。あまり信用もできん。約束じゃあ、六時に会長邸でいったん集まってからここに来る予定だったのに、見ろ、顔も見せやがらなかった」

「あそこの組長は前から気き概がいが足たりねえんだ」

　他ほかの組長も愚ぐ痴ちにつき合い出した。さっきから酒は進む一方だ。沈ちん黙もくのうちに醸じよう成せいされた苛いら立だちが、格好の肴さかなを見つけて盛り上がりはじめる。

「安あん西ざいの連中に好き放題シマを荒らされやがって」

「そりゃあいつの父親と兄あに貴きは大した男だ。だけどあいつ自身は何だってんだ。ろくにチャカも握ったことねえんじゃないのか」

「それに比べりゃあ、一〇代の若さで修しゆ羅ら場ばくぐってる、十と拳つかの二代目さんは大したもんだ」

「いや、二代目とは気が早いですよ、吉よし住ずみさん。自分はまだ親父おやじの留る守すを預かっているだけの若じやく輩はい者ものですから」

　征せい司じが謙けん遜そんしてみせる。

「はっはっは、そりゃ聞きようによっちゃ、大した自慢話にも聞こえるな。何せ、十拳組といやあ、いまや関かん東とうでも指折りの大所帯だ。それを、一〇代にして留守を預かっているだけっていうんだから、底が知れねえや」

「十拳の親父どのも若い頃ころから大したやくざだったからな。いまは療りよう養よう中ちゆうって話だが、何、あの人のことだ。すぐにけろっとして復帰するだろうよ」

「そうそう、十拳初代もまだまだお若い。何せ、わたしより年上なのに、若い妾めかけが土地土地にいるって噂うわさだ」

「オイオイ、息子さんの前でする話じゃねえだろ」

「いえね。組でも噂になっているんですよ。親父が倒れたのは、妾と頑張りすぎたからだろうって」

「そりゃいいや」

　荒れていた場が、ほんの少し和なごみはじめる。十拳征せい司じを中心として。皆と迎合して薄うすく笑っていた征司は、心中はもっと深い笑えみを覗のぞかせていた。

　ここまでは筋書きどおりだ。まだ天てん昇しよう会かい会長から直の杯を手にしていない十拳組だが、今回の群むら雲くもの不首尾が自然と十拳をその地位まで引き上げてくれるはず。こことは別に祝いの席も用意済みだった。

　群雲の賭と場ばが今日の午前中に開かれているのはリサーチしておいた。無む論ろん、客を装ったスパイも潜もぐりこませてある。彼の合図ひとつで警けい察さつが踏みこんでくれることだろう。取り調べは事務所にも及ぶはずだから、組長をはじめとする群雲組員は誰だれひとりとして身動きが取れない。

　が、壬み琴ことは怒るだろう──そう思うと、征司はさすがに胸が痛まないわけにはいかなかった。

　小さい頃ころ、会長の孫娘だった壬琴は、彼にとってあまりに遠い存在だった。同年代でありながら、そんな時代めいた身分の差というものがいまだに存在するのがこの世界だ。遊びにいくたびに、彼は壬琴の遊び道具になった。サンドバッグにされたり、関節技の練習台にされたりしたのも一度や二度ではない。

　野球の試合で負けたときは一日不ふ機き嫌げんだったが、勝ったときには満面の笑顔えがおを浮かべ、自分をひとりで胴上げした壬琴。

　群雲家で遊んでいたとき、壬琴の祖父が大事にしていた掛け軸を破いてしまった。騒さわぎを聞きつけてやってきた大人おとなたちから全速力で逃げたが、自分は捕まり、壬み琴ことは逃げおおせた。父親の学まなぶに大目玉を喰くって泣きじゃくっていたとき、壬琴は戻ってきた。頭にキャップを被かぶっていた。それを取ったとき、大人たちはどよめき、笑い、そして二人ともを許した。丸坊主にしていたのだ。

　そして──。

　小学校高学年のとき。

　壬琴は、父親とその職しよく業ぎようのことで、男子たちにからかわれた。

（おまえの父さん人殺し！）

（おまえも刺青いれずみしょってんだろ。見せてみろよ！）

　きっかけは単純だった。ただ、昨日のテレビでやくざ映画をやっていただけの話。たったそれだけで、子供は全部を知った顔と態度になれるのだった。

　壬琴は相手の男子たち七、八名をぶっ飛ばした。それを止めようとした征せい司じも殴られた。

　ほとんどが病院に運ばれるほどの騒さわぎになった。そして、全員の父兄の前で壬琴の父、貴たか文ふみは土ど下げ座ざした。その場に居合わせた壬琴は目をかっと瞠みはり、唇を真一文字に結んだまま身じろぎひとつしようとしなかった。あれは、そう、泣いていたのだ。決して涙は見えなかったけれど。

　やがて状況は変わった。壬琴の祖父は天てん昇しよう会かい会長の座を退き、代わりにその座についた壬琴の伯父おじは二年限りで、療りよう養ようを理由にこれも退いた。群むら雲くもの組長となっていた壬琴の父は無能な男で、征司の父はそれを見限って独立。瞬またたく間に群雲を追い抜く組そ織しきにまで成長させた。

　征司が恐ろしくなるほどの勢いで。

　父親は折に触れてこう言っていたものだ。

（たとえどう伸のし上がっていっても、しょせんは成り上がり。おれ一代じゃどうもならねえ。だけどな、征司。この世界、実力が何より物をいうのも確たしかなんだ。おまえの代にゃ、天昇会全部を背負うのも夢じゃねえ）

　小学校を卒業したあと、壬琴は天あま津つ学園へと転入したので、征司とは離はなれ離ばなれになった。そして……。目を閉じ、再会した壬琴の姿を思い浮かべかける。

　襖ふすまが荒々しく開かれた。

　職しよく業ぎよう柄がらか、いっせいに立ち上がりかけた組長の前で、頭を下げていた平ひらの組員が、

「群雲の組長が撃うたれたそうです！」

「何だと!?」

「賭と場ばの中で、踏みこんできた警けい察さつと揉もみ合いになったとき、誰だれかに発砲されたそうで……」

　最後まで聞いているものはひとりもいなかった。ぶすぶすとくすぶっていたところに、大きな火種が投げこまれたようなものだった。爆ばく発はつするがごとくに場が一気に騒さわがしくなる。

　征司は「けえッ」とひとつ息を吐き捨てて、自分の膝ひざを強く叩たたいた。

「会長の祝いの日に、何てざまだ。シノギのひとつも満足にこなせてねえ。……皆さん、申し訳わけない。あれでも以前は十と拳つかの親だった男。この段取りを頼まれた立場もある。ここはひとつ、別の席を用意いたしますので、どうかお怒りをお鎮しずめ下せえ」

　深々と頭を下げる。皆は顔を見合わせた。

「盟めい主しゆ家けもとことん地に堕おちたもんだ」火ひ野のが息巻いた。「こうとなれば、会長。群むら雲くもを会から外すことも本格的に考えたほうがよろしいかと」

「そうだ。もともと、群雲がこの会を仕切りたいと言い出したのも、自分たちだけじゃ組を守れなくなったから、会長に取り入ろうとしたという話じゃないか」

「しかも、おれたちが〝祠ほこら〟欲しさに襲おそった、と吹ふい聴ちようしていたらしいぞ」

　根回ししていなかった組長たちも話に乗ってきた。天てん昇しよう会かい会長・剛ごう田だ茂しげるは黙だまったまま腕組みしている。その間も、話だけがどんどんひとり歩きしていった。

「その代わりに、この十拳組を正式に会に組み入れるのはどうでしょう」

「おう、十拳はここ数年、上納金の額も上位に入っている」

「群雲じゃ絶対無理な金額だ」

「まあまあ、ここじゃあんまり大げさな話もできん。十拳の、他ほかの席を用意してくれるっちゅう話だったな」

「そうだ、そこへいこう。こんなちっちゃいところじゃ、話のスケールも小さくなるってもんだ」

「あとで群雲が、仲間外れにしたー、と逆切れしないといいがのう」

　わいわいと場が盛り上がる。すっかり十拳に話の主しゆ導どう権けんを握られたまま、皆が席を立とうとした。

　まさに思うがままの展開に、征せい司じはにっとほくそ笑えんだ。そのとき、

「お待ちください」

　襖ふすまの向こうから声が聞こえた。女性の、しかし腹にずんと響ひびくような、よくとおる声だった。

　すっと開かれた襖の向こう、萌もえ黄ぎ色いろの着物を着た女性が立っていた。何やらただならぬ雰囲気に、思わず親分連中の腰が引けた瞬しゆん間かん、彼女はさっと着物の裾すそを払ってその場に正座した。

「群雲組七代目組長、群雲貴たか文ふみの代理でまかりこしました。貴文の娘、群雲壬み琴ことにございます。お待たせして申し訳わけございません。剛田会長、ますますのご隆りゆう盛せいをお祝いするべく、心づくしの席を用意させていただきました。どうぞ、席におつきくださいませ」

　深々と頭を下げる。「娘」と聞き、その女性が一六、七の少女にしか過ぎないことを知って、組長たちは驚おどろいた。それにしては堂々たる態度と、組ひとつを束ねていると言われても不ふ思し議ぎじゃないくらいの風格をしていたからだ。

　群雲を非ひ難なんするべき立場の組長のひとりが、「ほほう」と思わず感かん嘆たんの声をあげたほどで、また、誰だれもその人物をとがめられなかった。

「い、いまさら、何しに来た」

　早くもがらりと変わりつつあるムードを何とか元に戻そうと、征せい司じが声を張り上げた。

「何が祝いの席だ。親分衆をここまでお待たせして。それも、組長が警けい察さつ相手に下手へたを打ったんだろうが。壬……お、お嬢じようさんひとりよこしたところで、何の顔が立つものか」

「十と拳つかの、お久しぶりです」

「何っ」

　まるではぐらかすような壬み琴ことの挨あい拶さつに、征司は額ひたいに青筋を浮かべさせかけた。と、

「貴たか文ふみが、くれぐれもよろしくとのことでした。さぞ心配されるだろうからと」

　顔を上げて壬琴は言った。凜りんとした目は涼しげだが、奥には強い意思を秘めていて、居並ぶ組長たちを無言にさせた。壬琴の堂々たる態度と、そして萌もえ黄ぎ色いろの着物に包んだ褐色の肌から漂うほのかな色香に誰だれもが感じ入ったからだが、ただひとり、この歳としで修しゆ羅ら場ばを山ほど経けい験けんしているはずの十拳征司だけが、そのとき薄うすら寒いものを感じていた。

「よく来た」

　会長の剛ごう田だが、腕組みを解いて壬琴に声をかけた。顔にどこか安あん堵どの色がある。やはり群むら雲くも相手には複雑なものがあるのだろう。憎悪とて簡かん単たんには表に出せないのだ。

「しばらく見ないうちに、ずいぶんと立派になって。群雲は無事か？」

「はい。ご心配いただき、ありがとうございます。うちの親父おやじは昔っから間が抜けていまして」

「ほう？」

「要領が悪いくせに、妙に頑固なところがあるんです。賭と場ばの場所もずいぶん前から変えようとしない。昔から組に出入りしていたものの中にはすでに袂たもとを分かったものだっているのだから変えろと言ったって聞きやしません。挙あげ句くにこの騒さわぎで、皆さまにご迷惑をかける始末。代わって、お詫わびいたします」

　いかにも、うちのオヤジには呆あきれた、といった感じの壬琴の口こう上じように何人かが笑い──それから、あわてて口をつぐんだ。その言葉の意味するところを察したのである。征司の形ぎよう相そうはますます険悪なものになっていた。

「今日は、何か大事な発表があるという話だったが」

「はい」頷うなずいた壬琴は、後ろを指し示した。「現在、群雲の客人となっている浅あそ生う一かず馬まを会長にご紹介させていただく」

「浅生一馬」

　会長が驚おどろいたようにその名をつぶやき、組長たちも、やはり、と言いたげな視線を交わし合った。

「聞いている。して、その浅生一馬──」

「はい……」

　壬み琴ことは一いつ瞬しゆん目を伏せた。口もとに迷いのようなものをさまよわせ、しかし意を決したように唇を開こうとする。

「実は、わたしの……」

「や……！」

　やめろ、と言おうとしたのか、何事か叫びかけた征せい司じだったが、その寸前、

「いや、その浅あそ生う一かず馬ま。……何をしている？」

　会長は目を丸くして、ある一点を指差していた。

　え？　となった壬琴が、そちらを──座ざ敷しきの隅を見やった。

　浅生一馬はそこにいた。もちろん、壬琴がつれてきたのだ。しかし合図があったら入ってこい、と外で待たせていたはずなのに、中に勝手に入ってきた一馬は、なぜか四つん這ばいになり、しかも誰だれかよそさまの食しよく膳ぜんに顔を突っこんでむしゃむしゃ食べている。

　沈ちん黙もくが風のように吹き渡った。

　壬琴の顔は見る間に青ざめ、目は三さん白ぱく眼がんになっていく。彼女は事務所で「親父おやじが撃うたれた」と知らせを受けたあと、急いで一馬を迎えにいっていたのだ。草くさ薙なぎ家けには壬琴も何度かお邪じや魔ましたことがある。だから場所も熟知していたのだが、館やかたの前にたどり着いたとき、ちょうど門の内側からふらふらーっと一馬が外に出てくるところだった。

（ちょうどよかった、いくぞ！）

（わんっ！）

　一馬はそう答えた。お、打てば響ひびくようなこの答え。一馬にしては珍しく吞のみこみが早い。事情を教える手間も省けたので、そのまま一馬とタクシーに乗りこんでここまで来たのだ。

　車内にいる間、そういえば、はっ、はっ、はっ──とやたらに一馬の洩もれる息が荒かった。口から常に舌を出しているがいったい何の真似まねだ、と首を傾かしげたものだ。様よう子すがおかしいのはわかっていたが、しかし一馬がおかしいのはいつものことなので、壬琴はことさら気にしなかった。しろよ。

　それがいま、目の前でくり広げられている無ぶ様ざまなシーンへとつながっている。暑さで頭でもやられたのか、それともここ数日のハードスケジュールが堪こたえたのか──。

　壬琴の、堂々たる女親分みたいな態度が、一いつ瞬しゆんにして崩れ去った。

「か、一馬ァぁぁぁぁ！」

　壬琴の怒ど鳴なりも無視して一馬は食べつづけている。親が見たなら、「まー、この子ったら、まるでお家うちじゃ何も食べさせてないみたいに」と言うこと間違いなしの豪快な食べっぷりだ。

　跳とびかかった壬琴は、そのまま一馬を押さえこもうとした。が、いつもはめっぽう壬琴さんに弱いはずの一馬が、がるるる、と何だか物ぶつ騒そうな声をあげてそれを振り払おうとしたものだから、壬琴も本気になって、その尻しりを叩たたいた。

「あー！　もう！　おまえは！　いつもいつもいつもいつもいつも！　どうして！　あー、もう、本当に！」

　尻しりを叩たたかれるたび、きゃん、きゃん、きゃん、と弱々しく吠ほえる一かず馬ま。

　全員、もはや呆ぼう然ぜんというレベルを超えて、ＵＦＯでも見つけたみたいに揃そろって目を剝むき、口を開けていると、

「わっはっはっはっはあ」

　剛ごう田だ会長が呵か々かと笑い飛ばした。

「なかなか型破りで、頼りがいのある若いもんが出てきたな。古い歴史を誇る天てん昇しよう会かいだが、歴史にこだわりすぎると、その中に自分から埋没してしまいかねん。どの世界でも常に新しい風とは必要なもんだ。そうではないかね、十と拳つか？」

　まるで諭さとすような物言いだったが、しかし言葉裏に、だから群むら雲くもだって特別扱いはしない、という意味が認められるため、かろうじて征せい司じの面めん目もくは保たれた。

　まだ一馬は吠ほえつづけ、そして壬み琴ことは彼を叱しかりつづけていた。
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五章「ＢＡＤ・ＢＯＹＳ」













１──

　壬み琴ことと組員数名が取り仕切った祝いの会も二時間を過ぎ、会長の剛ごう田だ茂しげるが帰宅することになった。店の出入り口まで送りに出た壬琴に、

「今日はご苦労さま。群むら雲くもによろしくな。近いうちに見み舞まいにもいくだろうが……まあ、ああいう奴やつが意外と一番しぶとかったりもするんだ、心配するな」

　会長が笑いかけた。それから声をひそめて、

「おれの影えい響きよう力りよくだけでどれだけ抑えきれるかはわからん。気をつけてな」

　無む論ろん、祝いの会を開いた群雲側の意図は会長にもわかっていたのだろう。「はい」と壬琴も神妙な顔つきになる。が、

「ところで、あの坊やとの結婚を本気で考えているのかい。そりゃ、なかなか面おも白しろい奴やつだとは思ったがよ」

　いきなり下げ世せ話わな話になった。かっと壬み琴ことの頰ほおが熱くなる。「面おも白しろい」とは、会の途中で一かず馬まが披ひ露ろうした芸のことだろう。誰だれかが食事中にうっかり皿を落としたのがきっかけだ。それをぱくりと口で咥くわえた一馬は、落とした当人に口で投げ返してみせたのだ。

　あとはもう、やんややんやの大だい喝かつ采さいの中、ひとりが皿を投げ、それを口で巧みにキャッチする一馬、という光景がつづいた。空中だろうが、地面すれすれだろうが、身体からだをひねりながら百発百中で受け止める一馬の姿に、壬琴も度ど肝ぎもを抜かれたものだ。

　──あ、あいつ、いつの間にあんな技を!?

　そうして盛り上がったのはいいのだが、いざ冷静になってみると、さすがにああいう男を婚約者として発表せねばならない我が身が恥ずかしくてならない。

「えッ、と、あの……」

「ははは。悪くはないと思うが……まあ、若いんだ、あまり焦って決めることもない。この世界に関かかわる気がないなら、中途半はん端ぱはやめておくことだ。親父おやじさんがたとえ何を言ってもな」

　真まっ赤かになっていた壬琴の顔が、そのひと言でぎくりとなった。うつむいていた視線を上げる。が、会長はすでに回してあった車に乗りこもうとしているところだった。窓からほんの少し細ほそ面おもてを出し、

「今日はなかなか楽しかったぜ。浅あそ生うの坊主にもよろしくな」

　そう言い残して遠ざかっていった。しばし暗い路上に立ち尽くし、それを見送っていた壬琴は「ふう」とため息をついた。ずっと気を張っていたのが、いったん安心してしまったせいか、どっと抜け落ちてしまったのだ。

「さて、あの馬ば鹿かを拾って、こっちもとっとと帰るか」

　事務所の様よう子すが気になるし、さすがに父親を放っておくこともできない。

　だから、用事が済んだらとっとと帰ってしまおう──と思っていたのだが、座ざ敷しきのほうに戻っても「あの馬鹿」が見つからなかった。

「トイレかな？」

　しばらく待ってみたが、いっこうに戻ってくる気配けはいがない。壬琴は苛いら々いらしてきた。

「お嬢じようさま、さすがにその格好でそれでは」

　組員がそっと耳打ちしてくる。和服のまま、いつもの癖くせで胡坐あぐらをかいていたのだ。「あっ」とあわてて身を正した壬琴は、更なる苛立ちを「あの馬鹿」に募らせることで気を紛らわせた。




　その一方。

「あの馬鹿」は料亭の離はなれにいた。一六畳ほどの立派な和室で、床とこの間には名のあるらしい書が飾られている。

　そして彼はひとりではなかった。向かいには、和装したひとりの女性が腰を下ろしている。

「あ……あの、お嫌いだったかしら、お酒。この前、だいぶ飲まれていたので、お好きかと」

　彼女がお猪ちよ口こに注いでくれた日本酒に、一回鼻を近づけるや、一かず馬まは見向きもしていなかった。それどころか、ひと所にじっとしてもいられない様よう子すで、あっちをうろうろ、こっちをうろうろしては、何だか四よつん這ばいで片足だけ持ち上げたり、「ふんふんふんふん」と荒い鼻息で彼女を嗅かぎ回ったりする。

　──ああ、な、何だか怖いわ。

　そりゃ怖いだろう。女性は身の細る思いでそれを見つめながら、何とかコミュニケーションを取れないものかと、さっきから涙ぐましい努力をつづけている。

　この女性、以前、一馬をクラブに誘った火ひ野の組ぐみ組長の娘の祥さち子こだ。あのときも店内で一馬に挨あい拶さつしている。邪じや魔まの入りにくい料亭の離はなれで二人きりになったのも、もちろん父親の段取りによるものだ。何とか今夜中にゲットしろ、という厳きびしいお達しである。

「じゃ、じゃあ、ジュースにしましょうか。少し待っててください」

　まるで言葉の通じない獣けものを相手にしてるみたいだったので、とりあえず店の人を呼んでソフトドリンクを用意してもらった。そのグラス二つを手に離れに戻った祥子だったが、匂においを嗅かぎわけたか、いきなり一馬がぴょんと飛びついてきた。

「あっ!?」

　驚おどろいた祥子が仰あお向むけに倒れてしまったため、グラスからこぼれたジュースが祥子と一馬を濡ぬらしてしまうという、どこぞの誰だれかさん的なシチュエーションに陥おちいった。ただひとつ違ったのは、

「あっ？　ま、待って。あっ、いけません。いけませんわ！」

　一馬が馬乗りになってきたことだ。おまけに顔をずずいと祥子に近づけてくる。祥子は必死で抵抗しようとした。はっ、はっ、はっ、はっ──という一馬の鼻息が熱い。ああ、何て……何て人なの。祥子の意い識しきはもはや朦もう朧ろうとしかかっていた。駄目よ、わたしには婚約者がいるのよ。たとえお父さまが反対なさって、仲を引き裂かれていたとしても……心と身体からだはあの人のものなの。だから、決して、決してこの身を許すわけには……。

「ひゃん!?」

　祥子はすっとんきょうな悲鳴をあげた。一馬の舌が頰ほおをぺろりと舐なめたのだ。ほ、本当に何て人なの!?　が、驚く間もなく、一馬はペロペロと顔中を舐め回してくる。

「あっ、いけまっ、あ、いけませっ、あ、あああっ」

　声のトーンが微妙に変わってきて、さらには一馬の肩を押し退のけようとしていた手がぐったりと畳に落ちた。ああ……何て……何て……ワイルドな方。やくざに脅され、逃げてしまったわたしの婚約者も、これほど強引な方だったらよろしかったのに。ああ、祥子、何を考えているの。駄だ目めよ、心を奪われては。そう、心だけはあの人のもの──ああ……。

　なし崩し的に、祥子が自分に妥協してしまった瞬しゆん間かん、

　料亭とは反対側の襖ふすまが勢いよく開いた。そこから顔を真まっ赤かにして飛びこんできたのは、他ほかならない祥さち子この父親、火ひ野の組長である。

　組み敷しかれている娘を見た火野の、ただでさえタコに似た顔がさらに茹ゆであがってソレそのものになる。彼は大口を開けて、

「やったぞ！」

　と叫んだ。それからあわてたふうに、

「い、いや。よくも、やったな！　ついに手を出しやがって。クラブでも娘をおかしな目で見てると思ってたんだ。このとおり、ビデオでの撮さつ影えいもしている。証拠もばっちりだ。婿むこになってもらうぞ！」

　と宣言する。確たしかに組長の隣となりにはビデオカメラを構えた若い組員がいた。が、高らかに宣言したその父親の前で、一馬はなおも執拗に娘の顔を舐なめまわしつづける。さすがに呆あつ気けに取られた組長が固まっていると、

「げっぷ」

　とひとつ息を洩もらし、ぐったりとなった娘から離れた。手を畳についたままこちらを見上げた一かず馬まの目は、まるで「ふっ、お嬢じようさんはなかなかいい味だったぜ、ご馳ち走そうさん」と言っているようで、さらに多量の血を火野の頭に呼びこんだ。

「こ、こいつ……。開き直りやがって。何て野郎だ。おい、聞いてんのか！　うちの娘を傷ものにした責任はちゃんと取ってもらうからな！」

　火野がそう怒ど鳴なりつけると、一馬の目がにわかに厳きびしさを帯びてきた。前のめりになって、下からにらみ上げるような視線をくれてくる。「こいつ」とふたたび怒鳴りかかった火野が、不意に身動きを止めた。彼もまた、幾度か白はく刃じんの下をかいくぐってきた男だ。しかし、こんな目は見たことがなかった。人というより、あれはまるで──。

　──な、何てえ目だ。まるでケダモノじゃねえか。くそっ。ただの女好きで、気骨のない奴やつと聞いていたのに。

　こいつは、とんでもない極ごく道どうになるかもしれない……などと勘かん違ちがいしていた火野の隣に、そのとき誰だれかが並んだ。「よお」と気安く肩を叩たたかれ、跳び上がった火野は、その人物の顔を見てさらに肝きもを冷やした。

「こ、これは、十と拳つかの」

「おまえも大たい概がい懲こりないなあ、火野。おれに協力する振りをしながら、次期宗そう主しゆ候補を我がものにしようってか」

　十拳征せい司じはにやけた顔を向ける。火野は驚おどろきながらも、さすがに極道、ぶ厚い唇を歪ゆがめて言い返した。

「おまえに意見されるいわれなんぞねえ。おまえにはできる限り協力したぞ。だけど見ろ、失敗したじゃねえか。あとはおれの好きにやらせてくんな。おい、さっさとそいつをふんじばっちまえ。人の娘に手を出して逆切れするたあ、いい度胸だ」

「いいや、そいつはおれがもらおう。おまえにはもう用はねえよ」

「何ィ？」

　火ひ野のの言こと葉ば尻じりが跳ね上がった。と、親分の意思を汲くんだ若いのが、構えていたビデオカメラを置いて、

「おい、成り上がりの小僧が、いつまでも調子に……」

　と前に出かけた。

　そこへ、火野が現れたのとは反対側の襖すふまが開いて、

「おい、一かず馬ま、ここか!?」

　と壬み琴ことが姿を見せるのと、

「！」

　声もなく、若いのがのた打ち回ったのはほぼ同時だった。「げふう」と息を洩もらして後ずさりし、仰あお向むけに倒れる。そこにこぼしてあったジュースが、びしゃりと火野の禿はげ頭を濡ぬらした。

「ひいい」

　一いつ瞬しゆんの間まを置いて、火野は尻しり餅もちをついた。いま目の前で、若い組員が刀の柄つかで腹をひと突きされたのだ。突いたのは、いつ現れたとも知れない、十と拳つか組員と見られるこれも若い男だった。真っ白く見えるその顔は彫像のような無表情。

　目がぎょろりと動いた。視線を合わせた壬琴の身体からだに震ふるえが走る。白いどころか、その目は青白い光をも放ったかに見えた。それに加え、いま目まの当たりにしたばかりの、音もなく相手の懐ふところに入った手腕。壬琴は十拳組に関かんする噂うわさを思い出していた。敵対する組そ織しきをたったひとりの組員が壊かい滅めつさせたという、あの異常な噂。さすがに大げさだとは思うものの、いまとなってはそれもあながち噓うそじゃないんじゃないか、と愕がく然ぜんとしながら思っていた彼女へ、

「ほう、いいところに来た、お嬢じようさま」そう笑いかけた征せい司じの目ですら、青白かった。「さっきの啖たん呵かは見事だったぜ。ま、しょせんはお子さまのお遊ゆう戯ぎレベルだがな。これにゃ勝てまい？」

　懐に手を突っこむと、すぐにリボルバーが独特の重量感をたたえつつ現れた。腕を伸ばしてぴたりと狙ねらいを定める。

　銃口を間近で見つめ返す壬琴は、さすがに息を吞のんでいた。

「て……手前てめえ、何を考えてる？」そう言ったのは、尻餅をついたままになっていた火野だ。「こんなところで……道具まで持ち出しやがって……気でも違ったのか。もうあんたの描かいた絵は終わったんだ……」

「いいや、まだ終わっちゃいねえよ。いま、天てん昇しよう会かいの主だった連中は全部ここにいる。つまり、おれらのテリトリーで何したって手出しできる奴やつは誰だれもいねえってことさ。終わったなんてとんでもねえ。むしろはじまったばかりじゃないか」

　征せい司じはにっと笑う。これからこっぴどく大人おとなを痛めつけてやろうとする、悪ガキのような笑えみだった。

「こっちは頑張ったつもりさ。なるべく血を流さず、なるべく穏おん便びんにってな。が、甘すぎたようだぜ。どうせもう引き戻せねえのはわかっている。だったら、最後までやりとおすだけだ」

「ど──どういう意味だ？」

　ようやく、壬み琴ことは口を開いた。十と拳つか征司は会うたびにイメージががらりと変わる。いまの壬琴には、目の前の男が幼おさな馴染なじみだとはどうしても思えなかった。と、その隣となりで一かず馬まの鼻がぴくりと蠢うごめいた。ひょいと屈かがみこむ。

　征司は笑顔えがおを崩そうとせず、

「言ったとおりさ。もう天てん昇しよう会かいがどうとか、まだるっこしいことは言ってられねえ。こっちには時間がないんだ。今夜がお互いに最後のチャンスだったんだよ。おまえらだって、余計な血を流さずに〝祠ほこら〟を渡せたのに。だがもういい。こうなったら、力ずくでやるだけさ」

「ふざけるな！」壬琴は拳けん銃じゆうを挟んだまま、幼馴染の顔をまっすぐににらみつけた。「いくらあたしたちが一族でも特殊だからって、真っ正面から殺し合いをやれば六ろつ賢けん人じんだって黙だまっちゃいない！」

「ふふん。その一族とやらが……」

　緊きん迫ぱくした場面に似つかわしくなく、「あっ、あっ」という声が聞こえてきたのはそのときだ。

　いや、あるいは彼は恐ろしいまでに緊迫していたかもしれない。何しろ、いきなり男が伸のしかかってきたかと思うと、頭をべろっと舐なめられたのだ。

「や、やめ……うわああっ」

　火ひ野の組長の禿はげ頭にかじりついた一馬は、相手がいかに暴れようと、決して離はなすまいとするかのように両手で頭を抱えこみながら舐めつづけた。

「ま、まあ……お父さままで!?」

　口を手で覆おおって叫んだのは、目を覚ましたらしい火野祥さち子こ。

「浅あそ生うさま、ひどいですわ！　誰だれでもいいのね！」

　叫ぶや、よよ、と泣きながら走り去っていった。どうでもいいが父親は置いてけぼりだ。

「……確たしかに大物だよ、こいつは。これも親おや子こ丼どんって言うのかねえ」

　征司は勢いを削そがれたように、下品なことをつぶやいた。壬琴は何だか身内の恥をさらしたような気分になってうつむいている。

「まあいい──おい」

　征司が顎あごをしゃくると、刀で突いたのと同じ、無表情の組員たちがぞろぞろと座ざ敷しきに入ってきた。どいつもこいつも青白い、どこか輪りん郭かくの定まらない姿をしているように壬琴には見えた。

「ともかく、肝かん心じんなのはお嬢じようさん、あんたがここにいるってことだ。そして群むら雲くも組ぐみももう、おれたちの手に落ちた頃ころ合いだぜ」

「なにっ……！」

　組員たちは壬み琴ことと一かず馬まを取り囲んでいた。ようやく事態を察したか、敵意を剝むき出しにしてがるるるる、と唸うなる一馬を無視して、彼らはなおも近づいてこようとする。

「もう、一族の掟おきてだの何だのは関係ねえ。おれたち十と拳つか組ぐみは〝祠ほこら〟を手に入れ、その結界の力をもってして、一族以上の存在に伸のし上がってやるんだ」







２──

　あおーん。

　と犬の遠とお吠ぼえが浴室に反はん響きようする。

　白を基調とした、明るく清せい潔けつなその浴室は、一度に五、六人くらいならゆうに入浴できそうな広さがあった。

　洗い場で寝そべった白びやく夜や──の姿をした一馬──の背中が泡立っている。スポンジでごしごしと強く、時に優やさしく洗ってくれているのは、草くさ薙なぎみづき。

　バスタオルを巻いているのが残念といえば残念だが、しかし一馬にこれ以上の贅ぜい沢たくを望む余裕はなかった。桃とう源げん郷きようの只ただ中なかにいながら、ただただもう呆ぼう然ぜんとしていたのである。

　──何だ、これは。現実か、はたまた、夢か。

　最近はこんな自問自答が多い。だからか、一馬はなかなかこの現実を受け入れることができずにいたのだ。

「はい、手を上げて」

　と言われ、大人おとなしく手を上げる。屈かがみこんできたみづきがその手を洗ってくれた。どっきーん、とハートマークをした心しん臓ぞうがそのまま一馬の胸を突き破りそうになる。屈んできたみづきの胸がでん、と目の前に突き出されていたのだ。

「あお……わお……わわおん……」

　タオルの上からでもこちらへ迫せり出してくるボリュームは圧巻だ。中央には深い深い胸の谷間がくっきりと刻まれて。きめ細やかな、珠たまのお肌はほんのりピンク色。

「はい、反対側」

「あお」

　一馬はもう片方の手を上げた。スポンジがそちらへ滑すべりこんでくる。くすぐったくも心地ここちいい。身体からだと同じくタオルを頭に載のせたみづきは丁てい寧ねいな手つきで洗ってくれる。ハートマークが胸の内といわず、外といわずばっくんばっくん暴れるのを感じつつも、一馬はあたかも新婚さんのような気分に浸っていた。

　──あなた、はい、背中を流してあげる。

　──ありがとう。ふふふ、みづき、今度はおれが洗ってあげる番だよ。

　──あん、もう、あなたったら、そこ違う。自分で洗うわ。あん、あなた……ったら……。

「わおおおおお！」

「きゃっ」

　突然吠ほえた白びやく夜やに、さすがにみづきが驚おどろく。と、その拍子にぴくりと伸びた一かず馬まの後ろ足がみづきの内うち腿ももあたりに触れてしまった。瞬しゆん間かん、一馬の脳天を、長い髪をなびかせ、白々とした眼光を放ちながら日本刀を振りかざすみづきのイメージが直ちよく撃げきする。条件反射というやつだ。

　──ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい。

　土ど下げ座ざしたつもりで、「伏せ」の姿勢を取ってしまう一馬。が、

「もう、驚かさないで」

　信じられないくらいに軽い調子で言われて度ど肝ぎもを抜かれた。な、何だ？　いいのか？　そんなものなのか？？

　いいや、待て、落ち着け。新婚気分などとんでもない。何のことはない、おれはいま犬だったのだ。ああ、いい気持ちになっていたのに、すっかり我われに返ってしまったではないか。そりゃそうだ。犬はともかく、おれが本当にみづきさんの身体からだに触りでもしたら、多た分ぶん、おれはいま頃ごろ結界となっておかーさんに会いにいっているだろう。そして今度こそ二人で仲よく遊んでいるんだろうなあ……。

　ばっくん。

　ふたたび心しん臓ぞうが強く跳はね回った。

　おれは馬ば鹿かか!?　多少ながらの自覚はあったが、いまほど己おのれの愚かしさを痛感したことはない。犬だから残念、なのではない。逆だ。逆に決まっておるだろうが。

　──そ、そそ、そうだ、おれは、い、いいい、いま、い、いいい、犬、犬、犬なのだ。すうはあ、すうはあ、とりあえず落ち着け。ということは、何をしても、それはおれではなくて、つまり浅あそ生う一馬のいやらしいセクハラなのではなく、飼い犬の他た愛あいもない、かわいい悪戯いたずらなのだ。

　ならば、取るべき行動はたったひとつ！

　ふっふっふっふ、はっはっはっは、ふっふっふ、はっはっは。

　白夜の呼吸が荒々しくなる。両腕を洗い終えたみづきが立ち上がろうとした。いまだ！

　──み～づきさァ～ん。

　犬がじゃれるみたいに極めて自然に、と思っていたものの、いざやってみるとなると、どこぞの三世のような跳びつき方になってしまった。しかしポーズなど問題ではない。大事なのは、いまこのおれが、草くさ薙なぎ家けの飼い犬の白夜であること！　その点においてはもはや、一点の曇くもりもない真実なのである！

　が、

　ごちんっ。力いっぱい突き飛ばされた一かず馬まは、同じくタイルに力いっぱい頭をぶつけてしまった。

「ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　頭を抱えて、浴室内を転げまわるラブラドールレトリバー。実にシュールな光景だったが、はっと我われに返ったらしいみづきが駆け寄ってきた。

「ご、ごめんなさい。大丈夫？」

　くゥん、くゥん、と哀れっぽい声で鳴く白びやく夜やの頭を、揃そろえた膝ひざの上に乗せる。ぶつけた部分を優やさしくさすりながら、

「ごめんなさいね、なぜだかとても嫌いやな気分になったの。まるで……いいえ、何でもありません……？」

　語尾が不ふ審しんそうになったのは、さっきまで悶もん絶ぜつしていたはずの白夜がぴたりと動きを止めていたからだ。それどころか目が点になっている。先ほど感じた「嫌な気分」が増幅されて襲おそいかかってくるのをみづきは感じた。

　そのとき、一馬はすでに違う世界にいた。突き飛ばされたとき、みづきのバスタオルに白夜の爪つめが引っかかったらしい。そのタオルはいま、悶もだえを打った白夜の下に敷しかれている。つまり。つまり、いま、みづきは……。

[image: ]

　一かず馬まは白びやく夜やの目を可能な限り瞠みはらせた。なぜにこう湯気が多いのだ。まるで不自然なテレビの入浴シーンみたいじゃないか。しかししかし、目を凝こらしさえすれば、うっすらとした湯煙の向こう、桜色の裸身が余すところなく……あんなところ、こんなところ……大胆に、そして時に繊せん細さいな曲線を描いた、あの胸……くびれた腰から、そう、さらに、さらに下のほうまで……。

　ぶはっ！

　花火のごとく噴ふき上がった鼻血は、致死量すれすれにまで達していた。そのまま朦もう朧ろうと意い識しきを失いつつあった一馬は、今度こそおかーさんに会いにいけるかもしれない、と半ば本気で思っていた。




「な……何してらっしゃるの？」

　震ふるえる声で訊きいたなつきは、またも自分の目を疑っていた。

　浴室の外、脱衣場にはバスタオル一枚を身にまとったきりのみづきがいた。その膝ひざの上には、白夜が今度は仰あお向むけになって頭を載のせている。

　鼻にはティッシュが詰められていた。上向いた目は虚うつろだ。それはもはや犬の目ではなかった。桃とう源げん郷きようを垣間見た男の目だった。

　なつきは、たったひと目ですべてを把は握あくした。ふたたび長い髪が逆立ちはじめる。この野郎、と言うつもりが、

「こ、こ、こ、こここ、こ」

「コケコッコー？」

　とみづき。

「違うわよっ！」

　助け舟を出したつもりの従姉いとこに、鼓こ膜まくが震ふるえそうなくらいの大声を出したなつきは、はあはあと肩で荒い息をしたあと、びしっと指を一本突きつけた。

「お姉ねえさま、ひどいわ！」

「え。どうして？」

「どうしてって、いっしょにお風ふ呂ろに入るだなんて、不ふ潔けつよ！」

「白夜は家族の一員ですよ。なつきだって、いっしょに入るときもあるでしょう」

「は、入るわけないでしょっ！　そんな男と……」

「白夜は確かにオスだけれど」

「オスですって!?　だから……」

　会話が微妙に嚙かみ合わない原因に気づいたなつきは、はっと口もとを手で押さえた。そうだ、当たり前のことだが、みづきはその犬が一馬であることを知らないのだ。さらに言えば、なつきはどうしてもそのことを知られるわけにはいかない立場にある。

「なっ……な、何でもないわ」かなり強引に笑顔えがおを取り繕つくろったなつきは、「白びやく夜や、小屋に戻しておくわね……さ、い、いらっしゃい」

　片手を白夜に差し伸べる。片目を開けてそれをちらりと見た白夜は、

「わうーん」

　と唸うなって、みづきの膝ひざ枕まくらに後頭部を預ける。さらには、いかにも気分が悪そうに、はっ、はっ、と舌を出しながら息を喘あえがせるのだ。

「具合が悪いみたい」心配そうにみづきは言った。「外に出すのも気の毒だから、わたしのお部屋にいきましょうか」

「だ、ダメッ！」

「わ、わんっ！」

　なつきと白夜、ほぼ同時に上ずった声をあげる。

「もう少し休んでからいきましょうね。なつき、キッチンから氷を持ってきてもらえる？　何だか熱が凄すごいのよ」

「うう……」

　もはやこっちの抗こう議ぎに聞く耳持たない態度の従姉いとこを見やること数秒。なつきはしばし握り拳こぶしをわななかせたまま立ち尽くしていたが、やがて素早く身を翻ひるがえした。

　ばたばたと騒さわがしく脱衣場から出ていく。あんにゃろう、あんにゃろう。なつきは走りながら一かず馬まを呪のろった。犬に変えて、死ぬほどの苦痛と屈辱を与えてやろうと思ったのに、あろうことか死ぬほどの喜びと至福を味わおうとは!?

　こうとなれば、最大のイベント「ペットといっしょにご就寝」をクリアされる前に、一馬を探し出して、元の身体からだに戻さなくてはならない。

　なつきは裏庭に出て、二つ並んだ小屋の中をのぞいてみた。いない。

　一階のホールにまで降りてみる。いない。

　他ほかにも、一馬──すなわち、そこに宿った白夜──のいきそうな場所をあらかた捜してみたのだが、屋や敷しきのどこにも見当たらなかった。

「まさか……」

　なつきはぴたりと足を止めた。そういえば、一馬には夕方から「群むら雲くも家での事情」とやらがあったはずだ。見た目はどうあれ、宿った魂が白夜な以上、その約束を覚えているはずがない。しかし現に一馬は屋敷のどこにもいないのだ。

　──誰だれかが迎えに来た!?

　さしものなつきも、もともと色白の頰ほおからさらに血の気を引かせてその場に立ちすくんだ。元の身体がここにない以上、魂をふたたび交換することはできない。

　犬の宿っている一馬が、自分の知らない場所で何をしでかすやら、考えただけでなつきはその場に倒れそうになった。いくら祈き魂こん師しとはいえ──いやむしろ力の強い祈魂師だからこそ──好き勝手に人間の霊力イイロを操あやつるのは禁じられている。そもそも無限の力ではないのだから、一族が定めた儀ぎ式しきや訓練の際に使用不能の状態にならないよう、プライベートでの力の使用そのものがきつく制限されているのだ。

　誰だれがどう見たって、いまの一かず馬まがいつもの彼でないことくらいわかるだろう。ばれたら大変なことになる。というか、何で迎えに来た奴やつは気づかなかったのか。

「迎えに来た奴」どころか、他ほかの人間も気づかず、実は割合に大したことは起きていないと知る由よしもないなつきは、絨じゆう毯たんの上にぺたりと座りこんでしまった。への字に曲げた口から、「ウ、ウ」と嗚お咽えつが洩もれはじめる。

　とってもとっても上手うまくいっていたのに。

　自分の力が、生みの親でさえ恐れさせるものだと知ってからは──両親に関かんしていえば、その認にん識しきは遅すぎたのだが──なるべく気づかれないように遊んでたつもりなのに。

　一族にばれたら、また暗い世界に逆戻り。きっともう、お姉ねえさまも現れない。白い手を差し伸べてはくれない。

　ひとりぼっち。

　誰もいない。遊ぶ人もいない。しゃべる相手はいつも自分の影かげ。微笑ほほえみを見せるのは、架空の世界でつくり上げたお友達ばかり。お人形遊びはとっても得意。時々はあたしがお人形になる。魂の宿らないあたしの姿を外から見つめる。こんにちは、って人形のあたしがあたしにご挨あい拶さつ。だって、誰も声をかけてくれないから。せめてあたしだけでも。

「ううう」

　べそをかきながら、なつきは、あいつが悪いんだ、あいつのせいなんだ、とくり返し念仏のように胸の中で唱えていた。そうだ、浅あそ生う一馬。あいつが来たからこんなことになったんだ。そもそもあいつがお姉さまと会わなけりゃよかったんだ！

　うわあああん、となつきはついに大声で泣き出そうとした。できなかった。寸前、後ろから何者かに羽は交がい絞めにされたからだ。ぶ厚い掌てのひらがなつきの口を塞ふさいだ。

「うーっ!?」

　洩もれそこなった泣き声が、その掌の合間からかすかにこぼれ落ちた。




　夕食前、ドアをひとつひとつ開けての、定期的なチェックを行っていた堂どう間ま四し郎ろうは、「……おや」と応接室の前で足を止めた。

　明かりひとつついていない暗くら闇やみの中、浅生美み亜あがソファの上でお休みになっていたのだ。いつもは兄の送り迎えをしているはずだが、今日はすっかり忘れてしまったらしい。

　フランケン博士の手になる人造人間に酷こく似じした顔がほころんだ。実はそうなるともっと恐ろしい顔つきになるのだが、とりあえずいまは見ている人間が誰もいないのだから気にしない。

「夕食の準備ができておりますよ。美亜さま、お起きください」

　そう言って、美み亜あの肩を揺する。キャッチャーミット並のでかい手相手では、ほとんど触れただけで壊こわれそうなくらい華きや奢しやな肩だったが、美亜は「むにゃむにゃ」と言いながらも力強く振り払った。

「……ふう」

　強敵だ、と四し郎ろうは覚悟した。仕し事ごと柄がら、人を起こす作業は日常茶さ飯はん事じ。特になつきは手ごわい相手だった。

　と、テーブルの上に投げ散らかしてある漫画雑誌に気づいて、先にそちらを片づけることにした。他ほかの作業を近くでやっていれば自然に起きるかもしれない。相手に不快な思いをさせずに起こすコツのひとつだが、起きた瞬しゆん間かん人造人間が近くにいたなら、普通の人は不快どころかショック死する恐れとてあるのではなかろうか。

「ん？」

　雑誌にはやたらに付ふ箋せんが張りつけてあった。一枚一枚見てみると、「このシチュエーションもらい！」だの、「この台詞せりふ使える！」だの書いてある。主に、血のつながらない兄妹を主人公にした恋愛漫画に多く張ってあるようだった。何だかなあ、と思いつつ、四郎が最後の付箋をめくると、

「この服カワイイ！　みづき姐ねえに似合いそう。誕たん生じよう日びプレゼント決定！（一万円以下希望！）」

　とあった。

　四郎はソファの上でほとんど大の字になって寝転がっている少女と、その文面とを何度か見比べた。

「お嬢じようさまが、あの決意をされたときは──」妙に低い声で彼はつぶやいた。「もう、お嬢さまではなくなるのだと、我々とて決意と覚悟を強いられたものです。だけれど……そう、あなたたちのような方がいらっしゃるおかげで、あのお方は、いまだ──」

　ふと言葉を止めた四郎は、目を細めて庭園側の窓を見つめた。じっと──それこそ、死人の皮を継つぎ接はぎしてつくられた人形のように立ち尽くす。「むう」と彼は太い息で唸うなった。




「そうなのよ。……うん、まあ、子供はぼちぼち。これから考えるわ」

　堂どう間まモトコは、まだ食堂に向かっていなかった。夕食の準備も終え、さあ、あともうひと仕事で今日の仕事から解放される、という頃ころになって、床ゆかにこぼしてあったケーキとジュースに気づいたからだ。

　誰だれかは知らないけどあとで大目玉だ、と思いつつ、仕事は仕事なのでモップで掃除していると、携帯電話が鳴った。

「うん、今度買い物にもつき合ってよね。それから……あれ？　聞こえてる？　おーい」

　しばらく友人と話していたのだが、突然聞き取りにくくなった。携帯電話ならよくあることだが、あまりに突然だったのと、その具合に思い当たる節があったので、モトコは携帯をエプロンのポケットにしまって、そっと窓のほうに近づいた。

　いましがた閉めたばかりのカーテンの隙すき間まを窺うかがう。ワゴン車が門前に停とまっていた。

　念のため、ホールに設置してある電話のほうに歩み寄る。受話器を取り上げても反応がなかった。すでに電話線は切られている。何てことだ。が、遅すぎはしないはず。「ちっ」と舌打ちしかけたモトコのその手に、いきなり重なってきた毛深い手があった。

　遅すぎはしない、と判断したばかりだったので、モトコはかなり驚おどろいた。しかし……。

「よお、メイドさん。こんな遅くまでお仕事かい。難なん儀ぎなこったな」

「いいお給料をもらってるのよ」

　耳に吹きかけられる言葉にそう答えながらも、モトコはちょっとした違和感を抱いていた。これだけ接近しながら気配けはいを感じさせなかったほどの手だれにしては、いささか人格が俗っぽすぎる気がする。

　毛深い手は徐じよ々じよに徐々に持ち上がっていく。もう一方の手はすでにモトコの腰を抱いていた。

「よして。夫がいるの」

「なに？　人妻美乳メイドか。それはそれでたまらんなあ」

「えーぶいのタイトルみたいに言わないで。大体、胸なんて知らないでしょ」

「なに、じきにわかるさ」毛深い男は余裕しゃくしゃくに笑った。「女性に尋たずねるのも失礼かとは思うが、年ねん齢れいとスリーサイズを教えてくれ。頭の中にインプットしておきたいんだ」

「二七歳、上から八五、五九、八二」

　すらすらとモトコは答えた。おう、と男が気をよくして、くびれたウェストからヒップにかけてを撫なでまわしはじめる。持ち上がっていったほうの手は胸近くにまで辿たどり着いていた。

「よし、いまから可愛かわいがってやるからな」

「あなたが持てばね」

「大丈夫だ、旦だん那なよりはよっぽど持久力が……」

　言葉の最後は苦く鳴めいにまぎれた。モトコが手にしていたモップが回転するや、先端がその脛すねを打ちつけたのだ。筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい痛みに苦く悶もんした男は、前まえ屈かがみになりながらも相手をにらみつけた。

「こ、このアマ」

「あら、もうおしまい？　旦那はもっと持つわよ。わたし、こういうのが趣しゆ味みなの」

「そうかい、マゾの旦那に代わって、おれが違う趣味を植えつけてやる！」

　髭ひげもじゃの男はベルトに突っこんでおいた拳けん銃じゆうを抜いた。抜いた瞬しゆん間かん、その拳銃が真っ二つになった。きらりとした光が真一文字に軌跡を描く。男の目の前。

「なっ……!?」

　メイドの手にしたモップは、その内側から鈍にぶく光る刀身を露あらわにしていた。仕込み杖づえ……ならぬ、仕込みモップだ。

　啞あ然ぜんとする間もあらばこそ、モップの柄えの部分が鳩尾みぞおちに深くめりこんでいた。無言で、前のめりに倒れる毛むくじゃらを見ながら、モトコは「あ」と嬉うれしそうな顔をした。

「そういえば、ダイエットに成功したんだったわ。ウェストは五七よ……って聞いてないか、残念」

　舌打ちしたとき、廊下の向こうからどたどたという足音が近づいてきた。モトコはしかし警けい戒かいしなかった。この足音には聞き覚えがある。もう長いこと。

「だ、大丈夫ですか？」

　近づいてきた巨体は、当然、夫の四し郎ろうだった。

「平気よ。現役を退いたとはいえ、わたしはお嬢じようさまの剣の師匠なのよ。あの娘に抜かれないように、と鍛たん錬れんだけは欠かしていないわ」

「しかしこれは……いったい、何事です？」

「わたしにわかれば苦労はないわ」

　モトコは夫に肩をすくめてみせた。倒れた毛むくじゃらを指差し、

「でも変ね。こいつ、気配けはいもなしにわたしに近づいた割に、てんで弱かった。暗殺が目的ってわけでもなさそうだし。それにこの風ふう貌ぼう。まるで……」

「まるで、やくざ？」

　四郎ではない。彼が駆けつけてきたのとは別の──階段の方向からその声は投げかけられていた。素早くそちらを向いた堂どう間ま夫妻が、「あっ!?」と揃そろって声をあげる。

　踊り場に飾られた甲かつ冑ちゆう近くに立っているのは、やはりやくざと見える男だった。体格がよく、この世で経けい験けんする出来事のほとんどを腕力で片づけてきたかのような自信と短絡さが、鼻の潰つぶれた顔から透すけて見える。頰ほおににきびがあるところを見ると、見かけよりは若いのかもしれない。彼はしかし毛むくじゃらと違って最初から拳けん銃じゆうを手にしていた。

　モトコの顔に緊きん張ちようの色がよぎる。が、その銃口は夫妻のほうを向いているわけではなかった。

「お嬢じようさま──」

　夫妻の声がふたたび重なり合う。にきび面づらの銃を持っていないほうの手に抱えられているのは草くさ薙なぎなつき。そして銃口はそのこめかみに当てられていたのである。

　なつきは青ざめ、涙ぐみながらも、宙に浮いた華きや奢しやな足をばたばたさせながら大声を出した。

「お、おまえ！　放しなさい！　放さないと、ひどいんだから！」

「へえ。どうひどいってんだ？」

　にきび面は凄すごむでもなくそう言うと、たったいまモトコにのされたばかりの毛むくじゃらのほうに視線を落とした。

「何していやがる、せっかくの力なのに。使えないな」

「す……すまん。まだ慣れていないんだ」

　そんな声が聞こえてきて、モトコはぎょっとなった。確たしかに気を失っていたはずだ。自分の一いち撃げきを受けながら、あまりに復活が早すぎる。

「ちっくしょう……このアマ、もう容よう赦しやならねえ」

「やめとけ」

　猛たけり狂う顔をモトコに近づけようとした毛むくじゃらを、にきび面づらがたしなめた。年ねん齢れいでいうと毛むくじゃらのほうが倍も上に見えるが、格はにきび面のほうが上らしい。どこかちぐはぐだ。モトコの抱く妙な違和感は強まる一方だった。毛むくじゃらはそこまでできる人物だとは思えないのに、気配けはいを完全に隠したり、自分の一撃から目覚めるのが異常に早かったり。かと思えば、さほど凄すごみを感じさせないにきび面の若僧が、妙に場慣れした空気をかもし出している。

　確たしかに、達人とは、見かけで判断できるような人物ではないのかもしれない。が、それにしたって。

「大人おとなしく両手を挙あげていろよ」にきび面はモトコたちに言った。「こっちも殺しが趣しゆ味みなわけじゃない。だけどおれたちのいるこの世界、それがまったくのタブーってわけでもないんだ。逆らったら、ひとりずつ殺してもいいよう命令も受けてる」

「……どういうこと？　何が目的なの」

　相手の存在が計り知れないため、モトコはいったん、強攻策の選択肢を頭から消した。とりあえずは様よう子すを見なければならない。

　にきび面は潰つぶれた鼻を反らして、笑みを覗のぞかせた。やはりまだ若い。下手へたをすれば一〇代だ。

「ここの〝祠ほこら〟を使わせるわけにはいかないんだよ。だから別に殺しが目的じゃない。事が済むまで、ほんの少しの辛しん抱ぼうさ」

「〝祠〟ですって？　じゃあ、あなたたち一族なの？　なら、なおさら解げせないわ。どんな目的があるかは知らないけれど、盟めい主しゆ家けを襲おそって、あとでどうなるかわかっててやってるの？」

　にきび面と会話をしながら、モトコは彼に抱えられたままのなつきにそっと目配せを送っていた。注意を引きつけておくから。大丈夫よ、さあ、やりなさい。──が、なつきは涙をいっぱい目に溜ためながら、首を横に振るばかり。

「それを気にしない連中だっているってことさ」

「ああ、ひょっとしてあなたたち、天てん昇しよう会かい？　一族の中にでっかい極ごく道どう組そ織しきがあるとは聞いていたわ。いまどき珍しく、任にん俠きよう道どうを重んじる渡と世せい人にんの集まりだって聞いたことがあるけど。どうも、そうじゃないらしいわね」

　横目でちらりと毛むくじゃらを見やる。顔を赤くしたそいつは「何が言いてえ！」とわめいた。「別に」と挑発の笑えみを差し向けつつも、モトコはもう一度なつきに目配せする。また首を横に振られた。

「おい、こいつだけでもやっちまって構わないだろ!?」毛むくじゃらはわめいた。「人質は他ほかにもいるんだ。どうせ、全部事が済んじまえば、殺人だの、罪だの、そんなつまらないことはどうでもよくなるはずだぜ！」

「おい、見かけがこうだからって、口の利き方に気をつけろ。おれは手前てめえの兄貴分だぞ！」

　にきび面づらが言うと、毛むくじゃらはかっと目をひん剝むいた。

「だからよ、そういうものも関係なくなるって話だよ。いつもいつもでかい顔しやがって。はん、さっきは使えないなんて抜かしていやがったが、おまえだって、鬼の力を使いこなせてねえから精せい鋭えい部隊に選ばれなかったんだろうが。こんなところで、女を人質に取るようなつまらねえ仕事任されやがって」

「手前──」

　何だ？──モトコは形のいい眉まゆをひそめた。鬼の力？　それに、いくら優ゆう勢せいな立場にあるからといって、まだ身動きを封じたわけでもない敵を前に口こう論ろんするだなんて。達人どころか、仕事に関してはアマチュアもいいところだ。

　ならばいまこの隙すきに。

　モトコは最後の決意を促うながす意味で、なつきにさっき以上の強い調子で目配せした。が、また長い髪は左右に揺れた。

「あーっ、苛いら々いらする！」

　と、突然モトコは激げつ昂こうした。にきび面になおも文句を言いかけていた毛むくじゃらがぎょっとする。しかし、

「お嬢じようさま！　早く何とかしなさい！　さっきからうじうじうじうじ。あなたのお力なら、この程度のピンチ、どうとでもなるでしょう！　怖がっていないでさっさとしなさいっ」

　モトコが怒った相手は敵ではなく、人質になっている哀れな少女のほうだった。

「だ、駄だ目めなの！」

　となつきが涙混じりに、相変わらず宙に浮いた足をばたばたさせながら言った。

「さ……さっき、力を使っちゃったから……ごめんなさい、あたし、駄目なの！」

「力!?」

「使った!?」

　夫妻が同時に声をあげる。その後、「何てこと」とモトコが小さく囁ささやく。緊きん迫ぱくの響ひびきがあった。いかになつきが優すぐれた技能の持ち主だろうが、霊力イイロを操あやつる力などそうそう何度も気軽に使えるものではない。つまり、いまのなつきは本当にただの一〇歳さいの少女なのだ。

「何のことだ？」

　毛むくじゃらが口論も忘れてにきびのほうを不安げに見やった。

「知らねえよ。おう、来た来た」

　にきび面は別の方向を見ていた。そこからホールに現れた複数の人ひと影かげを見て、さらにモトコの顔色が白くなる。

　なつきと同じくやくざに銃を突きつけられ、こちらに歩いてきたのは、寝ね癖ぐせをつけながらも不安そうにしている浅あそ生う美み亜あと、そしてバスタオルを一枚羽は織おっただけのしどけない姿になっている草くさ薙なぎみづきだった。

「あ……」

　と四し郎ろうが呻うめく。モトコは彼をきっとにらみつけた。

「馬ば鹿かっ、不ふ審しん者しやを感知したのなら、何であっちを優ゆう先せんさせないのよ！」

「ご、ごめんなさい」

　今度は四郎が謝あやまった。彼は妻のモトコではなく、まずは客や令れい嬢じようの安全に配はい慮りよするべきだったのだ。

「さあ。これでオールキャストか？」

　にきび面づらは明るく声を張り上げた。一階ホールには人質にされた娘が三人。それぞれ銃口を押し当てられている。堂どう間ま夫妻はそれらに挟まれた格好になっていた。

　モトコが唇を嚙かみしめる。切れ上がったまなじりをさらに吊つり上げて、多方面から近づいてくる敵ひとりひとりに鋭するどい視線を当てている。が、いまはその手にした仕込みモップも役立ちそうになかった。







３──

　現在、午後八時。

　車外に流れ飛んでいく景色は平和そのものだった。窓をよぎる光に照らされていく無数の顔。無む論ろん、普通の顔をして歩いていく彼らにだって、それぞれ抱えこんでいる悩みや不安、あるいは苦しみもあるだろう。が、車内にいる和服姿の群むら雲くも壬み琴ことは、おそらくすれ違っていく誰だれもが想像のつかない苦境の只ただ中なかにいた。

　車に乗せられて以来、彼女はずっと無言を貫いていたが、

「いまならまだ間に合う。引き返せ」

　とやにわに言った。後部座席に並んで腰掛けていた征せい司じが「ん？」と気乗りしないような返事をよこす。壬琴は横目でにらみつけた。

「群雲から兵を引くんだよ。騒さわぎにはなるだろうけど……おい、コラ、一かず馬ま、大人おとなしくしてろ……まだ、取り返しのつかないことにはならなくて済む」

「いつまで同じことを言わせるつもりだ、お嬢じようさん？　もう引き返せはしないんだよ」

「そんなことはない。おまえが自分でそう決めつけてるだけだ。親父おやじが馬ば鹿かなのは知ってる。それにおまえのお父さんが我慢ならなかったことも。あー、もう。群雲が盟めい主しゆ家けでいるのが不満だっていうなら、あたしのほうから親父にかけ合ってもいい。だけど、こんなのは異常だ。このままだと天てん昇しよう会かいどころじゃない、一族への裏切りにもなるんだぞ！」

　意気ごんで壬み琴ことは言ったが、その男前な台詞せりふと表情にも似合わず、すぐ隣となりには一かず馬まの間抜け面づらがあった。さっきの「あー、もう」も、一馬がやたらにくっつきたがってくるから、押おし退のけたところだ。ふんふんと鼻息が荒く、さっきから隙すきを見ては顔を寄せてくる。

「どういう冗じよう談だんなんだ、征せい司じ。なあ！　そんなパフォーマンスまでして、自分たちが本気だってことを伝えたいのか？　あっ、コラ。それなら別の方法だってあるはずだろ。いますぐ引き返せ！」

「あっ、コラ」は一馬が壬琴の首筋に顔を寄せ、ぺろっと舐なめたのだ。

「だから……」

「だからも何もない。さっき一族以上の存在とか言っていたけど、そんな馬ば鹿かげた脅しはやめにしな。まだ、安あん西ざい組ぐみやら火ひ野の組やらを利用して、群むら雲くもを孤立させようとしてたときのほうが可愛かわいげがある。〝祠ほこら〟が欲しいなら……あっ、だから、一馬、あっ、くっ、こら、舐めるな、ねぶるな……欲しい……なら……」

「だから…………って、そいつ、おかしくないか？」

　真まっ赤かな顔をして身をよじる壬琴相手に、征司は白けたように言った。指摘された壬琴は、改めて、そんな一馬の様よう子すをしばし眺めてみた。

　ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん。

　ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん、ふん。

　鼻息は相変わらず荒い。あっちをきょろきょろ、こっちをきょろきょろ。かと思うと、口でサイドボードを勝手に開け、鼻面を突っこんでがさがさごそごそかき回す。やくざの車にふさわしくないビスケットを見つけた彼は、そのまま袋を歯で嚙かみ破って中身をがっつきはじめた。がり、むしゃ、がり、むしゃ、という音が聞こえた。

　うん、と頷うなずいた壬琴は征司に向き直って、

「こいつは大体、いつもこんな感じだ」きっぱりと断言した。「気にするな」

　ふう、とため息をついて征司は座席にどっかと背中を預ける。

「じゃあいい。さっきの話だが、まあ、盟めい主しゆ家けお嬢じようさまのお言葉だ、ありがたく賜たまわっておくとするよ」

「ふざけるな。聞き流そうとしないで、ちゃんと聞けよ！」

「じゃあ言ってやるがな──、やっぱり、あんたは育ちのいいお嬢さんだ。やくざにしたって一族にしたって、自分たちの立場は揺るがないと知った上で頭ごなしに言われても、少しもおまえの言葉は胸に響ひびきやしないんだよ」

「…………」

　何か突かれるものがあったのか、いきなり無言になった壬琴に、征司はなおも言う。

「おまえ、前に父親が中途半はん端ぱだとか言っていたが、おまえだってさすがにその娘だ。何でさっきは会長の前に現れた？　やくざになる意思も覚悟もないんだろ。なのにおまえは群むら雲くもの立場を守るためだけにやってきた。半はん端ぱもいいとこじゃねえか」

「半端……」

　壬み琴ことは何か言い返そうとしたが、しかしいっこうに口は開かなかった。胸の中をどれだけひっくり返しても、言うべき言葉が見当たらない。征せい司じの指摘は確たしかに的まとを射いてるようにも思えた。悔しさと、そして相手が引き返せない道の上を走っているという絶望と、仲間たちへの心配とが、複雑に絡み合い、うねる感情の波の中──、それと同時に、さっきから何か奇妙な違和感がちくりとした痛みをともなって壬琴の胸を突いていた。

　妙だ。

　他ほかならない、十と拳つか征司が。一週間ほど前、三年ぶりに再会したときもそう思ったが、しかしいまほど異常には感じなかったはず。

「きゃんっ!?」

　一かず馬まが吠ほえる。和服の裾すその下から顔を突っこもうとしたので、その後頭部をはたいたのだ。

　──何がどうなっている？

　しつこい一馬の頭を強引に押さえつけつつ、壬琴は考えを巡らしていた。ここ最近、妙な事件が立てつづけに起こっているかと思えば、今度は自分の顔見知りがおかしなことを口にしはじめ、それを実行しようとしている。征司はもう何も話すことはない、と言わんばかりに前のほうを向いていた。

　──半端……。

　自分を省かえりみて、壬琴は征司の言葉に想像以上のショックを受けている自分にも気づいた。確かにそうかもしれない、と認める部分がどこかにかあったからだ。やくざが関係ないというのなら、完全に放っておけばよかった。……そう、たとえ親子の縁えんを切ったとしても。それができないのが弱さだというのなら、確かに自分は弱いのだろう。

　──だけど！

　それと、征司のやろうとしていることの異常さとはまた別の話のはずだった。

　何としてでも止めてやる、と無言のままに彼女は胸の内で誓った。

　車外の風景から、流れ飛ぶ光が絶えた。山に入ったのだ。実家が近づいてきている。と、壬琴は窓の外に気になるものを発見した。黒白のカラーリングをされた車体──パトカーだ。こちらの車はそれを迂う回かいするかと思ったが、そのまま近づき、群むら雲くも家けの門前で何事もないかのように停車する。

「降りろ」

　と促うながされた。

　妙だな、とさっきとは違う意味で思いつつも、別の車から降りた男たちに銃を向けられては抵抗しようがない。というよりも、拳けん銃じゆうをあからさまにちらつかせていること自体がおかしかった。

　そのまま、彼らに挟まれる形で家のほうへと歩かされていく。

「ん──!?」

　突然、胸に抱いていた違和感が急激に膨ふくれ上がった。思わず足を止め、旅館にも似た建物を見上げる。

　見た目に変化はない。が、いま受けている不ふ可か思し議ぎな圧力は、見知らぬ誰だれかの家を見上げるときの感覚に似ていた。どこか他た人にん行ぎよう儀ぎな顔をしたその建物自体が、こちらを拒絶しようとしているようにも思える。とても三年前まで住んでいた場所とは思えなかった。一かず馬まも何かしら似たようなものを感じるのか、しきりに鼻をひくつかせて「うー」と唸うなっている。

　群むら雲くも家けの前には見慣れない人ひと影かげも複数あった。青い制服はあきらかに警けい官かんだ。群雲組関連の事件があったため、事務所を張っているのだろう。だが、征せい司じはこれもパトカーと同じく無視してずんずん歩き、あっさり敷しき地ち内へと入った。銃で脅されて歩かされている壬み琴ことも、直立不動で周囲を見張っているらしい警官の横を素通りする。壬琴は一いつ瞬しゆん、その警官と目が合った。にもかかわらず、彼はちらちら見え隠れしているはずの拳けん銃じゆうにも、入っていく人間たちにもまったくの無関心だった。

　まるで自分たちが透明人間になったかのような錯さつ覚かくを覚えつつ、そのまま、征司のあとにつづいて一階の事務所へと入らされる。入る前から声は聞こえていた。

「くそっ！　いい加減、放しやがれ！」

「何とか言ったらどうなんだ。こんなことをして、ただで済むと思っているわけじゃねえだろうな！」

　事務所では群むら雲くもの組員が捕まっていた。ロープで高たか手て小こ手てに縛しばられた彼らの数は八名。それを囲んだ十と拳つかの兵隊と見える男たちはたったの三人しかいなかった。群雲の組員がどんな脅おどし言葉を吐いても、十拳の組員はぴくりともせずに拳銃を持ったまま突っ立っている。と、

「お嬢じようさん！」

　うちひとりが、入ってきた壬琴の姿を認めて顔を上げた。高たか遠とおだ。いつも穏おだやかな顔の下に潜ひそませている迫力も、縛られていては効果がない。

「十拳！　手前てめえ、お嬢さんにまで……！」

　鋭するどい声を放つが、征司は聞く耳持たない、というふうに肩をすくめた。かっとして、なおも叫ぼうとした彼に、

「高遠、母さんは？」

　壬琴がそう訊きいた。事務所のどこにも圭けい子この姿は見当たらなかったのだ。高遠ははっとしたように顔つきを改めた。

「警察に事情聴取で連れていかれて。こちらにはおりません。我々は用心のため、事務所に詰めていたのですが、不意打ちを喰くらって……」高遠は唇を嚙かみしめていた。「だけど、こいつら、妙なんです。昼間の事件があったから、事務所の周りは警官が見張っていたはずなのに、どうして……」

　確かに警けい官かんのことは奇妙だ。母がとりあえずはいないというので安あん堵どしかけた壬み琴ことだったが、

「なあに。ほんの少し、目を見えなくさせてやったのさ。一族でない限り、この世にないものを見ることはできんだろう？」

　笑えみを含んだ声で征せい司じがそう言った瞬しゆん間かん、見慣れたはずの事務所の光景が二重、三重にぶれて見えはじめた。家に入る前に感じた違和感の正体に気づいて、壬琴の肌にさっと鳥肌が走る。

「まさか──〝歪ゆがみ〟……!?」

「そう」征司は獰どう猛もうそうな笑顔えがおで頷うなずいた。「この周りには、微量の〝歪み〟が張り巡らされているんだ。人間の〝定義〟を否定したり、喰くい尽くしたりするほどの規模じゃない代わり、普通の人間の五感ではまるで感知できない。おれたちの一族の守っているのが人間のための結界なら、いわば、これは『黄泉よみの側の』結界なのさ」

　壬琴は絶句した。得々と黄泉の〝定義〟を語る、この男は何者なのだろう。いったい誰だれなんだろう。いっしょに野球をやった？　よく虐いじめて泣かせていた？

　誰を？

「おまえ……」壬琴は褐色の肌をこれ以上ないくらいに白ちゃけさせていた。「征司、おまえ……やくざだけじゃなくて、外げ法ほうにまで魂を売ったのか！」

　それは、征司が先ほど語った一族への造反とも符合する事実だった。だが、まだ壬琴は信じたわけじゃなかった。何かの冗じよう談だんだとどこかで誰だれかが吠ほえていた。心の中で、他ほかならない壬琴自身が。

　が──、

「頭ごなしに怒ど鳴なるんじゃねえって。だからこいつも怖がっちまうんだよ」

　その奇妙な言葉と同時に、壬琴は逃れられようもない事実を突きつけられた。

「野郎！」

　突然、壬琴の背後にあったロッカーが開いたのだ。中から飛び出してきたのは、小型のリボルバーを手にした群むら雲くも組員と思われる男。

「石いし塚づか！」

　高たか遠とおが驚おどろきの声を張り上げる。襲しゆう撃げきを受けた際、おそらく誰にも気づかれないようロッカーに隠れていたのだろう。タイミングを見計らっていたのだ。

　そして、ようやくのことで姿を現した、黒幕らしい男めがけて引き金を引く。

　銃声は、野や獣じゆうの放つ歓喜の雄お叫たけびにも似ていた。抑えに抑えつけられた本能が目覚める瞬しゆん間かん。

「征司……！」

　という自分自身の叫びを、壬琴は遠くで聞いた。

　しかし──何も起こらなかった。

　いや、変化は起こっていた。征せい司じの姿そのものが青白い光に包まれていたのだ。

「銃弾は消えたぜ」彼は石化したかのように固まった男に笑いかけてやった。「何なら、もう一度やるかい？」

　その言葉が終わるか終わらないかのうち、立てつづけに銃声が鳴り響ひびいた。そのたびに征司の姿が青く瞬またたいた。組員の目は血走り、鼻からは荒い息を吹いていた。すでに弾は出なくなっていた。それにも気づかず、彼はまだトリガーを握りしめていた。そのうち近づいてきた十と拳つかの組員に押さえつけられ、彼もまたロープで縛しばられた。

　呆ぼう然ぜんとしたのは、もちろん彼だけではない。壬み琴ことも同様だ。征司の言うように、銃弾は確たしかに消えていた。だが、なぜ？　そんな現象を説明づけられるものを壬琴はひとつしか知らない。

　迦カ具グ土ヅチだ。もともと黄泉よみのとある構成物質に、霊力イイロの息吹を吹きこんだものが迦具土だと聞いている。そのせいか、黄泉から生み出された〝歪ゆがみ〟がそうであるように、迦具土は現世の〝定義〟へと干渉することができる。もちろん、ひとりの迦か具ぐ羅らに許された迦具土程度では世界を揺るがすような大掛かりなことは不可能だが、銃弾を消し飛ばすことくらいは可能だろう。

　しかし──十拳征司は迦具羅ではない。迦具土を持てるはずがなかった。では、なぜ？

　もう答えは出ているはずだった。壬琴はその目で見たし、そして感じてもいたのだ。肌が粟あわ立だち、内ない臓ぞうをえぐられるようなあの、一種独特の寒気を。

　外げ法ほう。

　一族の霊力を、黄泉の〝定義〟に利用しようとするものたち。あるいは、世界の〝定義〟をおのが自由に書き換えようとするものたち。

　そう──またも、外法だった。

「いっしょだ……」

　震ふるえる声でそう言うものがあった。あまりにも哀れっぽい声だったので、最初、壬琴はそれが高たか遠とおの声だとは信じられなかった。

「こいつらが、攻めてきたときと……そうだ……刀も……ハジキも……まるで、通じなかったんだ……」

「さて。そうそう時間もないんだ。いくぜ、お嬢じようさん」征司は面めん倒どう臭くさそうに肩を回しながら言った。「群むら雲くもの聖堂だよ。まずは予定どおり、ここから戴いただくとする」

　五年。

　そう、征司と出会って、別れるまでの間。

　その五年の間、どれだけ記き憶おくを辿たどろうと──。

　ぺろっと舌で唇を舐なめた征司の顔は、もう、壬琴の知っているどんな顔でもなかった。










六章「犬よさらば」













１──

　征せい司じを先頭に、壬み琴こと、一かず馬まはそれぞれ拳けん銃じゆうを手にした組員たちに挟まれながら、聖堂に通じる坂道を上らされていた。

　途中、一度だけ振り向いた征司は、

「おっと、そうだ。天からの助けを期待しても無む駄だだぜ。いま連絡があってな、草くさ薙なぎ家にいる全員も人質に取った。騎き兵へい隊たいのご到着はなしだ。腹をくくりな」

　とだけ壬琴に伝え、あとは黙もく々もくと道を辿たどった。壬琴も黙だまりこくっている。無む論ろん、胸によぎるべき思いはいくらもあるが、どれも確かつ固ことした形にならず、ひとつひとつ、刷毛はけで琴きん線せんをなぞるように流れては、何処いずこともなく消え失せ、また油断した隙すきに現れる──。そんなことをくり返しているうち、聖堂に辿り着いた。岩の群れは暗がりに沈んでなお、その威容を誇ってそびえ立っている。

　足を止めた全員を前に、征せい司じはくるりと振り向いた。

「さあ、当主がいない以上、いまの群むら雲くも家けの当主はおまえだ、壬み琴こと。〝祠ほこら〟に入り、その権けん利りをおれに渡すと宣言しろ。もちろん、浅あそ生うにやっているような一時的なものじゃない。完全なる譲じよう渡とだ」

　岩の中央にあるあずまやのような場所を顎あごで指す。壬琴にとってみれば、家のすぐ近くにある、見慣れた風景の一ヶ所に過ぎない。征司はそれが欲しいのだ。一族の禁きん忌きを犯すほどに。

　壬琴の目にためらいの感情が泳いだ。

「お嬢じようさん、いけない！」

　声を張り上げたのは、最後尾にいた高たか遠とおだった。組員のうち、彼ひとりが人質として連れられていたのだ。当然、十と拳つか組ぐみでは征司以外に三人いる組員のうち、ひとりが彼の頭に銃口を押しつける役目を担になっている。それでも、

「壬琴お嬢さんがいなければ彼らは目的を達成できません。ですから、我々には構わず！　我ら群雲家、盟めい主しゆ家としての誇りだけは失うわけにはいかないのです！　特に、十拳なんぞ相手に……」

　叫ぶ彼の顔をじっと眺めること数秒。

　壬琴はそっと首を振った。

「いいさ。あたしは、やくざにも、盟主家にも興きよう味みはない」

「お嬢さん！」

「あとで恨うらんでくれていいよ。親父おやじにも怒られるかもしれないけど。でも、火種をまいたのはあいつなんだからな」

「いい心構えだぜ、お嬢さん」

　征司のにやけた顔をなるべく見ないようにしながら、壬琴はその脇わきを通り抜けた。岩々の群れを目の前にする。彼女も盟主家当主の娘だった。その最低限に与えられた権利を行使する方法くらいは、幼い頃ころに教えられている。

　無む論ろん、彼女は霊力イイロ使いではないので、その聖堂を使って霊力を操あやつることはできない。壬琴にできるのは征司に言われたとおり、権利を何者かに譲渡することだけだった。

　目を閉じる。無言のつぶやきを胸のうちによぎらせた。キーワードとなり得る心の動きが、聖堂に変化をもたらしはじめる。いままで無秩序に漂っていた霊力が、青紫色の気体となってあらわれたのだ。それは風にも惑わされず、独自の渦うずを巻いて岩々の上を漂い流れていく。

「いいぞ──」

　そう言った征司は壬琴のすぐ後ろにいた。

　瞬しゆん間かん、壬琴は飛んだ。まばゆいばかりのきらめきを土煙のあとに引き連れて。

「何っ!?」

　征せい司じの頭上をも飛び越えた壬み琴ことは、その背後に降り立つや、彼の首根っこに腕を巻いてその身体からだごと強引に振り向いた。

　並んだ組員たちの顔に、動揺──というレベルではないが、それでもなにがしか、感情の揺らめきが起こる。いける、と壬琴は判断した。外げ法ほうの力は彼らにも及んでいるのだろうが、まだ人間らしい心は残っているのだ。子は親を何としてでも守らねばならないという、極ごく道どうにとってもっとも大事な心が。

　足から生えた等身大の翼つばさから、黒い渦うずが吹き上がった。空間をバレーボール大に歪ゆがませたその黒い渦──重力弾を右手に持つ。

「動くな！」と壬琴はその弾を征司の首もとに突きつけた。「一かず馬またちを解放しろ。さもないと、こいつを吹き飛ばすぞ！」

「馬ば鹿か野郎！」

　怒ど鳴なったのは征司だった。彼が人質に取られ、組員が動きを止めた隙すきにか、一馬がその手を振りほどいたのだ。彼は猛然とダッシュを開始した。

「一馬！　いい子だ、よくやった！」壬琴はまるでお姉さんみたいな口調で誉ほめた。「聖堂で霊力イイロを練り上げるんだ。それを、あたしに……」

　言葉が止まったのは、一馬が聖堂の脇わきを素通りしたからだ。木の根元にしゃがみこもうとして──一いつ瞬しゆん、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた一馬は、ああ、と合点したように頷うなずいてから、あろうことかズボンを脱ぎはじめた。

「な!?──」

　壬琴が驚おどろくのも無理はなかった。一馬はそのまま下半身丸裸になると、地面に両手両足を着いてから、片足だけを器用に上げて……。

　しゃーっ。

　夜よ目めにも、放物線をきれいに描いた黄金のラインが見て取れた。

「か、かかかか、か、かか」

　もはやいつもの「一馬ああ！」とも叫べずに硬直する壬琴の腕の中で、

「わっはっはっはあ」

　征司が哄こう笑しようした。

「何がおかしい!?」

　と、壬琴は言いながらも、これの何がおかしくないものか、と自分でも思っていた。我に返ったらしい組員がふたたび一馬を取り押さえている。スッキリしたのか、あまり抵抗もせずに素直に捕まっていた。

「愉ゆ快かいな見世物をどうもありがとよ。また半はん端ぱなことしでかそうとするから、こういうことになるんだぜ」

　征司は壬琴を無言にさせてから、今度は部下たちに向かって、

「おい、今度はちゃんと人質を押さえとけよ。どうせこいつだけじゃ、迦カ具グ土ツチを長いこと具現化させられはしねえ。だから城主に霊力イイロの援助を頼んだんだ。タイムリミットが来るまで、この姿勢でのんびり待つとするさ。背中に胸が当たってて、決して悪くねえ」

「ふ……ふざけるな。だから言ってるだろう！　人質を解放しないなら、このままおまえを……」

「できるのか？」

　征せい司じは顔だけ振り向かせた。壬み琴ことはふたたび言葉に詰まった。

「で……」

　それでも言いかけた壬琴の口を、

「みーちゃんにはできないよ」

　征司の言葉が完全に封じた。昔の呼び方だった。みーちゃん、みーちゃん、と壬琴を追いかけ、あるいは追いかけられて、それでも呼びつづけた彼独特の呼び方だった。

「みーちゃんとぼくは、最高のバッテリーなんだ。そんなこと、できるはずがないよ」

「セイ……」

　壬琴も昔の呼び方をした。何もできなくなった。重力弾が手の中から消え失せ、やがて足の翼つばさも、光もろとも夜よ闇やみに溶けていく。瞬しゆん間かん、突き飛ばされ、バランスを崩した壬琴はさらに頰ほおを殴られていた。

「女が何度もつけあがりやがって！」

　征司は鬼の形ぎよう相そうになってわめいた。

「こういう、男勝りを気取っているようなアマは痛い目見せないとわからねえんだ。こいつの代わりに、おれが調教しといてやる！」

　地面を転がった壬琴の脇わき腹ばらを蹴けりつける。うっ、と壬琴の息が止まりかけた。もう一度。

「がううう！」

　唸うなり声をあげた一かず馬まはしかし、組員のひとりに背中から伸のしかかられて身動き取れない。征司はなおも壬琴を足あし蹴げにしようとした。

「くっ!?」

　突然、振り上げたその足が止まった。眉み間けんは苦く渋じゆうのしわを刻んでいる。何が起こったわけでもない。彼はあたかも見えない鎖くさりでからめ捕られたかのような自分の足を見ながら、脂汗を手の甲で拭ぬぐった。

「そうか。そうかよ」苦しみに頰を引きつらせながらも、征司はひとりで笑った。「ふふ、おまえもやるじゃねえか。普段ふだんからこのくらい、そう、おれを超えるくらいの気き概がいを見せつけてくれていりゃあな」

「おまえ……」

　壬琴はよろよろと立ち上がりながら言った。頰や着物についた土にも構わず、

「誰なんだ？」

　と訊きいた。

「見たとおりさ」

「違う……。おまえは、セイなんかじゃない。どんな三年があったかは知らない。それでも、セイはおまえみたいな奴やつには絶対ならない！」

「誰だれだろうと、構うものか。お嬢じようさん、立場はさっきとまるで変わってないんだぜ」

　そう、その呼び方だ。さっき、「みーちゃん」と呼んだのを除けば、彼はこの日、ずっと「お嬢さん」と呼んでいる。

　燃えるような眼まな差ざしでにらみつけた壬み琴ことの前に、取り押さえられたままの一かず馬まが引きずられてきた。

「王道といこうじゃないか」

　征せい司じは言い、リボルバーを一馬の後頭部へと押し当てた。

「さあ？　飛び散る脳のう味み噌そを見たくなけりゃ、つづきをやるんだ。こういうの、おれはお嬢さんよりは慣れてるもんでね」




　一方──。

　草くさ薙なぎ邸内においても、仲間を人質に取られ、拳けん銃じゆうで脅おどされている状況下にあった。

「これでオールキャストか？」

　鼻の潰つぶれたにきび面づらが言うように、一階ホールの広々とした空間に、この家にいる全員が集められている。人質に取られているのは美み亜あ、みづき、そして抱え上げられたままのなつきの三人。やくざはそれぞれ人質に取っている三人と、毛むくじゃら、そしてフリーの状態でモトコたちに銃を向けている太った男の計五人。

　迦か具ぐ羅らである美亜にしてもみづきにしても、なつきを盾たてにされては何もできない。

　モトコと四し郎ろうは、多方面から連れてこられた彼女たちの中央に位置していた。なつきは一番遠い場所──階段の踊り場にいる。さすがに剣の名手といえども、跳びかかって一いつ瞬しゆんのうちに斬きりかかられる位置にはない。

「いい女ばっかりじゃねえの」

　毛むくじゃらが笑った。

「ああ、そっちは特に羨うらやましい」

　瘦やせ型の男がバスタオル一枚のみづきを見ながらにやける。彼が人質にしているのは、むっとした様よう子すの美亜だ。こっちではご不満らしい。そのみづきの首筋に銃口を押し当てている赤ら顔は、

「もう少し早ければ入浴シーンも拝めたかもしれないがな。まあ、いまからでも遅くはないさ」

　でかい鼻の穴を膨ふくらませて言った。みづきは無言だ。なつきをちらりと見上げる。さっきと同じ意味でか、なつきは涙目で首を横に振った。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　さっきからずっと小声でそうくり返している。ぱちぱちと瞬しばたたいたとき、ひと粒の涙が落ちた。

「おい、妙な考えは起こすな」そのなつきを抱えているにきび面づらが仲間をたしなめた。「命令どおり、こいつらの動きさえ押さえておけばそれでいい。あとはオヤジの連絡待ちだ」

「さっきからこの調子さ」へらへらと仲間に笑いかけたのは毛むくじゃらだ。「どうするよ？　大人おとなしく従うか」

「おれたちはいまから、掟おきてにも〝定義〟にも逆らおうっていうんだ」

「ああ。いまさら、兄あに貴きぶんの命令に従わなくちゃいけない理由はないな」

　二人がそう頷うなずき合うと、「ちょ、ちょっと……」と美み亜あがあわてた声をあげる。何やらおかしな雰囲気になってきた。美亜を羽は交がい絞めにしている赤ら顔の息が荒い。ひえええええ。美亜の首筋に鳥肌が立った。おまけに、さっきから無言を貫いているもうひとりの太っちょがこっちを妙に熱っぽく見つめている。まさか、もしや、ひょっとして、いいや、ひょっとしなくても、貞てい操そうの危機!?

「貴様ら……」

　とただひとり、冷静なままだったにきび面が唸うなった。毛むくじゃら、赤ら顔、瘦やせ型の三人ぶんの視線が彼に集中する。どれもにやけているようで、しかしさすがに緊きん迫ぱくの色は隠しきれない。目には見えない力の拮きつ抗こうが、そのときホールに水を打ったような静けさをもたらした。ちなみに四人目の太っちょはなおも美み亜あをじっと見つめている。

[image: ]

　そのとき、

「待って！」

　モトコが金切り声を張り上げた。

「その娘たちには何もしないで。わたしなら構わないわ。好きにしてくれていいから」

「ほう？」みづきに銃を突きつけた赤ら顔がさらににやけた。「どうするよ、お仲間諸君」

「せっかくの申し出だからな。ようし、退屈しのぎにまずはストリップでもやってもらおうか」

「そりゃいい。──よせ、とか言うなよ？」毛むくじゃらが踊り場のにきび面づらを牽けん制せいした。

「妙なことを企たくらんでやがるとしても、裸にひん剝むいちまえば、武器のひとつも隠せねえだろ」

　にきび面は何も言わなかった。代わりに、その目からは青白い光が洩もれているように見えた。尋常ではないのはもちろんわかっている。が、とりあえずモトコは自分の使命を優ゆう先せんさせることにした。

「いいわ──脱げばいいのでしょう」

　頷うなずいて、「モ、モトコさん……」と、哀れっぽい声を出した旦だん那なに目配せした。起伏のあるボディーラインに、男たちの期待と、野生を秘めた欲望の視線が矢のように突き刺さってくる。それを意い識しきして受け止めながら、まずカチューシャに手をやると、

「ま、待て。それを外すな」

　毛むくじゃらが妙にあわてた声で、おかしなことを言った。しかし他ほかの二人も「うん、うん」と頷いている。モトコは、

「？　じゃあ……」

　と、肘ひじまでの黒い手袋グローブに手をかける。

「そ、それも駄だ目めだ！」

　赤ら顔が叫んだ。マジだ。

「？？　じゃあ、ここなら大丈夫でしょ？」

　モトコは眉まゆをしかめつつも、屈かがみこんでハイヒールに手をかけた。

「だ、駄目だ！　絶対駄目だ！」

　瘦やせ型が叫んだ。が、今度は仲間二人の同意を得られなかった。

「いいじゃないか、それくらい」

「そうだ。どうしても必要なら、あとで履はいてもらえばいいことだ」

「な、何を!?　それを言うなら、他ほかのだっていっしょだろっ！」

　目に涙まで溜ためて叫んだ。こいつもマジだ。が、なぜか目の反射する光は青白い。毛むくじゃらはかぶりを振った。

「それは違うと思うぞ」あたかも、クラス会で積極的に発言する優ゆう等とう生せいのごとく真ま顔がおで言う。「カチューシャのないメイドが服を脱いだところで、その時点で彼女はすでにメイドじゃない」

「ハイヒールじゃないメイドも嫌やだっ！　絶対、嫌やだっ！」

「おれはローヒールのメイドがいい」

「おれはブーツだなあ。編み上げブーツ。おい、メイド、それを履はいてこい」

「何を勝手なリクエストしている!?」

　大おお騒さわぎだ。モトコはこめかみが痛むのを感じた。彼女が意図していた方向とは若じやつ干かん異なるものの、まあ、「仲間割れ」には近くなっている。しかし、彼女の計画では、自分に襲おそいかかる彼らを止めるため、上からあのにきび面づらが降りてこなければならないのだ。どうにかして、あのにきび面の注意をも引きつけねば……。

　ちらりと階段の踊り場を窺うかがったそのとき。

「貴様ら……」

　さっきと同じ呻うめき声。が、姿そのものは著しく異なっていた。目から放たれていたあの青白い光は、いまや全身を包み上げていたのだ。強風の前に喘あえぐ灯ともし火びのごとく激はげしく揺さぶられているそれに何を感じてか、なつきが恐怖の表情で足をばたつかせている。

「ぐゥ!?」

　赤ら顔が突然、美み亜あを突き飛ばした。前によろめいた人質のほうには見向きもせずにその場で膝ひざをつき、身を二つに折って苦しみはじめる。

「が、が、が」

「あうああああ」

　残り二人も同様だった。瘦やせ型もみづきを突き放した。壁かべに手をついて、よろめいた自分の身体からだを支えようとする。瞬しゆん間かん、その壁の向こうに手が突き抜けた。傷ひとつつけずに。手からはほとんど無色透明の炎が浮き上がっていた。美亜は息を吞のんだ。この世の物体を素通りする肉体。それは、すなわち──。

「鬼……！」

　そのひと言でしか説明のつかない現象だった。が、彼女自身、自分が口にした言葉の意味がわかっていたかどうか。

「おのれえっ」

　毛むくじゃらが絨じゆう毯たんの上でわめいた。その身体は、包み上げられた炎でさらにひと回りほど大きくなったようにも見えた。

「連れん鎖ささせ……て、おれたちの……鬼をも……目覚めさせ、やがったな……ぐあっ、ひごご」

　青白いヴェールが三人の表情を押し隠した。モトコたちが彼らから反射的に跳とび離はなれる。それは、存在するだけで生きとし生けるものに圧力を与える存在だった。

「このっ」

　好こう機きと見てか、モトコがふたたび仕込みモップを手に、一番手近にいた毛むくじゃらの胴を払おうとする。切っ先が吹き抜けた。斬きり払ったのではない。肉の感触もないままに、刀身が素通りしたのだ。

　むくりと身を起こした毛むくじゃらは、もはや人間の名残なごりさえ留とどめていないように思えた。というよりも、姿そのものすらはっきりと見て取ることができなかった。モトコの脳が、目にした光景を認にん識しきすることを拒否していたのだ。

「げふうううはあああ」

　毛むくじゃらは奇声をあげた。声ですら、いろいろな意味や音声が重なり合っていた。苦しみのあまりか、もっとも近くにいたモトコに躍おどりかかろうとする。刀をそれでも正せい眼がんに構えたモトコの前に、すっくとみづきの背中が立ちはだかった。

「退さがりなさい、下げ郎ろう」

　手から放たれた刀はおびただしい光を孕はらんでいた。

　宙にその光が弧線を描く。

　青白い炎が両断された。そこから、まるで衣を脱ぐようにして毛むくじゃら本来の肉体がまろび出て、どう、と仰あお向むけに倒れる。

「みづき姐ねえっ！……」

　美み亜あが怯おびえた声で注意を促うながした。瘦やせ型と赤ら顔はそれぞれ自分の頭や胸を抱えながらのた打ちまわっていた。身体からだから放たれているそれは、もはや炎とは呼べなかった。

　穴だ。

　球だ。

　鎧よろいだ。

　扉だ。

　そして──〝歪ゆがみ〟だ。

「鬼を自らの身に降ろした？」つぶやくみづきの瞳ひとみが、刀身の光を宿して冴さえ冴ざえときらめく。「反はん魂ごんもしていない生身の肉体と精神に……。何と馬ば鹿かな真似まねを。かつて、一族と敵対した外げ法ほう士ですら、自分たちの意志では実現させ得なかった悪夢」

　それからモトコたちに、

「迦カ具グ土ツチでなければ無理です。お下がりください」

　そう言って迦具土の刀を構えたみづきは、なおも身体から〝歪み〟を噴ふき上げる二人に近づこうとした。

　瞬しゆん間かん、〝歪み〟がみづきから遠ざかった。まるで意思ある生物のように。ずずずっ、と空間をも引きずりかねない勢いで移動したその先に、階段の上で立ち尽くすもうひとりのやくざの姿があった。

　いいや、すでに人間ではない。彼は身体から放った光に完全に吞のまれていて、いまやまったく別の形を成していた。あまりにそれは複雑すぎて──あるいは、単純すぎて──人間の目には認にん識しきできなかったが、みづきの目には、かろうじて二本の角状の物体が認識されていた。

　黄泉よみのもの──〈軍勢イクサ〉。身体からだは人間サイズにも見えたし、建物を突き破ってなおそこに存在するほど巨大なものにも見えた。

「なつき！」

　みづきが珍しく大声を放った。従妹いとこは〈軍勢〉の正面に捕われたままだった。なおも宙を搔かく細い足。

「助けて、お姉ねえさま！」

　みづきは走り出した。あわてて美み亜あがあとにつづく。一かず馬まの霊力イイロがないため、羽は衣ごろもの光を放つのに少し遅れた。同じ理由によって、両者の迦カ具グ土ツチは長いこと持ちはしない。勝負は一いつ瞬しゆんでつけなければならなかった。

　が──。

　まずみづきが、そして羽衣を展開させかけていた美亜が吹き飛ばされた。前方に位置していた〝歪ゆがみ〟から、姿なき圧力が放たれ、それが凄すさまじい風と化して吹きつけて来たのだ。風はやはり黒かった。着地したみづきと美亜、それぞれの姿めがけ、無数の手足と見えるうじゃうじゃした突起物を振り乱しながらふたたび迫り来る。百足むかでのごとき形状を有した〈百ひやつ鬼き〉である。

「くっ」

　短い息吹いぶきを発して後ろに跳とび退さがりつつ、その黒い風を迎え打ったみづきは、視線をちらっと上げて従妹いとこの姿を視界内に収めようとした。

　恐れていたことが起こりつつあった。

　宙にぶら下げられた格好のなつきが、背後に立ち尽くしている〈軍勢〉の内側へと吞のまれていくのだ。華きや奢しやな肢体が空中で何度も悶もだえた。その中にあって、白さの際きわ立だつ顔に、首筋に、手に──黒い、しかしそればかりでもない不浄の色が侵食していく。

「いやああーっ！」

　なつきの絶叫がホール内を貫いた。







２──

（わたし、あの娘が怖いわ……）

　その声は、遠い遠い場所から聞こえてきた。

（何を考えているのか、まるでわからないのよ……見て、ちっとも笑おうとしないし……）

　テーブルの上。小さな人形たちが埋め尽くす。蠟ろう燭そくの炎。横に並んだ奇怪な笑えみが影かげとともに踊って。

（なつき、食事中は人形遊びはやめなさい）

（どうして？　遊んでなんかいないのよ。あたしは、あたしたちといっしょに食事しなきゃ）

　なつきはごく当然のように言う。たまに両親はなつきの言う「あたし」の意味が理解できないでいるようだった。当然だ。彼女は、肉体を離はなれて何か別のものに宿るなんてことは誰だれにでもできることだと思っていたし、両親はまだその事実を知らなかった。

　なつきの思う「自分」という概がい念ねんはだから、極めて希き薄はくなものだった。宿れるものすべてがその中に含まれていたからだ。当然、両親相手にも同じことは言えたのだが、彼女はかろうじて「両親」という存在を自分以外のものとして認にん識しきしていたため、宿る対象にはしてこなかった。

（あの娘、それこそ人形みたいな目をしてるじゃない？……）

　そのうち、母親は新しく産まれた赤ん坊のほうをかわいがるようになり、なつき本人にはほとんど話しかけることさえしなくなった。なつきはそれでも、別に嫉しつ妬としたり、寂さびしがったりはしなかった。それもまた「自分」だったから。弟の誕たん生じようは、なつきにとっては新しい「自分」が手に入っただけのことだった。

　その「自分」を、父親もかわいがってくれた。毎朝、仕事に出かけるとき、「自分」と離れるのをとても寂さびしそうにしていたので、なつきは父のためにいいアイディアを考えた。

（はい、あたしよ）

　玄関口に出て、娘がピエロの操あやつり人形を差し出すのを、父は他た愛あいのない子供の思いつきだと思ったらしい。

（ありがとう、なつき、大事にするよ）

　久しぶりに笑顔えがおを見せて、父は会社に出かけていった。

　母が半狂乱になったのはその直後だ。あわてて電話に飛びつき、

（あなた！　早く帰ってきて。この子が……晴はる樹きが、まるで動こうとしないのよ！　い、いま、病院にも電話したのだけど……お、お、お願い、ひとりじゃ、待つのも辛つらいわ……）

　飛んで帰ってきた父親は、やはりぴくりとも動かない肉の器うつわを抱きかかえてパニックに陥おちいった。「あたし」はちゃんと鞄かばんの中にいたのに。だからなつきは「半分」だけ器に戻って、二人に教えてあげた。

（あたし、ここにいるのよ）

　鞄の中をまさぐって、人形を取り出す。ふっと息を吹きかけた。瞬しゆん間かん、肉の器に戻ったもうひとりの「自分」の、火がついたような泣き声が聞こえはじめた。母親はそのとき、何ともいえない目でなつきを眺めていた──。

（あたし、ここにいるのよ）

　いま思えば──。

　何て、皮肉な言葉だろう。誰だれもあたしを見つけてくれないのに。捜そうともしてくれていないのに。

　お願い、ママ、そんな目で見ないで。

　晴はる樹きに近づくな、なんて言わないで。

　いまならわかるの。

　いまなら、「普通」になれるから。

（お願い──）

　なつきは暗くら闇やみの中、底知れない穴の奥めがけて落ちていった。誰だれも手を伸ばしてはくれない。助けてくれない。誰にもあたしが見えないから。一〇年間、ずっとそうだったから。

　ただひとりだけ。ほの白いその手が伸びてきたのは、ただの一度だけ──。

　そしていま、なつきは自分でその「一度」を壊こわしてしまった。嫉しつ妬とという感情を受け止めるのが怖かったから。以前は周囲のものすべてが「自分」だったから、特別な誰かに見向きもされなくなる、なんてことはなかった。でもいまならわかる。「普通」になったからこそ。離はなれていくのが辛つらい。自分と同じか、それ以上に大事なものがあの人にあるのが怖い。だから……。

　だから、無断で力を使い、彼女はそのたったひとりの大事な人をも遠ざけてしまった──。

　だから、落ちていく──。

　だから──。

「わんっ！」

　頭上で凄すさまじい声が鳴り響ひびいたのはそのときだった。あまりに大きい声だったからか、暗くら闇やみのあちこちで白い裂け目が広がりはじめた。

　そしてなつきは、すうと持ち上げられていった。二度目の感触だった。




「う、わ」美み亜あが感かん嘆たんの声をあげた。「凄すごい、凄い！　あの犬、凄ーい！」

　美亜の言う「あの犬」は、二階の方向から凄まじい速度で駆け下りてきたかと思うや、〈軍勢イクサ〉に吞のまれる寸前だったなつきの襟えり首くびを歯でつかんで、外に引きずり出していた。

　その隙すきに、みづきの光剣が二匹の〈百ひやつ鬼き〉を霧む消しようさせる。階段を一段ずつ飛び越え、いち早く踊り場に迫った美亜が、両手両足を可能な限り左右に広げた。

　ぱっ、ぱっと散った光の帯が、白びやく夜やめがけて振り下ろされかけていた鬼の拳こぶしを受け止める。

「美亜さん、そのまま！」

「承知！」

　みづきの声が背を叩たたくとほぼ同時に美亜は頷うなずいた。その意図を汲くんで、受け止めたばかりの鬼の黒々とした拳──のようにも見える何か──を羽は衣ごろもで挟みこむ。引き抜こうとした鬼が、金属質の呻うめきをあげた。

　瞬しゆん間かん、美亜の背中を蹴けって、舞まい上がるみづきの影かげ。

　膝ひざを揃そろえて一回転したその影かげから、流星のごとくくり出された光の束が〈軍勢イクサ〉を両断した。黒い煤すすのようになって散ちり散ぢりに乱れる〝歪ゆがみ〟を、同じく飛び散った光の粒子がひとつひとつ消し去っていく。

　ふわっ、と──夜の色が一いつ瞬しゆん、美み亜あの視界をよぎった。手前に着地したみづきの長い黒髪だ。なびいたそれがみづきの背中に落ち着いて美亜の視界を晴らしたときには──もう、すべてが終わっていた。

「やったぁ！」

　うずくまったにきび面づらを見て、美亜が歓声をあげる。が、みづきはなぜか妙に硬い表情のまま、近くに横たわっていたなつきの傍かたわらに膝ひざをついた。

「なつき」

「お……お姉ねえさま！」

　ぐしゃっと、涙で顔を歪ゆがめたなつきは、そのままみづきの胸に跳とびこもうとして──。

　ぱんっ。

　頰ほおを張られ、尻しり餅もちをついた。美亜が思わず笑顔えがおを引っこめる。

「──わかりますね、なつき」みづきはいつもと同じ口く調ちようで言った。「他人ひとに、力を使ったのでしょう？」

「う……う……」

　なつきは頰を手で押さえ、尻餅をついたままむせび泣いていた。くゥん、と鳴いたその声に気づいてみづきが傍らを見ると、「伏せ」の姿勢でこちらを見上げる白びやく夜やの姿があった。

「一かず馬まさんですね？」

　みづきは言った。固唾かたずを吞のんでいた美亜が、すっ転びそうになる。

「ちょ、ちょっとみづき姐ねえ。そりゃあさあ、たまーにケダモノかと思えるときはあるけど、いくら何でも……」

「……うん」

　なつきが頷うなずいたので、美亜は、あひゃー、となった。そのとき、みづきの頰が桜色になっていた理由を彼女はわからない。

「お嬢じようさま！」

　堂どう間ま夫妻が踊り場に駆け上がってきた。来るのが妙に遅かったと思っていたら、

「先ほど、群むら雲くも家けのほうに電話をしてみました」

「外で携帯の妨害電波を出してた車があったので、そこから逆に電話を拝借いたしまして」

　モトコの言葉を、旦だん那なの四し郎ろうが補足する。外で待っていた敵の仲間を襲しゆう撃げきしてきたらしい。……となると、逆に早すぎたくらいだ。

「返事がありません。このやくざたちが天てん昇しよう会かい系列だと考えれば、本来の目的は群雲のほうにあるかと。わたしたちは足止めするのだけが目的だったようですし」

「やはり、そうですか。……しかし」立ち上がりかけたみづきは、ちらりと白びやく夜やを見やる。「おそらく、彼らと同じく鬼を宿した敵がいることでしょう。わたしたちだけでは」

　みづきが言うと、美み亜あは少しばかりおずおずと訊きいた。

「さっきも言ってたけど。鬼を宿すってさ……それ、こ、言葉どおりの意味なの？」

「他ほかに何か？」

　あんまり淡々と言うものだから、そんなもんですか、とあっさりこっちも納得しそうになるが、改めて考えるとやはりとんでもない事実だ。

　本来、生身の人間には鬼の存在そのものが耐えられない。訓練を重ねてきた一族の迦か具ぐ羅らとて同じことだ。だから彼らは城主が届けてくれる霊力イイロを当てにする。

　それを、普通の人間が肉体に宿していた？

「反はん魂ごん──とは、違うようですね」

　モトコが手にしたモップを見ながら言った。さっき、外で待っていたやくざの車を襲しゆう撃げきした際には大いに役立ったものの、鬼の宿ったやくざ相手にはまるで通じなかった。この世の〝定義〟に染まらない鬼相手には、普通の武器は通用しないのだ。

「反魂は人間そのものが鬼になることです。かつては外げ法ほう士しが仲間の迦具羅をわざと反魂させて使し役えきしていたともいいますが、果たして鬼になった彼らが、以前と同じ思考回路を持つのか、記き憶おくを維持していけるのか、人間らしい感情を持てるのかどうか──誰だれにもわかりません。しかし、彼らは──宿した鬼の力を暴走させてしまったとはいえ、その直前までは普通の人間と同じように見えました」

「そ、そんなのが群むら雲くも組ぐみにはうじゃうじゃ攻め寄せてるってこと？」

　美亜が声を跳ね上げると、みづきは淡々と応じた。

「向こうが本来の目的でしょうから、可能性はあります」

「れ、冷静にしてる場合じゃないって。壬み琴こと姐ねえが危ないよ！　早くいかなくちゃ！」

　美亜はそう言ってから、先ほどみづきが口にした逡しゆん巡じゆんの理由を思い出して、

「何だったら、他ほかの〝城〟に支援を要求したら？　緊きん急きゆう事態でしょ！」

「現在、〝城〟は常に緊急事態です。〝祠ほこら〟の危き機きにどこまで応じてくれるか」

「そんなのって──」

　美亜は端正なみづきの横顔に視線を当てながら、口をつぐんだ。結界を守り抜くのが使命である以上、各所でほころびが生じている現在、一族の全戦力は〝城〟の防ぼう衛えいに回されている。もともと、一族の育成機関だった天あま津つ学園までもが、最前線拠点ともいえる〝城〟として目覚めたのも、戦力と防御力がともに不足していたからだ。

「間に合うかどうかもわかりませんが……。モトコさん、一応はお願いできますか」

「わかりました。近くの迦具羅──天津の生徒も含めて──に呼びかけてみます」

「では、わたしたちはいきましょう。城主がいない以上、辛つらい戦いになるでしょうが……」

「う、うん」

　と美み亜あがうなずきかけたとき。

「わん、わんわん、わん！」

　白びやく夜やが足元で吠ほえた。みづきはそちらを見ようともせず、「一かず馬まさんは、ここに……」と言い置きかけたが、

「待って」

　美亜が止めた。なおも「わん、わん、わん！」と吠える白夜が、首をあちこちに差し向けているのをじっと見つめてから、

「あっち……？」白夜の向いていたほうを指差し、「それから、なつきちゃん？──ああもう、もうちょっと具体的にならないかなあ。ほら、頑張って！」

　犬相手に無茶むちやを言う。白夜も力の限り頑張った。両足で立ち上がったり、とっとっと、と妙なステップを踏んだり、尻尾しつぽを直立に立ててみたり、犬に可能な限りの形で口を動かしたり。

「多分ね、聖堂に、なつきちゃんと自分を連れていけって」

　ぜいぜい疲れ果てた白夜を見下ろしつつ、美亜は翻ほん訳やくした。

　名前が出たからか、長い髪に顔を覆おおわれたまま声もなく泣いていたなつきの肩がぴくりと動く。

「どういうことです？」

「わかんない。でも、兄あに貴きが頑として言うときは、てこでも動かないよ、ああ見えて」

　どうやら、ここに来て美亜もこの犬が自分のもと兄であることを納得したらしかった。みづきはそんな白夜と、なつきとを一、二回見比べていたが、

「まさか」

　ぽつりとつぶやいた。が、一いつ瞬しゆん半開きにさせた唇を、若じやつ干かんほころばせると、

「一馬さんならでは、かもしれませんね」

「へ？」

「このまま聖堂に入ると言っているのでしょう。そこで統とう括かつした力をなつきに送るから、それで自分を元に戻せ──ということではないでしょうか」

「このまま……って、お、お犬さんのまま!?」

　美亜ばかりか、なつきまでもが顔を上げて驚おどろきの表情を顔に貼はりつけた。「そう」と頷うなずいたみづきに、なつきがわななく唇を開く。

「む……無理よ。ここに交換する肉体があるならともかく……遠く離はなれていては、無理よ。あたし……そんなの、やったことないもの！」

　そう言うと、ふたたび膝ひざに顔を伏せてしまった。聞こえてくるのはまたもか細い嗚お咽えつのみ。美亜が、どうしよう、という顔でみづきを窺うかがった。数秒、立ち尽くしていたみづきだったが、やがてスカートの裾すそを払ってその場に屈かがみこんだ。従妹いとこの頭に手を置いて、

「なつき。──わたしは、あなたの力がどれくらいのものか知っています。その上で、信じましょう。あなたならできます。必ず」

「無理よ！」今度の拒絶は叫びに近かった。「だって、失敗したら、一かず馬まの霊力イイロ──魂は、いきどころを失ってしまうのよ！　肉体から放してしまうだけでも、本来の身体からだが遠く離はなれていては危険なのに。それなのに……交換だなんて。ここからじゃ、見えもしないのに！」

「白びやく夜やを連れていけば？」美み亜あが提案した。「群むら雲くもの聖堂で交換したらどうかな？」

「向こうの状況がわからない以上、むしろ危険です。一馬さん本人まで身動きを封じられては、それこそこちらは動きが取れなくなる。……生身の人間に鬼を降ろすような輩やからなのです、相手は。何をしでかすか、想像がつきません」

　それは、犬もろとも一馬を殺す可能性もある、という意味だろうか。美亜の喉のどがぐびりと鳴った。それからまた、やや間まがあった。

「わん」

　白夜が──一馬が、小さく吠ほえた。黒目がちのその瞳ひとみと、みづきの視線とが合う。今度は彼女も理解したのだろうか。ひとつ首を縦たてに振ると、

「いきましょう、美亜さん」

　と促うながした。当然、美亜は驚おどろいた。

「え？　へ？　だ、だって……」

「あとはなつきに任せます。いいですね？」

　みづきがあっさりそう言うと、なつきははっと顔を持ち上げた。いつもは冷れい酷こくなまでに勝気そうな瞳が、みるみる不安の色に乗っ取られていく。正面からそれに向かい合いながら、

「あなたがやろうとやるまいと、わたしたちは群雲家に向かいます。だから、必要以上にプレッシャーを感じる必要もありません。だけど、相手は多分、強敵。だから」

　ふっと目を細めた。美亜が、あ、という顔をする。それは、はじめて見る生徒会長の顔だった。

「やってくれると、ちょっとは助かるんだけどな」

「お姉ねえ……さま」

「美亜さん、いきますよ」

「う、うん！」

　美亜の返事がやや遅れたのは、その瞬しゆん間かん、倒れているやくざの数と、ホールに現れたときの数とが合わないことに気づいたからだが──あの、美亜を熱っぽく見つめていた太っちょがいないのだ──鬼の気配けはいが途と絶だえた以上は大丈夫だと判断し、みづきのあとにつづいた。

「モトコさーん！　夕ご飯、取っておいてねー！」

　もちろん、そう言い残すのは忘れなかった。やっと草くさ薙なぎ家の夕食にありつけると思ったのに、鬼にそれを邪じや魔まされてはかなわない。

　二人は揃そろってスカートの裾すそをなびかせながら階段を駆け下り、そしてホールから姿を消した。

「聞いた？」モトコがふと旦だん那なの顔を仰ぎ見ながら、くすりと笑った。「これから戦地に向かうのに、夕ご飯だって。いま言うことからしら。……ほんっと、いい子だわ。わたしたちの子供、ああいう娘がいいと思わない？」

「……それこそ、いま言う台詞せりふですか？」

　巌いわおのような顔を赤らめている旦那を見て、またモトコは笑った。

「それに、さっきのお嬢じようさまの台詞！　お下がりください、ですって。師匠のわたしに向かってよ。あの娘はあの娘なりに成長しているのね」

「剣に関かんしては、見てるほうが恐ろしくなるくらい、一いつ所しよ懸けん命めいでしたから──」

「ええ。運動神経の決していいほうじゃないのに……というより、だからこそ、これと決めたものは歯を喰くいしばってでもやり抜こうとする。わたし、お嬢さまたちが好きよ。あなたは？」

「それは──無む論ろん」

「だったら、頑張らなきゃ、ね」

　それはここにいるもうひとりのお嬢さまに聞かせるための言葉だったろうか。彼女は四し郎ろうにウィンクを送ると、自分たちの仕事をやるためにホールから姿を消していった。

　ぽつんと取り残された、白びやく夜やとなつき。

　さっきまでの騒さわがしさが噓うそのような静けさが訪れた。この場で起こった戦いの名残なごりは、倒れた三人のやくざの姿が苛か烈れつな記き憶おくの残ざん滓しとともに留とどめるのみ。突然舞まい降りた沈ちん黙もくは、意外と強固なものだった。しばし保たれつづける。白夜は「お座り」したまま動かない。

「……あたしね」

　なつきが言った。膝ひざの上に額ひたいを乗せたまま。

「一族の生まれじゃないのよ」

　白夜は同じ姿勢を維持している。なつきもまた、一定のポーズのまま、誰だれにともなく語りつづけた。

「お姉さまの従妹いとこっていうのも、だから本当は違う。普通の家に生まれたあたしは、なぜだか一族でも限られるほどの強力な力の持ち主だった。時々、こういうことがあるみたい。そうよね、元を辿たどれば人間のほとんどは一族から生まれたわけだし。長い時間が遺い伝でん子しの鎖くさりを断ち切っていたとしても、それと同じくらい長い時間が生んだほんのほころびが、またその鎖を気まぐれにつなぎ合わせることもある。だからあたしは、普通の人にとっては恐ろしい『超能力者』だった」

「…………」

「『魔ま女じよ』でも『霊れい能のう力りよく者しや』でも何でもいい。とにかく、あたしは普通じゃなかった。そしてそれに気づかないほどあたしは幼かったの。だからパパにもママにも気味悪がられて。そんなとき、あたしの力を知った一族の人間が迎えに来たのよ」

　踊り場の上に飾られた、やや大き目の柱時計が時を刻む音がする。

「いわば、養成所といったところかしら。一族の基本的な知ち識しきや、能力の使い方をそこで学んだわ。最初の年、誕たん生じよう日びにはパパもママも会いに来てくれた。両手で抱えきれないほどプレゼントをもらったわ。だから、一年会えなくても、次の誕生日が楽しみで仕方なかった。一族の中にいて、はじめてあたしが普通にも思えたから。いつかはまたお家うちに戻って暮らせるんだって本気で思ってた。……プレゼントがあんなに多かった訳わけを知ったのは、次の次の年くらいかしら。ああ、もう来るつもりはないんだ、って。あれが最後の……一生ぶんのプレゼントだったんだって」

　なつきは能力の存在をはじめて恨うらんだ。いままでそれこそが自分にとっての「普通」であったはずの力を。養成所内の訓練も、成績を落とす一方だった。そしてあるとき──自らを肉体から遊ゆう離りさせ、ふたたび元に戻るという訓練の最中、なつきは肉体にあえて戻らなかった。そのまま、聖堂内にあふれていた霊力イイロの中へと溶けこもうとした。「自分ひとりだけの自分」はもう嫌いやだった。結界の中に入ってしまえば、また大勢の人たちと「自分」を共有できる。そこには、一族で命を失ったすべての人間がいたからだ。

　が──。

　いきなりその手をひかれ、頰ほおを叩たたかれた。まだ肉体を捨てきれていなかったなつきは、その痛みで我に返った。じーんと熱い頰に手を当てる。目の前に、長い髪をした、年上の女の子がいた。

（死にたいの）

　無表情に、そう言われた。だから、責められているのかどうか、なつきにはわからなかった。

（わたしたちは心を殺す訓練をしている。でも、あなたにその必要はないわ。おやめなさい）

　三年前──当時、一四歳さいの草くさ薙なぎみづきだった。草薙家といえば盟めい主しゆ迦か具ぐ羅ら家けの中でも名門中の名門だ。現六ろつ賢けん人じんのひとりをも輩はい出しゆつしている。そんな名門家の長女のはずなのに、彼女もなつきと同じく、この暗い土地でしばらくの間再訓練を受けたことがあるらしい。そのときもまた、定期的に行われていた一週間の訓練期間中だった。

　ああなろう、となつきは子供心にそう思った。冷れい徹てつな仮面で表情を覆おおっていたみづき。誰だれとも言葉を交わさず、誰といっしょにいることもなく。そこにいるだけで冷え冷えとしたものを周囲の人間に与えるような。そう、彼女が言うように心を殺すのだ。何も感じない人間になろう。何も与えない人間になろう。そうすれば、きっと何も辛つらくなくなる。

　が、その一年後──。ふたたびその養成所で再会したみづきは、ほんの少しだけ表情を凍いてつかせていた氷を溶かしていた。なつきにも声をかけてくれた。それははじめて知る、「ひとりだけの自分」と他人ひととの触れ合いだった。

　苛いら立だたしかった。自分がなろうとしていた彼女自身が変わっているのが。憎にくかった。忘れかけていたものを思い出させた彼女が。許せなかった。孤独をふたたび味わわせた彼女が。そう──いつもいつも、いっしょにいられるわけではなかったから。

（なつき、明後日あさつて誕たん生じよう日びですって？　何か欲しいものはある？）

　なつきは答えた。

　名前が欲しい。

　なつき──だけじゃない。名みよう字じといっしょに名乗れる名前が欲しい。

　あたしはもう、前の名字を覚えていないから。

（そう）

　頷うなずいたみづきは、その二日後にプレゼントを用意してくれていた。

（わたしのところにいらっしゃい。賢人会かい議ぎからも了承が得られたの。機き関かんからも卒業。あなたは今日から草くさ薙なぎなつきよ。……あなたが嫌いやじゃなければね、もちろん）

「わたしは……」

　そのすべてを説明したわけではないから、黙だまって聞き耳を立てている白びやく夜やには、話が飛ひ躍やくしたように思えたかもしれない。

「憎にくいのと、苛いら立だたしいとの、許せないのと……同時に、凄すごく、凄く嬉うれしかったのかもしれない。あの人だって──きっと、あたし以上に孤独を感じていたあの人だって、変われたのだもの。あたしだって、ひとりの自分に慣れるかもしれない。普通じゃない自分だって、きっと受け入れてくれる人が現れるかもしれない。──でもそれは誰だれでもなく、きっと、自分自身。あたしのことなんだわ」

　白夜の視線が上向いた。なつきが立ち上がったのだ。

「あんたのためなんかじゃない。お姉ねえさまのためだけに、あたし、やるわ」

　もうなつきは泣いていなかった。

「あたし、遠くにいたってあなたを捜せるわ。だって、あたし、あなたのこと世界で一番嫌いだもの。きっと、目立つはずよ」

　わんっ、と白夜は鳴いた。







３──

　一かず馬まは後ろ手に縄なわを打たれ、頭を低くした姿勢で引き出されてきた。その後頭部にはリボルバーの先端が押しつけられている。

　壬み琴ことは動けない。心しん臓ぞうの音さえ鼓こ膜まくを突き上げるような静せい寂じやくを孕はらみつつ、時間だけが過ぎ去った。

「またにらめっこをする気か、壬琴？」銃を手にした征せい司じが茶化ちやかした。「悪いが、もうそこまで時間は……」

　と、いきなり場にふさわしくないほど軽やかな音楽が聞こえてきた。征せい司じは尻しりポケットから携帯電話を取り出し、何回か頷うなずくと、「へえ」と口笛混じりにつぶやいた。

「こんなときに、何の用件だ？　女？」

　壬み琴こととしては半分ヤケで、そして残り半分はほんの少しの時間稼かせぎのつもりでそう訊きいたのだが、返ってきた言葉には意外な名前が含まれていた。

「草くさ薙なぎみづきと、浅あそ生う美み亜あ──か？　無事、草薙家を脱出したようだな」

「……」

　さっすが、と指を打ち鳴らしたい衝しよう動どうをかろうじて堪こらえて壬琴は黙だまりこくる。征せい司じの顔つきから、それだけでないのはわかっていた。案あんの定じよう、

「無む論ろん、連絡があった以上、動きは察知している。群むら雲くもの事務所の周りに、万が一のため、兵隊を百人規模で潜もぐらせて、網あみを張らせているんだ。わかっちゃいるとは思うが、全員、ただの兵隊じゃないぜ。果たして、お二人は無事にここまで辿たどり着けるかな？」

　外げ法ほうが施されている、という意味だろう。なおも口をつぐむ壬琴の前で、征司は状況が動いたのが嬉うれしくてならないように舌なめずりした。

「さあ、さあ、どうする、どうする？　事情を知った連中がいるということは、ひょっとしたら他ほかの一族の救援も来るかもしれねえってことだ。つまりは、いよいよおれたちには時間がない。どういう意味かわかるよな？　手段も選んじゃいられねえってことさ」

　言うなり、銃声が轟とどろいた。さすがに顔色を変えた壬琴が前に出ようとしかける。銃口を素早く彼女の面前へと移動させた征司は、硝しよう煙えんの向こう側でにやっと笑った。

「外したよ、安心しな」

「く」

　銃弾は一かず馬まの膝ひざのすぐ近くにめりこんでいた。「っきゃん」と声をあげた一馬が跳び退のこうとするのを、縄なわを握った組員が足で押さえこむ。銃が撃うたれた場所は彼の足の近くでもあったのだが、青白い輪りん郭かくをしたその組員は一歩たりとて動いていない。

「もうおれたちに引く道はねえ。どうするよ、壬琴？　今度はおまえがおれたちのタイムリミットを待つ番か？　それでもいいぜ。その間、浅生一馬の耳やら目やら、手足がなくなってもいいならな。そうそう、もう少し待てば、別の人質も二人手に入るから、今度は浅生美亜が兄の隣となりで……」

「──もういい」

「それとも、草薙みづきが先か？　あの取り澄すました顔が恐怖で引きつるのが見たくはないか？　そうだな、意外とああいうのはサディスティックな責めがお好み──」

「もういい。わかった！」

　壬琴は言った。うつむいていたので、まるで地面に声を叩たたきつけるような感じだった。服の袖そでからかろうじて見える拳こぶしが震ふるえている。

「ほう？」

「やるよ。おまえに、〝祠ほこら〟を渡せばいいんだろ」

「またそうやって、おれを騙だまして遊ぶかい？　浅あそ生うはまだ五体満足なんだ。あと四回は遊べるって意味だぜ」

「くどいって！」

　壬み琴ことは征せい司じの顔をにらみつけ、それから、ふたたび聖堂のほうへと身体からだを向けた。

　怒りと悔しさが炎のように燃もえさかり、しかしそれをも搔かっ喰くらう勢いで寒々とした暗くら闇やみが胸の内で広がっていく。

　結局は、覚悟がなかったのだ。

　他ほかならない自分も。

　一族としての誇りを胸に抱いていたつもりでも、たとえ命を懸けけた戦いでさえ尻しりごみはしない勇気を持っていたつもりでも、常に他の誰だれより率先して、一族としての使命を全うする覚悟を決めていたつもりでも──。

　このざまだった。友達を人質に取られ、どうしてもそれを見捨てることができずに、一族への裏切りを口にする相手の言いなりになりかけている。本来ならば、たとえここで一馬が殺されようが、それでも頑として首を横に振るのが、真実の覚悟というものなのだ。

　──あ……。

　そういえば、つい最近も同じことを考えた。父の貴たか文ふみは、やくざになるよう伯父おじに薦すすめられたとき、決して首を縦たてに振るべきではなかった──と。

　苦笑いが浮かぶ。しょせん自分も父親を責められはしなかった。

　いまならわかるかもしれないな、と何気なく壬琴は思った。

　そして──。

　足を止めた。

「あたしと……いっしょか」

　ぎゅっと唇を嚙かみしめる。本当にわかったのだ。

　瞬しゆん間かん、壬琴のほとんど抜け落ちかけていた力が、全血脈の中を凄すさまじい奔ほん流りゆうで駆け巡っていった。

　征司はそのとき、目もくらむような輝かがやきをどう見たのか。

　ふたたびばさりと広がった翼つばさを。

　壬琴は足を止め、こちらを見ていた。暗がりの中、翼から放たれた光があたかも後光のように壬琴の輪りん郭かくをぼんやりと霞かすませていて、征司は一いつ瞬しゆん、口も利けない様よう子すでぱくぱくと喘あえぐように唇を開閉させていた。

　その直後、

「何の──つもりだ」

　どす黒い声で征せい司じは言った。壬み琴ことが答えずにいると、彼は無む理り矢や理り顔の筋肉を動かしたとひと目でわかるような笑えみを浮かべた。これ見よがしに拳けん銃じゆうを一かず馬まに突きつけながら、

「そうかい、やっぱり遊びたいのか。あと四回、って言ったのはおれだものな。よし、まずはどこがいい。浅あそ生うの腕か、足か、それとも……」

「いいや、一回さ」

「何だと」

　歯を剝むいた征司と、その拳銃から目を逸そらさずに壬琴は言った。

「撃うつなら一回で一馬の命を狙ねらえよ。じゃないと、割に合わないからな」

「どういう意味だ」

「そいつだって一族だ。覚悟くらいはできてるはずさ。その代わり、わかってるだろうな。迦か具ぐ羅らのあたしに、自分で使える霊力イイロもなしに勝てると思うな。おまえが引き金を引いた瞬しゆん間かん、おまえも死ぬ」

　恐るべき宣告とともに、それを実行させるにふさわしい重力弾が翼つばさから噴ふき上がってきた。さっきと同じく、宙に浮いたそれを右の掌てのひらで支えるような格好になる。「はっ」と征司は薄うす笑わらいを浮かべた。

「またタイムリミットまで待てばいいさ。だから、何度もにらめっこをしたって結果は……」

「待てるのか？」

　壬琴のぎらついた眼光によって、征司の笑えみが凍りついた。先ほど、「できるのか」と訊きいた彼と同じく、いいや、それ以上にその目に抱かれた確かく信しんは強かった。

「どのみち、あたしはこの弾をおまえに放つ。待つ気でいるなら、勝手に死ぬといい」

「お、おま、おまえ……」

　征司の喉のど仏ぼとけが上下した。重力弾を差し向けられたからだ。見る見るうちに渦うずを広げていく空間の歪ゆがみを前にしながらも、征司は魅み入いられたように動けない。

　あたかもその渦に影えい響きようを受けたかのように、組員たちが呻うめきをあげるのが聞こえた。

「いっしょだったんだよ」彼女は語る。「いま気づいた。あたしがあのとき、嫌いやなやくざ役をやってでも、会長のところにいこうとしたときの気持ちと、親父おやじのそのときの気持ちはいっしょだったんだ」

　確たしかに、半はん端ぱに物事を背負うことは多くのことを犠ぎ牲せいにしかねない。が、それでも見て見ぬ振りができなかったのだ。知っている人たちの苦境を。自分も──そして父親も。だから群むら雲くも貴たか文ふみは、自分に向いていないとわかっている群雲組長の任をあえて引き受けたのだろう。

　前に、彼女は征司へ「生まれなんて関係ない」と言った。「自分自身で道を選ぶ」のだとも。

　言葉にすればかっこいい。が、その「生まれ」を「道」として選ばざるを得ない人々も確かにいるのだ。一族ならばなおのことだった。

　そして──そのとき、壬琴は、もうひとりの顔を胸によぎらせていた。これも道を選ばざるを得なかった、とある少年の顔を。

「確かに、親父おやじもあたしも半はん端ぱ者ものだ。でも、たとえ最初は半端に負った覚悟でも、全力でやり抜いてみせる。それがあたしの覚悟だ。征せい司じ、おまえにはあるのか。一族に逆らってでも、何かが欲しいっていうんなら、他ほかのすべてを捨てられるのか、おまえに！」

　言葉を矢と化して鋭するどく放つ。征司の顔が苦しみに引き歪ゆがんだ。壬み琴ことを足あし蹴げにしようとしたあのときのように。

「セイ！　おまえに言っているんだぞ！」

　壬琴がなおも言葉を強めて叫んだそのとき、

「征司……！　貴様……！」

　征司自身がそう呻うめいた。と同時に、その身体からだが膨ぼう張ちようをはじめた。いや、放たれた青白い光によってそう見えるだけだ。光はそれそのものが四肢を兼ね備えていた。

「ぐぐ、ぐああ」

　それが敵だ、と壬琴は直感的に判断した。目の前にいるのが征司でないと壬琴は信じたからこそ、彼に覚悟を呼びかけたのだ。青白く膨ふくらんでいく光めがけ、右手では押さえきれなくなるほどにこちらも膨張した重力弾を解き放とうとする。

　が、光を放っていたのは征司だけではなかった。組員たちも時同じくして、その身体からだから光を剝はく離りさせていたのである。光は突とつ如じよとして闇やみの色を帯びた。あちこちで渦うずを巻きはじめたそれらの内部から、奇々怪々な姿をしたものたちがあふれ出てくる。

　黄泉よみへのゲート──あるいは、黄泉そのもの──。

　渦とは、〝歪ゆがみ〟に他ほかならず、そしてあふれ出てきた姿なき霊れい体たいの群れこそ鬼だった。

　どぶ色の雲を尾にたなびかせつつ、一いつ気き呵か成せいに壬琴へと群がりかかる。

「何をッ……！」

　その大半は壬琴の手から放たれたばかりの重力弾で消し飛んだが、残った鬼たちは守るべき手段もないままの壬琴の頭上に降りかかっていく。

　翼つばさをはためかそうとした。

　その翼を摑つかまれた。征司から伸びた腕によって。ただし彼の腕はどちらも苦しみもがく頭を押さえている。伸びてきたのは、彼から放たれた青白い光──すなわち、

「鬼のっ!?」

　動きを封じられた壬琴が、両腕で顔を庇かばおうとした瞬しゆん間かん。




「見つけたッ！」

　暗闇の中、紫色に渦巻く霊力イイロの中心にいた少女が怒ど鳴なった。

「ピンチ!?　ねえ、ピンチ！　急いだほうがいい!?」

　言わずもがなの事実を興こう奮ふん気味に口にしながら、少女は改めて目を閉じ、精神集中を図った。

　彼女は全裸だった。

　服を着ていると力の「具合」が悪くなるのだ。

　白い腕かいなが無む意い識しきのうちに宙を泳ぐ。形のない舞まいを踊るかのように。

「いけっ──」

　目隠しをされた白びやく夜やが、ぴくん、と身を起こした。




　頭上でクロスさせた壬み琴ことの腕から和服の袖そでが消え、代わりにグローブ状の装甲で覆おおわれた。

　ＧＡＨ、という、声としては捉とらえきれない音が耳を貫く。それは、ぐんと勢いよく光を増した翼つばさによって腕を弾はじかれた、鬼の苦く鳴めいだったろうか。

　壬琴は空を駆け上がった。ハイレグカットの水着のような姿になっている。そのせいでもないだろうが、さっきとは段違いのスピードだった。

　真っ向から降りかかってきた鬼めがけ、重力弾を帯びさせた拳こぶしで殴りかかる。こちらも声なき声を発して霧む散さんした。

　ちらりと下方を見ると、果たして、聖堂の中央に一かず馬まがいた。組員がその身体からだから〝歪ゆがみ〟を解き放った瞬しゆん間かん、彼らから逃れて聖堂に辿たどり着いたのだろう。彼の統とう括かつした霊力イイロが壬琴にいまなお活力を吹きこんでいた。こちらに手を振っている。

「ああ！」

　笑顔えがおで応じつつ、上空から敵の位置を確認。

〝歪ゆがみ〟が三、そこからあふれた鬼の数が二〇あまり。

　瞬時に判断した壬琴は、翼から複数の弾を噴ふき上げさせた。それらを身体の周囲にまとわりつかせたまま、空中で回転をはじめる。

「必殺！」

　あたかも壬琴自身が黒い渦うずと化したかのように。

「群むら雲くも流！　鬼殺し大だい車しや輪りん！」

　黒い炎と雷とを帯びた雨が、地上いっぱいに降り注いだ。重力弾の群れを浴びた〝歪み〟や鬼が、穴を穿うがたれ、霊れい体たいを吹き飛ばされて、あちこちで消失していく。

　すたりと壬琴が地上に舞まい降りたとき、〝歪み〟は完全に消え失せていた。

「やったな！」

　そう言って、聖堂から駆けこんできたのは一馬だ。両腕を広げ、アメリカ映画みたいに抱きついてこようとするのを、壬琴はにっこりした笑顔で迎えながら──、

「ぎゃんっ」

　上から思いっきりどついた。潰つぶれた蛙かえるみたいに地面を這はった一馬に、

「何が必殺、だ。群雲流って何だ。まるであたしが言ったみたいじゃないか。誤解されちまうだろ！」

「い、いーじゃねえか。乗りだよ、乗り」

「おまけに、さっきは妙なことしでかして！　おまえがもっと早くにその気になってりゃよかったんだ！」

「あだだだだ」

　妙なこと、とはおしっこのことだろうが、無む論ろん、一かず馬まには知る由よしもない。罪の自覚もないままに背中を踏みつけられながら、あ、この感触、何か久しぶり、と陶酔にも似た危ない感覚を味わっていると、

「──ったく」

　一馬の背中から足をどかした壬み琴ことは、改めて征せい司じのほうに向き直っていた。

　彼は地面に手をついて、肩で息をしている。他ほかの組員たちも同じだった。

「──説明してもらえるんだろうな」

　征司は心底疲れきったような視線を地面に注いでいたが、

「……ああ。……と言っても、おれはほとんど覚えちゃいないがな」

「鬼に操あやつられていた、ってことか？」

　壬琴は自分の推測を口にした。そうでも考えなければ、征司の様よう子すを説明できなかったからだが、

「最初は……おれの性格を、変えるため、だったらしい」

　征司は壬琴の予想とは違うことを言った。眉まゆをひそめながらも、壬琴はしかし口を挟まない。いま、知りたいことのすべてを、彼がその手に握っているのは間違いなかった。

「……組員たちの肉体から霊力イイロのみを切り離はなし、それを反はん魂ごんさせて、おれや、別の組員の身体からだに宿したんだ。人間以上の鬼の能力を得るのが主な目的だったが、おれの場合、やくざにふさわしい器うつわを身につけるための……いわば、教育過程だったのさ」

「──」

「おれ自身、強くなりたかったから……その鬼を受け入れてしまったんだ。自分でも、だんだん変わっていくのがわかった。何でもやれる気がした。何でも言える気がした。だけど、同時にどんどん昔のおれ自身がどんなだったのかも思い出せなくなって……今日、会長が料亭から去った直後くらいから、自分を制御できなくなっちまったんだ」

　沈ちん黙もくがはじまった。他ほかに、何を訊きいていいのか、壬琴には正直わからなかった。彼が口にした一族の裏切り。身体から現れた〝歪ゆがみ〟。そして、彼自身ではなかったいままでの十と拳つか征司。どんな説明を受けたら自分が納得できるのやら、それさえも見当がつかない。だが、最大の疑問が刃やいばとなって胸に渦うず巻いているのを、壬琴自身、認めないわけにはいかなかった。

　人を霊力に変えた。

　それを反魂させ、鬼に変えた。

　その鬼を宿した。

　それで性格を変えた。

　それで超常的な力を得た。

　では一体──

　誰が？

　そう考えた瞬しゆん間かん、壬み琴ことの全身に鳥肌が立った。彼女自身、それを口にできないほどの空恐ろしさを感じていると、

「おっと、拳けん銃じゆうくらい取り上げておかなくちゃな」

　一かず馬まが気を利かせたつもりになってか、ひょいひょいとした足取りで征せい司じに近づき、その足元に転がっていた拳銃を拾おうとした。

　その手が摑つかまれた。

　鬼の腕に。

「!?」

　この世のものでない感触に、一馬の脳が一瞬スパークを起こした。「きゅう」と白目を剝むき、口から泡を吹いて倒れる。突然のことに、何の心構えもできていなかったのだ。

「セイっ！」

　壬琴が血の滲にじむような叫びを放ち、身構えた。

　が、その征司自身がもがき苦しんでいた。腹の辺りから伸びた鬼の腕を自分の両腕で摑んで、一馬の手からもぎ放そうとしているようにも見える。まだ鬼は宿っていたのだ。

「やめろ……」

　聞き取りにくい声だったが、確たしかに彼はそう言っていた。

「やめろ、親父おやじ──」

「親父……？」

「もう、もうやめてくれ……こんなこと。おれが……そんなに頼りないのが、いけなかった？……鬼に、なってまで……一族を……裏切って……まで」

　征司の顔はいまにも引き裂かれんばかりに見えた。その目が壬琴の姿を正面から捉とらえる。

「壬琴──やれ！」

　彼は言った。最後の力を振り絞っているのか、苦く悶もんに時折声をかすれさせつつも、

「全部、親父が仕組んだことだ。おれにはわからない──妙な連中とつき合いを持つようになって……それで、外げ法ほうの力を頼りにするようになった。組員たちに鬼を宿して強くして……どんどん十と拳つかの勢力を広げていったんだ。だが、親父ももう老いかかっていた。たとえ組を大きくしても、世継ぎのおれがこんなんじゃ、盟めい主しゆ家けに居座ることができないと考えたんだろう……。親父は、おれを変えるため──そして、己おのれの力で群むら雲くもを見返すため、自分自身を鬼に変えて、おれに宿ったんだ！」

　身体からだのあちこちから矢のように放たれる光を、征司はまるで冗じよう談だん事ごとのように手でいちいち押さえていた。内部を鬼が駆け巡っているのだ。料亭で会長が去った直後、力ずくでも計画を実行させようとし、壬み琴ことを「お嬢じようさん」と呼んでいた人格とは、十と拳つか学まなぶだったのだ。

　壬琴は両足を地面に踏ん張ったまま、しかし、なかなかその場を動けずにいた。ぎりりと唇を嚙かみしめている。

「親父おやじは、おれを完全に乗っ取る……つもりだ。もう、もう理性を保っていられないんだ。親父も、おれも……。頼む。おれもろとも……やってくれ！　どうせ……一族に歯向かったんだ。命は……ない」

「馬ば鹿か野郎」

　嚙みしめた歯と歯の合間から声を洩もらし、それでもしばらく壬琴は動けずにいたが、

「来い！」

　いきなり征せい司じに近づき、その肩を抱くと、彼を引きずるようにしながら聖堂へと近づいた。

「壬琴、何を……！」

「少し黙だまってろっ」

　聖堂の中心に立った壬琴は一回瞼まぶたを下ろし、そしてまた目を見開くと振り向いた。

「聖堂をいま、おまえに解放した」

「えッ……！」目を剝むいた征司は、「馬鹿な！　いまさら、そんなことしたって、親父はおまえらを生かしちゃおかない！　何だって、そんな……」

「勘かん違ちがいするな」

　壬琴は両方の手を征司の肩に置いた。激しく波打っている。身体からだに宿した鬼──すなわち、反はん魂ごんした征司の父が、掌てのひらの下で荒れ狂っている。

「自分もろとも、なんてカッコつけてる場合か。柄がらでもない。おまえも霊力イイロ使いだろ。〝祠ほこら〟の力を使え！　それで父親を追い払うんだ。あとは……あたしが斃たおす。いいな」

　あ……と呻うめいた征司は、近い距きよ離りで壬琴と見つめ合った。こんなことが、いつかもあった気がする。

（みーちゃん、もう駄だ目めだ。手が痛いよ、もう捕れないよ）

（馬鹿！　おまえひとりでやってんじゃない！）

　両肩に置かれた手。その肩に血が点々とつくのを征司は呆ぼう然ぜんと眺めたのだ。血豆が裂けたのだろう。相手はリトルリーグで地区優ゆう勝しようを遂げたという男子チーム。いくら壬琴のボールが小学生離ばなれしていると言っても、女装した征司以外はもちろんみんな女子のチームでは、勝ち目は最初から薄うすかった。それでも、壬琴は最後のマウンドに立つ際、泣き言を口にした征司相手にこう言ったのだ。

（二人で、やるんだ）

「二人で、やるんだ」

　征司は──あのときと同じく、顎あごを引いた。

「統とう括かつした力の一部を、あたしにも流してくれ。迦カ具グ土ヅチを保ちつづけるから」

「ああ」

　怖くなどなかった。

　いつもそうだったのだ。壬み琴ことが近くにいさえすれば、彼女以外は何も怖くない。

　そう、何も。

　ごおおおお、と音さえ立てそうな勢いで、〝祠ほこら〟の内部で青紫色の気体が乱れ飛びはじめた。

　征せい司じは精神集中をつづけ、そのすぐ近くで前のめりになって見守る壬琴の手には重力弾が生じている。

「みーちゃんがいれば……」征司はつぶやいた。「親父おやじの言いなりになんか、ならなかったろうにね」

　壬琴には聞こえないほどの小さな声。

「おれ……強くなりたかったんだ」

　あずまやのようなその場所を中心に、世界はいまや青紫の奔ほん流りゆうに吞のまれたかのようでもあった。

「もう、泣いているみーちゃんは見たくないと思っていたのに……あのとき、また、泣かせちまったから……」

　土ど下げ座ざをした父親の前で、目を瞠みはって立ち尽くしていた小さな女の子。その手をどれだけ取りたかっただろう。どれだけ、「みーちゃんは悪くない」と言いたかったろう。だが、同じくらい幼かった少年にはできなかったのだ。

　だから強くなりたかった。

　父親の言いなりになろうとも。

　しかしそれこそが彼の弱さだった。だから、

「まだ……おれ、強くなってなんかいないね」

　最後にぎゅっと目を閉じる。〝祠〟内で竜巻のように凄すさまじい渦うずを巻いた霊力イイロがそのまま彼の内部へと吸いこまれていった。

「ぐ、ぐ、ぐ、ぐ」

　最初に呻うめいたのは征司。そして、

　ぐげええええええええ。

　音なき音、声なき声を断だん末まつ魔まのように響ひびかせたのは、そこから飛び出してきた青白い影かげ。

　反はん魂ごんした魂──水蛭子ひるこである。それはあたかも人の姿をした燃えさかる炎だった。顔には、人間の憎悪のみを際きわ立だたせ、ディフォルメしたような表情がある。

　そのまま壬琴に飛びつく──かと思いきや、寸前で別の針路を選んだ。霊力の渦巻く〝祠〟から逃げようとしているのだ。

　が、それを摑つかんだ手があった。

　霊力イイロをまとわりつかせた征せい司じ自身の手だった。

「最後の決め球は？」

　彼はそれを正面へと持っていく。あのときは、「二人でやる」と言われながらも、壬み琴ことを信じきれない自分がいた。弱気になって別のコースに壬琴のボールを誘った自分がいた。だが、いまは違う。そう、いまこそ二人でやるのだ。

　壬琴は白い歯を見せた。

「力いっぱいのストレート！」

　振りかぶったその両腕から、猛スピードを得た重力弾が放たれる。

　あやまたず、それは鬼の中央に命中した。

　青白い炎が粉々に飛び散っていく。鬼の〝定義〟もろとも消失したそのあとに、しかし青紫色をした影がぽつんと取り残されていた。

　正面から見つめ合った壬琴が、その影になにがしかの面おも影かげを認めたとき。

　ふっ──と、搔かき消えた。

　やがて、

「間に合った！──のかな？」

　美み亜あの声が聞こえ、

「ある意味、遅かった──ですか？」
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　みづきの声が聞こえてきた。

　どちらも息を弾ませている。鬼を宿した兵隊相手との追いかけっこは容易に想像がついたから、壬み琴ことはもちろん微笑ほほえんだ。

「ありがと。来てくれて」

「あーっ、両手に花！」

　突然、美み亜あがすっとんきょうな声をあげて指差した。

　聖堂の中央、座りこんだ壬琴は、二人の少年に膝ひざを貸していたのである。どちらも気絶しているらしい。壬琴はちょっと面めん喰くらったように頰ほおを赤く染めたが、

「馬ば鹿か、花って柄がらかよ」

　笑いながら毒づいた。

　それから、目を閉じて細い呼吸をくり返している二人の顔を交互に見やる。一方は、昔よりずっと強くなった幼おさな馴染なじみ、そして一方は、壬琴が覚悟を決めたあのとき、胸をよぎった最後の顔だった。

「まったく」

　とこぼしたのは、気を失いながらも、その手がさわさわと尻しりを撫なでてこようとしたからだが、とりあえず、ど突くのは許しておいた。
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「よお」

　と声をかけてきた人物を、十と拳つか学まなぶは病室のベッドの上で迎えた。

「生きていたのか。しぶといねえ」

「こっちの台詞せりふだ」

　学がそう言ったのは、病室を訪れた群むら雲くも貴たか文ふみもまた、腕と足にそれぞれ包帯を巻いていたからだが、彼と違って顔の血色はいい。貴文は顎あごを手でさすりながら、

「うちの娘に感かん謝しやしろよ。迦カ具グ土ヅチにこめた力が、鬼の〝定義〟を破ることのみに集中していたから、おまえは元に戻れたんだぞ」

「……あっさり言うもんだな。反はん魂ごんした魂がそんなことで元に戻るなど聞いたこともねえよ。一体、どんなからくりが働いたもんだか、おそらく六ろつ賢けん人じんだって頭を悩ませているだろう、ってときによ」

　十と拳つか学まなぶに見たところ、外傷はない。が、もともと身体からだが衰弱して入院していたのに加え、外げ法ほうによってその魂を息子に宿らせていたためか、いまはげっそりと瘦やせ細り、ほとんど骸がい骨こつに皮一枚貼はりつけたような顔をしていた。

「外法で、鬼を人に宿す……ってのも例にない話だがね」

「その辺は、賢けん人じん会かい議ぎにかけられたときに話すさ。おれをこうして生き残らせているのも、そのためなんだろうが」

「まあ、ね」

　貴たか文ふみは事の真相にはまるで興きよう味みがないのか、それだけで満足したふうにベッド近くの椅い子すに腰を下ろした。持ちこんできたらしい林りん檎ごを取り出すと、器用に皮を剝むきはじめる。

「よせよ、何してやがる。気色悪い」

「面会も許されてないんだろ？　こういう、病室での一風景が欲しいかと思ってね」

　きれいに剝いて、八分割した林檎を皿の上に盛って差し出す。ふん、と顔を背けた学だったが、ややあってから、そのひとつに手を伸ばした。

「……後悔しているふうじゃないな？」

「あん？」口に入れたぶんを咀そ嚼しやくしてから学は、「──ああ。わかってもらおうとは思わんよ。盟めい主しゆ家けに生まれついたあんたにはどうせ理解できまい。一生、誰だれかの下に甘んじる立場ってもんが、どんなものなのかをね」

「…………」

「夢を、見ちまったんだろうなあ。接触を図ってきた奴やつらが、外法の力をおれの前で見せつけたとき、これなら何でもできる、と思った。だから、ほんのちょっと力を借りて、盟主家を横取りするくらいなら構うまい、と考えたんだ。それが、いつの間にか、おれ自身引き返せない道のりを歩きはじめていた。外法ってのは人を変えるんだ。世界の〝定義〟を無視しようって術だから、それも当然さね」

「ふうん」

　同じく林檎を口にしながら、貴文は相変わらず太平楽な顔で頷うなずく。それを呆あきれたように見やってから、十拳学はやや口調を改めて、

「……征せい司じはどうなった？」

　と訊きいた。貴文は無視して、結局学が口にしたひと切れ以外の林檎を全部胃袋に収めると、席を立った。

「おい」

「関係あるのかい？」

　貴文が出し抜けに言ったので、学は口を利けなくなった。

「息子をいまさら気き遣づかうくらいなら、最初からあんなことをするべきじゃない。覚悟があったんだろう。それなら、もう、やめることだね。もうあんたは十と拳つかとも群むら雲くもとも関係がないのだから」

「……そう、か」

「人のことなんか、あんたはちっとも見えてなかったんだよ、頭カシラ」

　昔の呼び方をしながら、貴たか文ふみは、ベッド以外、ほとんど何もない──病室と呼ぶにも、あまりに殺風景過ぎる部屋を眺めていた。彼が通り抜けたドアの向こうには、ガードマンに守られた鉄てつ柵さくまでもが下りているのだ。

「盟めい主しゆ家けに生まれつかなかった苦しみ。確たしかにわたしにゃわからない。でも同時に、あんたには盟主家に生まれついた悩みもわからない。息子の思いにも無む頓とん着ちやく。挙あげ句く、ただ頼りないってんで、鬼になって宿ろうとした。それじゃあ、人のついてくる親にはなれはしないよ。わたしを嫌って離はなれながら、それでもわたしと同じ失敗をしてたんだ、あんたは」

「…………」

「そりゃ、わたしに極ごく道どうは向いちゃいない。でもあんたと違うのはね、それを自覚してるってことさ。だから、できる限りのことはしてきたつもりだよ。外げ法ほうなんかじゃない。他ほかの何の力も借りずに、ごくまっとうに……できる限りはね」

　こっそり貴文が舌を出したのは、一かず馬まを餌えさに使ったからだろうが、天てん井じようをじっと見つめている学まなぶにはわからない。両者、無言になった。どれくらいしてからか、

「じゃ、また来るわ」

「二度と来んな」

　罵ば声せいを背中に浴びつつ、ガードマンにふたたび鉄柵を上げてもらって貴文は部屋をあとにする。

　廊下を歩く途中、ひとりの青年とすれ違った。左足を引きずっていて、反対側の手も袖そでから先が失われている。一族の管理する病院である以上、彼もまたその類たぐいの人間だろう。頭を下げてきたので、こちらも目礼した。

　自分の病室に戻る貴文の足取りは、飄ひよう々ひようとしたいつもの彼と比べると、若じやつ干かん、重かった。




　すぱーん、という音とともにミットにボールが吸いこまれる。

「やっぱ、痛いてえや」

　顔をしかめた征せい司じがボールを投げ返した。数メートル離れた先でそれを受け取った壬み琴ことが笑う。

「何だ、もうギブアップか？」

「あー、降参だ」両手を挙あげて征司は言った。「何だかよ、前より差が広がった気がするぜ」

　それから、二人は肩を並べて座った。

　いつか歩いた土手道の上。垂れこめた灰色の雲のせいで、ロマンチックな夕ゆう陽ひを眺めながら──というわけにはいかなった。そのためばかりでもないだろうが、目の前に広がる川かわ面もは、あのときと比べると何だか色がくすんだようにも見える。

　壬み琴ことは汗を拭ぬぐっていた征せい司じからタオルを奪い取り、それで自分の頰ほおを拭ふきながら、

「──やくざ、つづけるのか」

　と言った。ああ、と征司は前を向いたまま頷うなずく。

「向いてないんだろ。どうして」

「責任って奴やつさ。出戻りの組員に、群むら雲くも本家はいい顔をしないだろ。親父おやじがいないぶん、そういう部分で矢や面おもてに立つ奴が必要なんだよ。おれならちょうどいい」

「……」

「それに、組員たちだって、群雲から離はなれたときの覚悟が間違いだったとは思っちゃいない。おまえはいい顔をしないだろうが、おれはそんな奴らといっしょに、オヤジどのをたきつけて、盟めい主しゆ家けとしての威い厳げんと、それにふさわしい力を取り戻してもらうつもりだ。それが、おれのやるべきことさ」

「セイ──」

「そんな顔するな。それに、壬琴、もう余計な口出しはするなよ。おまえがこの世界に関かかわる気がない以上、どんなこともおせっかいにしかならない。たとえ血をわけた親でも、その親にはもっと大事な子供たちが大勢いるんだ。壬琴、おまえは、この世界とは関係なく暮らせ」

「偉そうにさ」

　壬琴もまた、川をじっと眺めつづけている。

　ひゅうっと風が吹いた。壬琴の前髪がそよぐ。傍かたわらに置いてあったボールが転がった。二人とも手を伸ばさない。そのまま土手の下へと転がり落ちていく。

「ひとつだけ聞かせてくれ」

　征司は言った。「ん？」と前を向いたままの壬琴。

「今度訊きいたら殴るって言ったけど。……」

　征司は、あることを口にした。

　ぽちゃん、と音を立ててボールは川の中に落ちた。

「……もう、あたしとは関係ないんだろ。訊くな」

「それでわかったよ」征司は微笑ほほえんだ。「昔っから、みーちゃんは顔に出るからな」

　壬琴の頰ほおが熱く燃えていた。今日、夕ゆう陽ひは赤くない。

「……なーに、話してんだろうね」

　それを遠くから眺めている美み亜あが、背伸びしながら言った。並んだ二人の後ろ姿は何だかとても絵になる気がする。

「気になる？　お兄にいさま」

「ふん」

　一かず馬まはそっぽを向いた。

　壬み琴ことの父親を病院に見み舞まった帰り道だった。十と拳つか征せい司じが現れるや、「ちょっと、壬琴を借りるぜ」と言い、それから数分、キャッチボールをする二人などを遠巻きに眺める羽は目めになっていたのだ。半はん袖そでではもう夕方は涼しすぎるくらいで、一馬はさっきから腕をさすっていた。

「気になるといえばさ、それ、何なの？」

　美み亜あは一馬が手にしているものを指差した。

「何だと思う？」

「遊星からの物体・某なにがし？」

　同じセンスをしていやがるな、と思いつつ、一馬はそれに目を落とした。

　群むら雲くも家け・草くさ薙なぎ家襲しゆう撃げき事件から一夜が明けたあとのことだ。

　休む間もなく〝祠ほこら〟での任務に追い立てられていた一馬は、徹てつ夜やで群雲家での霊力イイロ統とう括かつを終えたあと、すぐに草薙邸に戻らねばならなかった。犬に変えられてしまっていたため、前日の統括も完全ではなかったからだ。

　ようやくそれを終えて、ほとんど真っ白な灰にまで燃えつきかけていた一馬の前に、差し出された小さな手があった。

（あたしの一番大事なもの、あげるわ）

　ぎょっと一馬が身を引いたのも無理はない。なつきから渡されたそれは、かつて一馬の顎あごにアッパーカットを叩たたきこんだぬいぐるみだった。

（安心しなさい、別に誰だれかが中に入っているわけじゃないから。これ、ちなみに何だと思う？）

　にいっと笑って問いかけてくるのを、一馬はぞっとしない思いで眺めつつも、答えは出せずじまいだった。

（白びやく夜やよ、これ。似てるでしょ？）

　そのとき、みづきが後ろにいるのに一馬は気づくべきだった。なつきの企たくらみにも。気を許せるもの特有の笑えみを見せたなつきに、少しだけ仲よくなったかな、と勘かん違ちがいした一馬は、

（似てねーよ。っていうかさ、これ、犬だったの？　どんなセンスだっての。おれはまた、遊星からの物体かと思ったぜ。こんなものに似ていると言われたら、白夜が不ふ憫びんでしょうがないねー。共通点といったら、色が黒くて、足が四本あることだけかなあ？）

　と軽口を叩いた。軽口の割に毒がふんだんにまぶしてあるのは、まあ、仕方ない。お犬さまにされたのだから。

　が──、一馬はもうひとつ勘違いをしていた。これをつくったのはなつきではなかったのだ。

（だって、お姉ねえさま）

　一馬の肩越しに薔薇ばらのような微笑ほほえみを投げかけるなつき。はっ──と一馬は振り向いた。振り向く前から、冷や汗が背中いっぱいを濡ぬらしていた。

　みづきはいつものみづきだった。手に持ったトレイを一かず馬まに差し出す。恐る恐る受け取った。震ふるえる手でカップを取って、紅茶をひと口飲む。あははは、と意味もなく笑った。みづきも微笑ほほえんだ──ような気がした。

（目もちゃんと二つありますよ、一馬さん）

「ううっ」

「どしたの？　そんなに寒い？」

「い、いや……」

　油断すると、「腕組もっか」とくっついてきかねないので、一馬は美み亜あからやや離はなれつつ、首を振った。思い出すだけで寒気の来る笑えみとは一体何なのだろう。

（大事にしてね）

（も、もらって……いいのかな？　こ、こんな、スバラシイモノ）

　ほとんど片言でお世辞を言ったのは、無む論ろん、まだみづきが近くにいたからだ。と、なつきはいままで一馬には見せなかった種類の微笑を覗のぞかせた。

（いいの。いまはもっと、いろいろなものを信じられるから。プレゼントだけじゃなくって、ね）

　一馬は改めて『白びやく夜や（？）』のぬいぐるみを眺める。アッパーカットの記き憶おくが脳裏をかすめた。あれはきっと、白夜ご本人が宿っていたのではあるまいか、と一馬は想像している。昔からなつきと遊んでいたのだろうから、ぬいぐるみと身体からだを交換するのにも馴れっこだったのだろう。器用に手を使ってパンチを打てるくらいには。

　──そうだそうだ、そういうことにしよう。間違いない。間違いないんだよ。ああ、いまニヤっと笑ったような気がしたが、きっと気のせいだ。気のせいなんだよ。見るな。見ちゃ駄だ目めだ。あっかんベーをしているように見えるのはきっと幻覚だ。

　土手の上でがくがく震えていた一馬は、そのとき、ふと顔を上げると、さっき立ち寄ったばかりの病院のほうを見つめた。窓のひとつから視線を感じた──ような気がしたのだが、ここからでは遠すぎて、どの窓に人の姿があるやらわかるはずもない。

　気のせいか、とも思ったが、一馬はちょっとした気まぐれを起こして、視線を感じた方向に手を振ってみた。

　なぜか、懐なつかしい感じがした。

「何やってんだ？」

　びっくりしたように声をかけてきたのは、土手道から歩いてきた壬み琴ことだった。さっきまでいっしょにいた十と拳つか征せい司じは土手の下、別の方向に向かって歩いていく最中だ。

「別に」

「悪いな、待たせて」

「お預け、には慣れてるんで構わないよ」

　一かず馬まはそんな嫌味いやみを口にした。壬み琴ことはむっと眉まゆをしかめる。

「おまえも大たい概がいしつこいな。謝あやまっただろ」

「いーんだ、いーんだ。どうせおれなんて、犬っころと入れ替わっても、だあれも気づきやしないんだ。勝手に人の食事あさろうが、おしっこしようが、幼おさな馴染なじみの壬琴さんにさえ気づかれやしないんだ」

「あー、もう、うるっさいな！　本当にお座りさせるぞ、コラ！」

「あたしだったら気づいたかも！　ね、ね。一番近くにいる妹だもんね、ね、ね、ね！」

　騒さわがしい三人を、征せい司じは一度だけ振り向いた。数秒。少しだけ笑ってふたたび歩き出す。

　それから、待たせておいた車に乗りこむまでの間、彼はもう二度と振り向きはしなかった。




　ふと立ち止まった青年は、ステッキに体重の半分を預けながら後ろを向いた。

　病院の静かな廊下。後ろ姿を遠ざけていくのは、群むら雲くも貴たか文ふみ。

　が、一いち瞥べつしたきり、興きよう味みを失ったように青年はまた歩きはじめた。

　向かう先は──

〈玉ぎよく座ざ〉。

「……して、〈騎き士し〉よ。いかがであった？」

　いつかと同じく、臣しん下かの取り巻く〈玉座〉に、〈女王〉は眠りつづけている。

「──は」

　彼は、春の陽ひ射ざしが似合いそうな微笑ほほえみを絶やさず、彼らに告げた。

「テストケースの成長は順調かと。目覚めの時は、もうすぐそこです」

　どよめきが〈玉座〉を歓喜の色に埋め尽くすまでのわずかな時間──青年の微笑みは、少しだけ翳かげったような気がした。
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あとがき







　前巻の「あとがき」を読むと、原稿を書くのが凄すごく楽しかった、とあります。

　しかし、「楽しい」イコール「執筆が楽」、という計算式はそうそう単純には成り立たないものなのです。

　現に、今回の三巻目は前回の楽しさがウソのような苦しさにのた打ち回りながら書いた代しろ物ものであります。いままで一番苦労した思い出のある作品は「頭ず蓋がい骨こつのホーリーグレイルⅣ」なのですが、三日経たっても最初の一行目が書けなかったその作品と比べても、今回の苦労のほうが上回るかもしれません。

　まあ、あまり作者の苦労話をここで積み重ねてもしょうがないので、つらつら語るのはやめておきますが、前回が前回だったものですから、作者本人としても今回の難なん産ざんはちょっと意外でした。

　では、いつものように、執筆中の日記から、そうした苦労話を除いて抜粋してみましょう。










某月某日（木）

　とりあえず他社の仕事がひと区切りついたので、「殿との様さま」のプロットに集中。

　モニターの前で唸うなったり、紙の上で線をごちゃごちゃ引いたり、下手へたくそな絵を描いてイメージを喚起してみたり。ひとつひとつのシーンは固まりつつあるが、全体としてはもうひとつ何か欲しいところ。




某月某日（水）

　執筆中、「殿様②」の見本が届く。玲れ衣いさんのイラストは華はながあって、見ているだけで相当に楽しい。特に最後のイラストは、本編終了直後のシーン、という感じがしてなかなか心憎い演出。絵のパワーに負けないように頑張りたい。

　夜、なぜかフランシスコ・フィリョ（注：格かく闘とう家か）と道場で戦う夢を見る。ルールは総合格闘技らしい。彼の蹴けりを受け止め、そのまま足首を固めると、フィリョはなぜか片言で「ママさん！　断裂、断裂！」と叫んでいた。ママさんとは道場主の奥方のことでもあろうか。その後、強さの秘密を訊きかれたわたしが「一〇〇〇回嚙かんで食べること」などとうそぶいていた。馬ば鹿かかおのれは。




某月某日（火）

　書いちゃいる。書いちゃいるが、進まない。進まないから終わらない。うむう。

　友人としゃべっていて、いろいろ過去の作品について訊かれたが、面おも白しろいことに気がついた。

「ワーズ・ワースの放課後」については、自分でもびっくりするくらい内容を覚えてないのだ。

　それよりも古い作品のはずの「熱砂のレクイエム」や「頭ず蓋がい骨こつのホーリーグレイル」のほうが、結構細かいところまで覚えていたりする。なぜだろう、と首をひねってみて、ふとその理由に思い至った。

　要するに、自分の中で完結しているか否いなか、ということだと思う。「熱砂」や「ホーリーグレイル」はいまでもたまに主人公たちが頭の中をかすめ、新たな活かつ躍やくをしていることがあるが、「ワーズ・ワース」はすでに終わった作品。特別頭の中をよぎることもないのだ。もちろん作品そのものに対する思い入れに差異はないものの、いまでこそ活いき活きとして頭の中を動き回っている「殿様」のキャラクターたちも、いずれは記き憶おくから飛び去っていくのかと思うと、何か寂しいような、切ないような、不ふ思し議ぎな感覚。




某月某日（火）

　途中、頭を搔かきむしりたくなるくらい進まない時期もあったが、とりあえず第一稿終了。

　読み直しつつ、いくつかの会話部分を削除する。まったく必要なし、というのではなく、リズムや前後の分量を考こう慮りよしてのことだから「あー。もったいない」と思わないでもない。こういう部分を「未公開シーン集」みたいにまとめてホームページ（注：ないっす）にでも載のせれば読者の方かたも喜んでくれるだろうか、と考えるが、まあ、思いつきだけに留とどめておく。面倒くさがりである。

　せっかくなので、ちょっとだけ抜粋。（注：ちなみにシーンごとカットしているので、以下の部分を本編のどこかにきっちり当てはめることはできません）




「じゃあ、あたしとここでひと晩過ごしてみる？」

「うーん。想像だけでご飯三杯はいけるな」

「へえ」満足げに頷うなずいたあと、美み亜あははたと眉まゆをひそめた。「多いの、少ないの？」




　一かず馬まにしては少ないんじゃないでしょうか。







　さて。

　すでにお読みいただいた方は何となくおわかりでしょうが、はじまって以来、どこに向かってるんだかさっぱりわからなかったこの物語も、三巻目にしてようやくある種の方向性が定まりつつあります。

　みづき、美亜、壬み琴こと──とそれぞれの「みっちゃん」をヒロイン格に据えて一冊ずつ展開してまいりましたが、次回、何やらいままでの展開とは違った動きが見られそうです。

　そしてその４巻目で（多た分ぶん）この物語にもひと区切りつく予定であります。お楽しみに。
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杉すぎ原はら智とも則のり

１９７？年３月生まれ。鹿児島県出身。最近手に入れた趣味は「最悪の未来をシミュレートすること」。真っ黒い妄想にのた打ちまわること数秒後、以前より少しだけ前向きになれるという優れもの。健康のためやりすぎに注意しましょう。
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イラスト／玲れ衣い

１９７９年生まれ、イラストレーター。無類の犬好き。電撃文庫には「殿様気分でＨＡＰＰＹ！」で初登場。









[image: ]電撃文庫





殿との様さま気き分ぶんでHAPPY!③








杉すぎ原はら智とも則のり
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